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本市六郷地区は肥沃な田園村落 として、豊かな穀倉地帯の一画 をなしてきた所であります。

近年、とりわけここ久保田今泉地域は、市街化区域に編入されて以来、宅造計画が進み、い

までは良好な住環境 として発展を遂げてきてお ります。

一方、この地は「須田玄藩の居城…今泉城」があった所 として周知 され、開発の歴史が藩制

以前に遡ることを古記は伝えてお ります。

今回の発掘調査は、開発事業の計画に伴い、文化財保護について度重なる協議の結果、事前

の記録保存の策 として実施 したものであります。この度の調査からは、中世～近世初頭にわた

る貴重な考古資料が数 多く発見され、仙台の中世史を解明する上で、大きな成果を得ることが

できました。

本書は、その調査の成果をあます ところな く一般に公開するものであります。

仙台市には、こうした文化財、とくに埋蔵文化財の包蔵地は約400ヶ 所以上にわたってお りま

すが、これを愛護 し、保存・継承 していくことは、われわれに課せ られた責務 と考えます。し

たがって、本書が多くの方々に積極的に活用され、文化財全般にわたる保護・啓発に資するこ

とを切に希望 してやみません。

最後に、発掘調査や本報告書の刊行にあたり多大の御指導 。御協力をいただきました多くの

方々に対 し、心か ら感謝 を申し上げます。

日召不日5群年3月

仙台市教育委員会

教 育 長 藤 井   黎



例   言

1.本書は宅地造成に先立って行なった今泉城跡の発掘調査の報告書である。すでに公表され

た現地説明会等に優先するものである。

2。 今泉城跡は、1979年度調査において、弥生時代から江戸時代の複合遺跡であることが判明

し、本来ならば今泉遺跡 とすべきであるが、従来どお り「今泉城跡」 を使用 した。

3.報告書作成のため、整理・編集は佐藤洋が担当 した。

4.本文の執筆は佐藤洋が、石製品・石器は東北大学院生山田しょうが行なった。また、平川

南氏、木村中外氏 。内藤俊彦氏、高橋理氏、庄子貞雄氏・山田一郎氏か ら玉稿を賜わった。

5.作図・写真撮影等については、下記のとお り分担した。

遺構 トレース :大場拓俊、古川陸子、大友桂子、小島真弓、松岡敦子

遺構写真 :佐藤洋、斎野裕彦

遺物分類・集計 :工藤久美子、吉田康子、渡辺修子

遺物実測・ トレース

〈土器・土製品〉宍戸美智子、吉田康子、菅原恵美子、平照子、阿部多津子、自井美津子、

金沢君代、小島真弓、佐藤洋

〈陶磁器〉大場拓俊、吉田康子、鈴木昇、阿部多津子、山田しょう、大友桂子、佐藤洋

〈木製品〉松岡敦子、佐藤幸子、山田しょう

〈石製品〉山田しょう、宍戸美智子、臼井美津子、金沢君代、平照子

〈金属製品〉平照子、金沢君代、菅原恵美子、山田しょう、宍戸美智子、自井美津子

〈骨角器〉金沢君代

遺物拓影 :阿部多津子、吉田康子

遺物写真 :小島真弓

版組 :佐藤幸子、松岡敦子、山田しょう、大場拓俊、平照子、熊谷信一

6.発掘調査及び遺物整理において、下記の方々に助言・協力を賜わった。

伊東信雄 (東北学院大学教授 )、 格崎彰― (名 古屋大学教授 )、 芹沢長介 (東北大学教授 )、

倉田芳郎 (駒沢大学教授 )、 井上喜久男 (愛知県陶磁資料館 )、 藤沼邦彦 (東北歴史資料館 )、

平川南 (国 立歴史民俗博物館 )、 光谷拓実 (国立奈良文化財研究所 )、 沢口滋 (漆芸家 )、

佐藤則之 。千葉孝弥 (多賀城跡調査研究所 )、 三辻利― (奈良教育大学 )、 吉岡一雄 (宮城

県立図書館 )、 内藤俊彦 (東北大学植物園 )、 木村中外 (尚綱女学院短期大学教授 )、 星川清親

(東北大学教授 )、 庄司駒男 (東北大学文部技官 )、 林信太郎 (東北大学理学部院生 )、 中川高

(宮城県刀剣登録審査員 )、 高橋理・阿部朝衛 (東北大学文学部院生)以上敬称略



特に、陶磁器類の鑑定は橋崎彰一氏・井上喜久男氏・藤沼邦彦氏、植物遺存体の同定は星

川清親氏・庄司駒男氏、樹種の同定は木村中外氏・内藤俊彦氏 。光谷拓実氏、木簡・物忌

み札の判読は平川南氏・佐藤則之氏、石質鑑定は林信太郎氏、祗石・金属製品の鑑定は中

川高氏、土器 。陶器の胎土分析は三辻利一氏、火山灰の分析は庄子貞雄・山田一郎氏、漆

器は沢口滋氏、文献関係は吉岡一男氏に御教示をお願いした。なお、胎上分析の結果は第

52集南小泉遺跡第 2次調査報告書に提載してある。

凡   例

○ 本書中の上色については、「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を 使用 した。

○ 本書に使用 した地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台東南部」である。また

城館位置を示 した地形図は 2千 5百分の 1の仙台市都市計画図 (昭和46年、55年 を編集 )

である。

○ 基本層位はローマ数字で示 した。

○ 図版中の水糸レベルは海抜高を示す。

O I・ H区のグリッドラインは、約 N-6° 20′ 一Eである。

○ 木製品や金属製品等のうち、直接年代のわからないものは、遺構の年代や埋土の堆積年代

を使用 している。今後さらに検討が必要 と考える。

O 土器や陶磁器類等で中心線が 1´ミ鎖線のものは図上復元実測図である。

○ 陶磁器類の破片実測図は、石器実測図と同様の図示方法に統一 した。すなわち、断面を境

に左側は内面、右側は外面を示 している。

Oi響籾餃は実測図中、火山灰層を示す。

①嚢欝鶏は実測図中、ワラ灰層を示す。

○
撃彗韓

は実測図中、鉄釉を示す。

O 実測図中、炭化物・漆は黒塗 りした。その区別は図版を参照されたい。

O 遺物の法量は極力、文中には記載していない。図・表を参照されたい。

○ 出土遺物は、仙台市教育委員会が一括保管 している。
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称

地

体

当

員

調 査 体 制

今泉城跡 (C-507)

仙台市今泉字久保田 1-91外

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

I・ H区 佐藤・斎野裕彦

III区   斎野裕彦・加藤正範・金森安孝

I・ H区  昭和56年 4月 7日 ～ 8月 31日

m区   昭和56年 5月 6日 ～ 6月 11日

I ・ H区  1,375∬   Ⅲ区 123∬

718m2         123mど

大場拓俊、佐々田弥生、長谷川徹 (現苫小枚市埋蔵文化財センター )、 松木仁、

大友透、五十嵐康洋、小野正泰、八島浩一郎、高橋建一、阿部潜、内藤隆史、

千葉 きよ子、遠藤みさ子、遠藤たつ子、吉田清子、吉田徳子、木村一子、細谷アキノ、

平山みや子、平山新太、山田かつの、佐藤光子、赤井沢さだ子、谷津妙子、小島美和子、

佐藤奈美江、今野富美子、佐藤良子、金今恵子、佐藤清人、佐藤新吾、石 川勝利

帥今武工務店・サカエ興業調 査 協 力



t〔二

|.調査 に至 る経過

近年の仙台市及び周辺部の宅地開発は急激に増加しており、宮城野平野東部から海岸部にも

しだいに拡大されつつある。

今泉城跡にも宅地開発の波がおしよせ、近年まで遺跡の中心部は畑地 として残されていた力＼

現在ではほとんど宅地 となってしまった。すでに、昭和54年度に宅地造成の事前調査 として、

900mを の調査を行ない、確実に城館の存在が明らかになっている。今回の調査の対象 となった地

区は、前回の調査地区の東側に隣接する畑地であったため、開発者と協議し、その結果、事前の調

査が必要であると判断した。

調査は、対象面積1,375∬ のうち、直接開発に関わる部分約700m2を 、昭和56年 4月 4日 より

実施 した。

2.位 置 と環 境

今泉城跡は仙台市今泉字久保田に所在する。仙台駅の南東約 6.5 km。 名取川と広瀬川の合流

地点より東へ約1.5kⅢ の地点にある。

奥羽山系の一部である面白山地に源を発する名取川及び、その支流である広瀬川は、面白山

地から東へ連なる七北田丘陵 。青葉山丘陵・高館丘陵を開析しながら東流し、中流域を中心に

数多くの段丘を形成させている。一方、先の丘陵部から東側には、仙台平野の一部である宮城

野平野 (仙 台周辺)が開けており、名取川と広瀬川はこの平野部で合流している。

名取川は、河川の下刻によって、中流域では峡谷部を形成し、谷口から急に平野部が開けて

いる。この谷口から河川の堆積作用によって、扇状地性の沖積面が形成され、また、下流域で

は、平野部における自然堤防、後背地、旧河道などの典型的な微地形をみることができる。

仙台市内の平野部における遺跡の大半は、名取川・広瀬川に沿った自然堤防上に立地してい

ると言えよう。

宮城野平野の東部には、後背湿地が広がり、霞ノロ低地 (能登 。中村)と 呼ばれている。ま

た、現在の海岸線に沿うように、いくつかの浜堤列が形成されている。

今泉城跡は、名取川左岸の後背湿地 (霞 ノロ低地)の 中に取 り残されたように存在する、自

然堤防上に立地している (第 2図 )。

平野部の地質は、名取川・広瀬川の運搬・堆積作用によって未固結の砂 。礫・粘土等の沖積

層からなっている。さらに、その下位の基盤は、第二紀層で構成され (比団研1977)、 名取川付

近では最深部 (埋積谷)が-60mに 達する。これらの沖積層は、深部から岩切層 (10～ 30m)、

福田町層 (約10m)、 霞ノロ層 (3～ 7m)、 深沼層 (約 5m)な どより構成されている。この

めじは圭早第 I



うち、霞ノロ層中より弥生時代の竪穴住居跡が検出されているという (能登・中村1967)。

本遺跡では、1979年 の調査で、第Ш層 (今回の第 4層 )上面より、弥生時代の上城が検出さ

れていることから、今回の第 4層以下の層は、ほぼ霞ノロ層あるいは、この層の一部に対応す

るものであろう。
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1 今泉城跡     組文～どに戸
2 遠見塚古墳    古墳
3 南小泉遺跡    弥生、古●A、 平安
4 仙台東部条里跡  奈良
5 下荒井遺跡    平安
6 藤日新 日越跡   弥生
7 屋敷末遺跡    古墳
8 下飯田薬師堂古墳 古墳
9 築道遺跡     奈良 平安

汁 告厨整諜
跡

 墓登 李曇

、平安

12 日辺遺跡     古墳
13 河原越遺跡    古墳、奈良、平安
14 砂押遺跡     古墳、奈良、平安

跡
跡

的『的的柳鉤］枷『抑『］］的

‐５
‐６
Ｗ
略
‐９
２０
２‐
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８

縄丈～平安
古墳、奈良、平安
弥生、古墳
奈良、平安
古墳、奈良、平安
古墳、奈良、平安
古墳、奈良、平安
古墳、奈良、平安
古墳、奈良、平安
古墳
奈良、平安
古墳、奈良、平安
古墳、奈良、平安
奈良、平安

29 中国畑中遺跡 奈良、平安
30 神明遣跡   古墳、奈良、平安
31 弁天囲古墳  古墳
32 戸 ノ内 I遺跡 古墳、奈良、平安
33 戸ノ内■遺跡 古墳、奈良、平安
34 城丸古墳   古墳
35 昭和北遺跡  奈良、平安
36 辻遺跡    奈良、平安
37 中北田遺跡  奈良、平安
38 皇襖 ヶ原越跡 奈良、平安
39 下余田遺跡  古墳、奈良、平安
40 西日越跡   奈良、平安

第 1図 今泉城跡と周辺の遺跡 (中 。近世は第 122図 を参照 )



3.歴 史 的環 境

仙台市内では、地下鉄関連

の発掘など、名取川 。広瀬川

下流域の遺跡実体が、かなり

明確にされつつある。特に、

これらの河川に沿った宮城野

平野西側では、発掘調査が増

え、原始、古代の遺跡の内容

が判明してきている。しかし、

同平野中央から海岸部にかけ

ては、調査例は極めて少ない。

これは、市街化区域の線引に

起因している。 ところが、最

近では市街化区域あるいは、

市街化調整区域がしだいに東

側に拡大される傾向にあり、

本遺跡の調査 もそうした傾向

の 1つ と言えよう。

さて、平野部東側に存在す

る遺跡は、その内容 を十分に

把握できるものは少ない。ま

た、近年 まで、河川の氾濫等

による冠水が頻繁であったためか、遺跡そのものの数 も西側に比べて少ない。継続的に営 まれ

た遺跡は少ないようで、この今泉城跡の調査でみるか ぎりでは、平安時代前半以降のことでは

ないか と考えられる。平安時代以前は、断続的に遺跡が自然堤防や浜堤上に点在 している。

キミ 城跡周辺の遺跡 (第 1図 )を みると、縄文時代の遺跡はほとんどなく、現在確認できる

のは、後～晩期の上器片が出上 した本遺跡だけである。最近、名取川と広瀬川の合流地点より

西側では、六反田遺跡、山口遺跡など紀文時代の遺跡が発見されている。

弥生時代になると遺跡数 も増え、南小泉遺跡 (第 1図 3)、 西台畑遺跡 (第 1図 17)、 藤田新

田遺跡 (第 1図 6)等があり、自然堤防上に立置するものが多い。ただ藤田新田遺跡は、最 も

奥に位置する浜堤上に立地 している。

第 2図 名取川下流域の地形分類図 (1青水遺跡より転載 )
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古墳時代には、南小泉遺跡 (第 1図 3)、 下飯田薬師堂古墳 (第 1図 8)、 遠見塚古墳 (第 1

図 2)等があ り、また、古墳時代終末から奈良時代の初めにかけて存在した郡山遺跡 (第 1図

18)がある。

奈良か ら平安時代にかけて、遺跡数は飛躍的に増加 し、その大部分は自然堤防上に立地する。

しかし、宮城野平野東部では調査例が少なく、必ず しも明確ではない。特に、平安時代後半の

様相は不明な点が多い。わずかに、最近、仙台市安久東遺跡や名取市清水遺跡などで、11世紀

代の集落が知 られるようになった。こうした点では、本遺跡の平安時代後半か ら末にかけての

住居跡等は、のちの中世の城館の成立や立置を考える点でも意義のある発見であろう。

中世の遺跡は、仙台市においては館跡等がある。しか し、一般の集落は調査例がなく、個々の

遺跡の調査に付随 して、濤や井戸等が調査されたにすぎない。

さて、館跡は、仙台市内においては平野部に多く立地す るという特徴がある。市内26ヶ 所の

うち、13ヶ 所で 5割 を占める。これらの館跡の大部分は、国分氏領に属 している。館跡の調査

は、県内においてしだいに増加 しつつあるが、その全様 を知 るものはない。仙台市内では、古

く1985年 に、伊東信雄氏によって、中世留守氏の居城であった岩切城跡の調査が行われている

(伊東 :1935)。 中世の遺跡の調査 としては、全国的にみても古い調査の 1つ と言えよう。しか

し、調査では、掘立柱建物跡に伴 う柱穴群が発見されたにす ぎず、遺跡の内容は明らかではな

い。また、仙台市安久東遺跡 (仙 台市教委 :1976)では、調査の結果から、これらの遺跡の南

に位置する前田館 との関連が指摘 され、前田屋敷に比定されている。

近世の遺跡は、かって、仙台市街地が城下町であつた関係上、個々の遺跡 としてとらえるこ

とが困難である。そうした中で、伊達藩初代政宗、そして二代・三代の忠宗・時宗の墓の調査

は、全国的にみても画期的な調査 となった。

いずれにしても、中世 。近世の遺跡は、大部分現在の市街地 と重複することや丘陵上にある

ことから、必ず しもその実体が明 らかではない。

第Ⅲ章 基 本 層 序

|.I・ H区

ここでは主 として、 I区のB-2区西壁深掘地区を基本とした (第 4図 )。

層 褐色シル ト (10Y R%)、 数年前まで畑地として利用されていた耕作土である。層厚は平

均24cmである。H区では平均 9 Cmで薄 くなる。最近、宅地開発に伴ってこの上に盛土が

なされるようになった。B-5区からB-8区にかけては、さらに細分される。



Ha層  暗褐色シル ト (7.5Y R3/3)層厚は平均10cmで ある。

II d層  暗褐色シル ト (7.5Y R斃 ) 層厚は平均16cmである。

これらの層は細分できないグリットもあり、特に I区の北西部や H区で顕著である。B-7
区ではH層がさらに細分できるが極部的である。これらの層は出土遺物等から、後述するⅣ期

～V期に形成された層と考えられる。11号濤 (堀 )を 境として、 I・ H区 とも北側が厚 く、南

側が薄い傾向がある。

ma層  暗褐色シル ト (7.5Y R%)層 厚は平均約2∝mである。平安時代や後述するH・ Ⅲ期の

遺構はこの層の上面より掘 り込まれている。

Шb層  褐色シル ト (7.5Y R%) 層厚は平均 9 cmでぁる。

これらの層は11号滞 (堀 )の南側では、 I・ H区 ともほとんど細分できない所が多く、存

在しない場所もある。F-2区ではma層 に対応する層が1号住居跡を覆うが、この層中より常

滑の破片が出土する。また、mb層 のうち、E-8区では弥生時代の土器や石包丁が、B-3区
では弥生時代の重が出土している。B-6・ 7区等では塩釜式などの土師器が出土する。した

がって、場所によって形成年代が異なっているようである。本来はさらに細分されるのかもし

れない。大局的には、Шa層 はその上面が平安時代からⅢ期までの生活面であり、本層は平安時

代あるいはそれ以前の包含層と理解される。また、Шb層 はおよそ弥生時代から古墳時代の包含

層と考えられる。

Ⅳa層  にない褐色シル ト (7.5Y R6/3)層 厚は平均27cmである。紐文土器は本層上面におい

て確認される。本層以下は、現在無

遺物層と考えられる。

IVb層  にぶい黄橙色砂質シル ト(10Y R%)

層厚は約22cmである。下部には、鉄

分やマンガンを多く含む。

V層

Ⅵ 層

Ⅶ 層

ⅥⅡ層

にぶい黄橙色砂質シルト(10Y R%)

層厚は約24cmである。マンガンを含む。

灰黄褐色砂(10Y R%)層厚は約15cm

である。

にぶい黄褐色砂質シルト(10Y R%)

層厚は約 4 cmで ある。

にぶい黄褐色細砂(10Y R%)層厚は

4～ 8 cmで ある。

第 4図 基本層序模式図
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IX層  にぶい黄褐色細砂 (10Y R%)層 厚は約 9 cmでぁる。Ⅷ層より青 くグライ化している。

マンガンをわずかに含む。

X層  褐色砂 (10Y R%)層 厚は約 5 cmで あり、極部的である。

�層 によい責褐色砂質シル ト (10Y R%)層 厚は約14cmで ある。マンガンを微量に含む。

�I層 にぶい黄褐色砂質シル ト (10Y R%)層 厚は約 5 cmである。

XⅢ 層 責褐色細砂 (2 5Y R5/3)層 厚は約 8 cmで ある。

XⅣ層 責褐色砂質シル ト (10Y R%)層 厚は約 8 cmで ある。

XV層 にぶい責褐色細砂 (10Y R%)層 厚は約 6 cmである。

XⅥ 層 にぶい黄褐色砂質シル ト (10Y RM)

このうちXⅣ層以下の各層は湧水があり、本遺跡の井戸跡等に供給していたものと考えられる。

昭和54年度調査 との対比は極めて凪難である。前回の調査ではH層 としたものがさらに 3層

に細分され、これらはいずれも、黒褐色～黒色のシル トである。今回の調査では確認できない。

また、前回の調査のⅢ層 (地山)は今回のⅣ層である。

2.Ⅲ    区

Ⅲ区はEト レンチセクションを使用した。Ш区は前述の I・ H区 と異なり、内堀と外堀のほ

ぼ中間に位置する。Ⅲ区では、宅地造成に先立って盛土 (約30cm)が なされている。

I層  灰黄褐色シル ト (10Y R%)層 厚は約23cmである。炭化物を含む。

H層  にぶい黄褐色シル ト (10Y R5/3)層厚は約13cmで ある。炭化物を含む。

Ш層 黒色シル ト (10Y R%)層 厚は約 7 cmで ある。本層は極部的にみられるものである。

黄褐色土ブロック (5～ 7 cm)を 多く含む。

Ⅳ層 黒色シル ト (10Y R%)層 厚は約42cmである。黄褐色土ブロック(1～ 2cm)多 く含む。

V層 黒褐色粘土 (2.5Y R3/2)層 厚は約17cmで ある。

Ⅵ層 黒褐色粘土 (2.5Y R%)層 厚は約18cmで ある。

ⅥI層 褐灰色粘土 (10Y R%)層 厚は約 7 cmで ある。

これらの層群は IoH区の層と大きく異なる。いずれも含水率が高い。比較的古い時期から

水田等に利用されていたのかもしれない。HI区 より検出された江戸時代半ば以後の井戸跡は、

Ⅲ層上面より掘 り込まれている。層位的にみて、Eト レンチで最も古いと考えられる4号濤 (中

世 ?)はⅨ層上面より掘 り込まれている。したがって、 4号濤が構築される時期には、 I・ H

区の生活面とは lm前後の落差が存在していたことになる。H区は少なくとも中世には後背湿

地として、 I・ H区は自然堤防上に存在すると理解されよう。また、落差が明瞭であったこと

は、館の占地に際して立地条件 (自 然堤防)を 容易に選定できたものと考えられよう。
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第Ⅲ章 検出 した遺構 と遺物

|.縄文 時代 (第 8・ 16図 )

縄文時代に属する遺構は、今回の調

査では検出できなかった。しかし、±
9~

器は予想以上に多く破片総数48点 が出

上し、第 7図のごとくすべて I区から

出上している。特に I区でも南側に片
7-

寄る傾向がみられ、さらに、南側や西

側に展開するものと考えられる。

1は後期前葉の宮戸 I式に比定され

るものであろう。今回の調査では最 も 5-

古い時期の所産である。 2～ 9は 、後

期中葉の宮戸 Haあ るいは 1l b式 に対応 4-

するものである。 9は 半円形の突起で

ある。10～ 15は 、西ノ浜～宮戸IIIa式に 3-

かけての所産 と考えられる。いわゆる、

貼こぶ文系土器群である。16は 後期後 2-

半 と考えられる注口土器である。17～  |

22は 、後期中葉か ら後葉にかけての粗 第 7図 縄文時代土器頻度分布図

製土器 と考えられる。特に20～ 22は 、早期末にみられるのと同様の条痕文 を地文 とし、さらに、

半哉竹管による格子状沈線を施文 している。23～ 25は 、縄文時代晩期の上器である。23は 大洞

B式の深鉢、24は 大洞 Cl式 と考えられる注口土器、25は 大洞 Cl式 と考えられる粗製深鉢である。

石器は小形の尖頭器 1点 (第 16図 1)、 スクレイパー 1点 、二次加工ある子」片 4点、剖片 2点、

砕片 2点がある。組文時代か ら弥生時代のものと思われる。また、第16図 -2は 組文時代の石棒

の破片と解 したが、中 。近世の何 らかの石製品の可能性 もある。

以上、わずかではあるが、時期的なバラエティーをもって縄文時代の遺物が確認された。本

遺跡の場合は、遺構がまった く検出されなかったことや遺物の出土量が少ないことから、集落

等は予想しに くいが、周辺に存在するであろう集落の領域の中に、今泉周辺が組み込まれてい

たことは、ほ↓F間違いのないところであろう。
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第 I表  I・ H区出土縄文上器観察表
u 村 備 子

H号井戸 底   部 後期 (言 戸 1) 多条沈線 皓上に白い針状のもの含む。

15号 泄 後期(宙 戸 ■) 平行 lt線 2ユ ー①

12号・Ifj 屋語燃季喬昇i黒>筆寸
13号 .lF

jE■止層 刑    部 後川 (宙 戸Ⅲ ) 磨イ

"範
文(LR)十 1/日 洗繰文 胎■に白い針状の もの含む。

9号井戸 後期 (宮 戸 W) 縄文(LR)十 竹円洗線文

4号 ■嬌 磨 消継 文

11号 嵩 口 隷 部 後期 (宮 声 H) 縄文(と R)十 沈撤

つ号士す軋 口緑部付近 後期 (宙 戸 Hl。 ) 充級十隆常 +刻 み日

13号 巌 理土上層 口緑突起部 後期 (芭 戸 W)

12号井戸 後期 (宮 戸 Hl。 )

IS号 溝 胴   部 沈 報文 +Wi角 、制 日状 rt撤

1号 try 充 llr縄文(LR)十 允線文十瘤

充根縄文(LR)+平 行洗線縄文 +W知 瘤は剤落。

17号井戸 後期 無 文

号 器 (西 雖 ) 4・   声[ 後期 (宵 戸ml.) 網 目状沈線文

網 目状ft線文

9号 ,1戸 口 縁 部 後期 (P‐ 戸 I) 縄 文 (LR) 胎土に白い針状の もの含む。

15号 器 羽状 組 文 (LR RL) 22-②

8号土環 組 文 (LR)

15号 れ 条戻文十1tll目 状洗線文 (竹 督 ) 22-①

W1918(8-212号 ■颯里■)と 接合

15号 滞 1層 胎土に自い針状の もの含む。 22-③

ｗ
地

口 縁  菩[ 嘘期(大 測 B) 突起 磨消縄文 三又文

26号 濤 l・    部 晩 期 (大 】lCl) 磨消縄文 (隆 帯十沈線 )

15号 海 回 器  部 平行沈線 縄文 (LR)

2.弥 生 時 代 (第 10。 11・ 16図 )

弥生時代に属する遺構は、今回の調査では検出できなかった。わずかに、いくつかのピット

にそれらしき可能性 を持つ ものがあるが、断定するに至っていない。また、79年度の調査では

土媛が 1基確認されている。

ところで、第 9図 をみると、先の純文土器 と類似 した分布状況を示 し、 I区南側に集中する

傾向が認められる。また、組文土器 と異なって、H区でも出上 してお り、分布域が広がってい

ることがわかる。

出土総数は516点 で、その内訳は I区 320片 、Ⅱ区192片 、表採 4片 である。このうち、粗製土

器には紐文時代のものと区別のつかないものもが存在する可能性がある。

1は 本遺跡の出土品中、最 も大型の重形土器である。頸部外面はていねいなミガキ、また、

肩部内面は、輪積痕 を消すように*阻 いミガキがそれぞれ施されている。 2はやは り壺形土器で

ある。底部付近にはおよそ横位方向の ミガキ、内面には粗いミガキが施されている。胴部最大

径の部分に、炭化物の付着が認められる。 3は 回縁部下に、連続刺突文を施文する甕形土器で

ある。

4～ 8・ 9～ 12は 、甕あるいは壷の底部である。ただし、6・ 9は縄文土器の可能性 もある。
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13は 、口縁部が「く」宇状を呈する大

型の甕形土器である。頸部は無文帯 と

なり、ミガキが施されている。14は 口

縁部に細かい亥1み 日、口縁部下に刺突

文 を施文する甕形土器である。15～ 17

は桝形囲式の特徴である口縁部下の連

続刺突文 を施文す る甕形土器である。

15は 口唇部に単節縄文、また、16は 胴

部に擬似縄文 を施文 している。18は磨

消組文 を施文する甕形土器であろう。

19・ 20は 沈線による渦巻文を施文する

壺形土器である。21は 小型の鉢形土器

と考えられるが、蓋の可能性 もある。

22・ 23は 細かい充填組文によるもので、

同一個体と考えられる壷形土器である。

24は 地文に擬似繊文 を施文 し、沈線に

よって変形工宇文を表現 したものと考

0      5m
l  . . J J

第 9図  弥生時代上器頻度分布図

られる。また、内面は黒色を呈 し、平滑な ミガキを行なっていることか ら、鉢形土器 と考えら

れる。25は 磨消縄文を施文する鉢形土器であろうか。26は 変形工字文を施文 し、内面は黒色を

呈し、平滑なミガキが施 された鉢形土器である。

石器は石包丁 5点 (第16図 3～ 7)、 太型蛤刃石斧 1点 (第 17図 12)が出上している。前者は

いずれも両面穿孔で、 4はペ ッキングによる荒々しい穿孔痕が残され、かつ刃部が薄 くなって

いない。後者は県内のものとしては、かな り大きいものである。

以上、主要なものについて紹介してきたが、他には純文施文のみのものや細片の土器が多く

図示 しえないものが大半である。今回出土 した土器群のうち、時期の判定できるものは、中期

の49f形 囲式期のものであり、ほぼ単一時期 としてよいであろう。また、粗製壷形土器等、時期

の不明な胴部・底部の破片なども、およそこの時期 としてよいであろう。

ところで、比較的多くの土器片を得ることができたが、遺構は弥生時代 と認定できるものが

皆無であった。79年度調査時に検出した土壊を考慮 しても、十分に遺跡の性格を理解できない

現状である。ただ、第10図 1・ 2のこは、底部破片が検出できなかったことや、第10図 7は丹

塗 りの壺 (?)であることなどから、遺跡の性格 を知 る手がか りにな りうるか もしれない。
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第 2表  I・ H区出土弥生土器観察表

図 VI 避  構 層 位 赳物番号 計 fr 部  位 時 期 文 様 備 考 拓本番号

15号 溝 駈～戊部 糾形HR 縄文(LR) FH謝 ,I村 面iミ 才キ、胎上に白い針状のもの含む,

題～Ⅳ AY 肩～底部 縄文(LR) 内耐‖Iい ミ才キ。胎土に白い針1人のもの含む。

口 縁 部 刺 突

埋上下部 喪又は主 底  部 枡形圏 ? 縄文 (LR)、 本葉痕 胎■に白い針状のもの含む。石突を多lrに 含む。

13号 巌 般下層 縄文 (LR)、 米茶疲 胎上に白い針4‐Aの もの含む。

29号 藩 木業痕 縄文の可能性 も有る。

1号上埃 木業痕 外面丹盗り

12号 騰 埋土上剖
`

縄文 (LR)、 木葉痕 N¨38(B-4 10号 井戸 )と 秩合。

H号井戸 埋土下部 喪又は茎 網代痕 紐文の可能性 も有 り

網代痕、撚系 R 縄文の41能 性も布う。踏■に白い針状のもの含む。

14号 井戸 繹代痕

11号 f44 底

口 織 部 ‖形囲 縄文 (LR)、 環部無文帯 Nα922と 接合、内面 ミオキ。

口唇部連続刻み 日、刺突文 内閲 ミ才キ

20号井戸 口憾部 縄文(LR)縄文(LR)十 車1突 内面 ミ〃キ。胎■に白い針状の もの含む。

15号 井戸 授似紙 文 内面 ミ才キ

15号 IIVl 41  部 縄文 (LR)■ 刺突

17号 ■ )噴 磨消縄文(LR)+た 徹文 内面ミ才キ。胎上に白い針状のもの含t・ 。

H tt rlH 洸線文 胎)に 白い針氷のもの含む。底部内面皮化効青,。

〔 区 渦巻文 (沈 線 )

Ⅱ hW 磨 i胃 縄文十沈線文 説の可能性有 り。内面 ミ才キ

H号井戸 充類縄文(LR) 胎■ 1こ 白い針状の もの含む。

Il層 充媒縄文(LR)

鉢 授tA縄文十変形工宇文 内面 ミオキ。胎■に白い針状の もの含む。

4号■狐 鉢 ? 磨消縄文十九撤文 胎土に白い針状のもの含む。

鉢 変形工宇文 内面 ミ才キ、胎土に白いつ,状 の もの含む。

3.古墳時代 (第 13、 14、 15図 )

古墳時代に属する遺構は、検出することができなかった。ここでも、弥生時代同様、いくつ

かのピットにその可育を性のあるものが存在するが、やは り断定するに至っていない。土器は多

量に出上 し、 I区で5,425点 、H区で1,055点 、破片総数6,480点 に達 している。遺物の分布は、

第12図 に示すごとくであるが、H区からの出上が増加 し、 I区の南側に身く出土する傾向は残

っているものの、弥生時代 と異なって集中区が分散する傾向が認められよう。この傾向は、当

然平安時代以後の遺構による攪乱を考慮しなければならないが、しかし、明らかに弥生時代 と

は異なった分布である。ただ、集中区が分散する傾向は、この時期の遺構が不明である点で、

どのように理解してよいのであろう

さて、土器について概観 してみると、塩釜式と南小泉式が混在し、また、実測可能な土器は

わずかであった。この他に、 6世紀代 と考えられる須恵器堺 (身 )、 栗囲式あるいは国分寺下層

式と考られる琢体部破片がそれぞれ 1点ずつ出上している。

甕

第13図 1～ 10は 、刷毛 目を特徴 とする甕形土器である。 2は 極めて特徴的で、口縁部の輪積

み成形後の指頭痕がそのまま残 り、内面にはていねいな刷毛 目が施されている。 4は 頸部以下
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古墳時代土器頻度分布図

台付甕の脚部である。十分に、そ

がケズリに近いナデ (ナ デツケ)が施

され、口縁部は外面がほぼ無調整であ

り、内面は粗いナデである。 7は一応

図示 したが、長胴簑のようになってし

まい、本来は日縁部が もう少し開 く器

形とも考えられるが明確ではない。 8

は内外面 ともに器面が磨耗 し、調整は

不明であるが、おそらく刷毛 目が施さ

れていたものと思われる。これらは、

およそ塩釜式期に属するものと考えら

れるが、 7は 南小泉式期かあるいはそ

れよりも後出のものであろうか。10は

刷毛 目後横ナデを施 した甕形土器の口

縁書Ьで
'み

る。 □縁部には、工具による

押圧が施されている。塩釜式期のもの

であろう。

の特徴を把めない。

、第13図 14・ 15の 2点 だけである。15は

凡例 (単位 仙 )

は  1～ 50

棚  51～ lo0

(鱈mm榊 lol～ 200

物物物物201～ 300

多物多多301～ 400

0401～ 500

朝鼎#501～ 600

第 12図

台付菱

第13図 11～ 13は 、

曾瓦

甑 の破片は 5点 出上 し、この うち図示 し得た ものは

外面に刷毛 目が残 る。

琢

第14図 16～ 19は 郭形土器である。16'17は 内面にミガキが、18は 内面にナデがそれぞれ施さ

れている。19は 四みの底部をもつlTh形土器であろう。内外面いずれもミガキである。時期は明

確ではないが、塩釜式あるいは南小泉式期のものと考えられる。

ltt

第14図 20～ 22は 難形土器である。20。 21は 内面はナデで、20の頸部には指頭痕が残る。いず

れも外面は磨減が著しいが、21は わずかにミガキが残る。22は 外面が刷毛目後に、ミガキが施

されている。内面はミガキが主体を占めるがナデやケズリが混在する。外面は丹塗りである。

時期は明確ではないが塩釜式期と考えられる。

♀     写n



第14図 23～ 33は刷毛 目を主体 とする壷形土器である。これらは折 り返 しによる複合口縁 と有

段口縁によって特徴づけられる。23は 従来知 られていない有段 口縁 (2段 )を もつこ と考えら

れ、内外面 ともに平滑な ミガキが施されている。24は 器台の可能性 もあるが、有段の壺形土器

と考えられる。29は 複合口縁ではないが、折 り返 し手法によって口縁部が成形される。30は 外

面丹塗 りである。

時期は23～ 31は塩釜式期、32・ 34は塩釜式か南小泉式のものであろう。

高lTk

第15図 34～ 47は高郭形土器である。34は 今回の調査で唯―全体の器形がわかるものである。

34～ 37は高郭の琢部であるが、体部下部に軽い陵線が認められる。また、 1/・部は直線的に傾斜

して立ち上がるものが多いが、35の ように弯曲しながら立ち上が り、口縁部が外反するものも

存在する。38は 唯一、円形透孔をもつ高郭形土器である。39～ 41は 脚部が円錐状に広がるもの

と考えられる。42・ 43は 脚部が円柱状になると考えられるものである。44～ 471ま 脚部が明確に

柱状部 と裾部が比較的明瞭に区別できるものである。特に47は 柱状部にふ くらみをもつ唯―の

ものである。

器台

第15図 48・ 49は器台形土器である。48は 成形後に脚部に向かって穿孔がなされたものと思わ

れる。49は成形時にすでに穿孔を意識して製作したか、あるいは棒状工具 を刺 し込んでおいて

成形が終了した段階で引き抜いたものと思われる。脚部に透孔が認められる。

以上各器種 ごとに土器を概観 したが、これらは主に中世の遺構か ら出上したものである。 ま

た、基本層Ⅲ層より出上したものも、Ⅲ層そのものが古墳時代の包含層に限定できない状況に

ある。一括遺物 もなく、各時期ごとの組成を明らかにすることは困難である。およそ、塩釜式

期の後半段階から南小泉式期にかけて推移 した土器群であろう。

石製品

この時代の石製品には、石製模造品 3点 (第 16図 8・ 9・ 10)、 勾玉 1点 (第 16図 11)がある。
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II区 出土古墳時代の上師器(3)第 15図  I



第 3表  I・ H区出土土師器 (古墳時代)観察表

図  版 」4 れ 層 位
物
号

赳
番

実測
番号

第13図 1 ビタト 製 口線～4・ 部 塩 釜 式
縦
部

口
胴 刷 毛 日 】司 吉ト 刷 毛 日

削 毛 目

口恕～4F部

ШH
“

怒部 塩金式 ? 4jIい ナア 粗いナテ

7サ井芦
胴  部  ナ デ 川】 喜L

】日 IIZ`ケ ズリ 口伝部  ヨヨナテ

3,井戸祥 型■下層 日絨～劇1部

塩釜式 ? 磨 IIIの 為不明 磨波のため不明

おゼ号 tl IIE金 式
アナ

ロ
コ
毛

ヨ
刷

部
部

縁コ
醐

口憲Ejlヨ コすテlHttIヽ 1モ

2号 井戸 刷毛 目→ ヨコナデ

BHI 部 コt 底部 ミカキ 脚部  ナ デ  ミ才 キ

凹部 ナテ 4H部 刷毛 目

1 区 表 44 脚部 ナテ 脚部 磨 tIの ため不明

い サ Il. 監  剖
`

胎上に白い針状のもの含む

11号 ‖ ココナ デ 弔1七 日

第14図 16 7号 井戸 賊下煙
(12席 )

口 怒 ～ 胴 部 商小真A ミオキ
口怒 割

` 
ヨヨナ デ

I・  部  ミガ キ ナ デ
h■に白い針状のもの含む

,H部～lA部 磨蔵の為不明

Ш hi 胎土に白い針状のもの含む

ШV 塩 霊 式 磨減のため不 IIH 磨減のため不明
胎土に白い針状のもの含む

8ビ ット 4・  部 ミオキ(猶 波 )

1号 泄 商Jヽ泉式 刷毛 日→ ミオキ

'+4り
塩 金 式 耶1毛 日→ ミオキ 郁1毛 口→ ミ才キ

〕l号 溝

4サ
=1:ナ

Ⅲ
lし側ヒ ト ミ才キ ナテ 狭合田器

H号 お ナテ、幅I毛 回 クズリ 刷 毛日、ナテ

ナテ ミオキ ‖〕七 日 ミ才キ 刷 [目

1号 ‖ 1財 1ヽ毛 日→サテ 耶1七 日

16号 r14
型 ■ ド層
(4-71W) ミオキ オキ

ミオキ :才キ 右段 口怒 オ塗り

0号井戸 lI 割

`

胎■1こ 白い,1状のもの含む

l;騰 苗打嗅☆ ?

7弓

'F戸

胎■に白い舗状の もの合む

第い図34 高 J小 In金 式
I・l部 ヘラナテ ヨヨナテ

ィ
脚 才キ、ヨヨナテ 胎上に白い釘状のもの含む

胎■に白い割J人のもの含む

7ケ井戸 碧!JI

0す 淋
jI 部

磨IHのため不明

l号 お 脚  部 監 金 式 ケ ズ リ→ 鵜It 透孔 3ヨ あ り

16号オ声 塩釜式 ケズ〕― ミカキ 内画 シポ リロあ り

12号井戸

H弓 鴻 塩 釜 式

5号井戸 簡小泉式 ケズリ→ ミオキ 内画 シボ W tlあ り

H tt tl 質 内面 シボ リ日あ り

5号 ■ナh 胎上に白い針状の もの含む

B tt VI lFiJi厚

H号 嵩 底

20;‖ 磨滅のため不WJ 内Di シボ ウロあ り

I..金 式 胎土に1¬ い01状のもの含む

1;嵩 ヨヨナテ ミオキ 透]し 3コ あり
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IIl 類 地  区 選 構 層 位 長 厚 重 量

1 尖 頭 器 表  採 32 3 21 2 チ ャ ー  ト

石      |ネ ? B-5 11号 濤 層 ホ ル ン フ ェ アレス

3 石 包 丁 F-2 27号井 声 層 (109) 粘1 粒  砂  岩

F-8 21号 濤 2 層 (88) 砂 岩

5 B-6 4号井 戸 層 (104) ト

F-2 31号 溝 泰lと  *i T少  岩
7 A-3 13号 濤 よE (76) 砂

8 石 製 棋 造 品 12号井 戸 1 層 (24 8) 7) ム レ ー  ト

9 E-3 n号 溝 2・ 3層 (20 2) (16 8) (26) (12)
10 8号 溝 火山灰層下の茶禍色土 (30) 細 粒 砂 岩

勾 エ E-2 26号井 戸 確  認  面 199 SO 65 1) 明

( )内 は若干破損 しているもの

第 16図 古墳時代以前の石器(I)
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第 17図 古墳時代以前の石器(a

種   類 地  区 遺 構 層位 長 幅 厚 重量 石 質

大型蛤刃石斧 A-1 16号 濤 2層 172 1 安山岩



4.平安時代の遺構 と遺物

ここでは平安時代の遺構を扱うが、

I期 (後述)に属する遺構のうち、 3

号住居跡、25号井戸跡は、便宜上ここ

で扱うことにする。また、遺物のうち

平安時代末期の渥美・常滑などの陶器

は、中世の「日本製陶器」において扱い、

ここでは、古代の灰釉・緑釉陶器を扱

うことにした。

平安時代の遺構には、竪穴住居跡・

濤・井戸跡・土媛がある。また、平安

時代に属すると考えられるピットが存

在するが、そのうちのいくつかは柱穴

と考えられる。しかし、建物跡として

組むかどうかは、全 く不明である。

住居跡

1号住居跡 (第19図 ) 第 18図 平安時代土器頻度分布図

H区の南端 F-2区 に位置し、Ⅳ層上面で確認された住居跡である。この住居跡は、北西ヨ

ーナー付近約%が確認できた。北西コーナーは50号土端に切 られ、51号土壊が西側で接 してい

る。北壁約21m、 西壁165mま で計測できるが、全体の規模は不明である。壁高は最大 9 cmで

ある。埋土は 2層 で構成される。北西コーナーには楕円形の貯蔵穴(86× 70cm、 深さ30.5cm)が、

また、南側には不定形の上壌がある。貯蔵穴の南東に柱穴 1個 (直径約28cm、 深さ28 5cm)が検

出された。カマ ドは検出できない。

出土遺物 (第 19図 1～ 7、 第20図 1-4)

出土土器総数は、竪穴住居跡中最も多く、復元土器 と破片合わせて96´改出土している。その

内訳は土師器 1/Fh63点 (内黒45点 、赤焼18点 )、 土師器甕31点 、灰白色 (半環元)の須恵器郭22点

が出土 している。

土師器

lTh(内 黒)図 示できるものは第20図 1～ 5の 5個体である。これらはいずれも貯蔵穴より

出上 したものである。この郭類は、回転糸切 り無調整 と考えられる。内面の ミガキは不規則な

ものが多く、すべて黒色処理 を施す。体部のロクロ痕は、明瞭ではなく、総 じて器厚は薄い。

鵜 卜 50

11111111111151～
75

111111111111176～ 100

鯵%%101～ 125

勿 物 126～ 150

物 物 151～ 175

縫鉾機 176以上

0     5m

―

」
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ヒ ==_=_____― 彗

m

B
――→3 00rn

1 10YR%Hy褐 色 シル ト
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第 19図  1号住居跡実測図・ 出土遺物(1)



0                         1ocm

第20図  1号住居跡・出土遺物12)

甕 図示できるものは、貯蔵穴より出土 した第19図 1～ 4の 4個体である。 1～ 3は いずれ

も、ロクロ調整後ヘラケズリを施す。このヘラケズリは、休部中央から口縁部付近に及ぶもの

がある。器厚は薄 く、口径 と高さがほぼ同じ値を示し、休部は球形に近い。法量に極めて規格

性がある。 4は いわゆる赤焼の範ちゅうに属するもので、ロクロ調整だけの小型の甕である。

凹 Flk 財  位
物

号

巡

番
和「  狂t 分 撤

訓 V :,(tiよ J

器■ymi 外

ll 14入  3層
「

帥器 1/N カキ・■1也処FR ll lttI、  ロクロナテ、l■t那ⅢⅢII糸 切り 命 ん で い る

ロ クロナ テ 、氏 耐Iい1ほ ネ tJり

夕ょ(旭1器 j不 I“よ 川J耐 1、 CJク ロナ ア 、 llt μ I11ほ 糸 切 り !|1以 |、 氏部スノヨ状オI:llt



須恵器

郭 須恵器郭は、第20図 6・ 7の 2点のみである。貯蔵穴より出土 している。いずれも灰白

色の色調を示 し、 6は 外面に、 7は 内外面に黒斑が認められる。 7は 内面の崇J落が著しい。ま

た、 6の底部外面には、糸切 り後についた 3条の平行沈線が認められる。スノコのような台に

置いたものであろうか。

これらの上器群は、平安時代の表杉ノ入式期のもので、特に萎類は、白鳥良一氏の編年 (白

鳥良一 :1980)の F群土器の簑 と形態が類似する。 F群土器の甕はロクロ調整のみで、本例 と

異なるが、体部が球形を呈するッミは共通する。したがって、本住居跡の年代は平安時代後半 と

考えられ、先のF群土器が11世紀以後の年代が与えられていることから、これと同様の年代が

考えられる。

2号住居跡 (第 21図 )

H区南側 F-3区 に位置し、Ⅳ層上面で確認された。住居跡は南西コーナー付近約Zが確認

されたにす ぎず、全体の規模やカマ ドは不明である。11号滞 。21号・22号掘立柱建物跡に切 ら

れ、火山灰 を伴 う33号濤を切っている。規模は西壁約1.7m、 南壁約1,3mを確認したにす ぎな

い。壁高は最大で12cmを 測る。埋土は、西側が 4層 で構成されるが、Gラ インセクションでは

2層で構成される。図のようにGラ インセクションでは、11号濤に流入する土とほとんど区別

がつかな くなる。南西コーナーには、楕円形の貯蔵穴 (81X80cm、 深さ16cm)が検出された。

貯蔵穴の東側に柱穴が 1個検出された。

出土遺物 (第21図 1～ 3)

出土土器は破片が多く、総数62点出上 した。その内訳は土師器郭48点 (内黒 19′く、赤焼25点、

黒色土器 4点 )、 土師器甕14点 である。また、他に陶器鉢 1点 と土錘が 1点ある。

陶器

鉢 第21図 1は鉢の回縁部破片である。外面はロクロ痕が明瞭であるが、内面は平滑なナデ

である。この鉢は床面よりわずかに浮いた状態で出上 した。楢崎彰一氏より、12世紀の渥美の

製品であるとの御教示をいただいた。

土師器

皿 (赤焼) 第21図 2は 口唇部が外反する皿である。胎土は緻密で、砂粒 をほとんど含まな

い。中世の上師質土器の中に胎土・色調の類似するものがある。土師器皿 と土師質土器皿の関

連を知 る重要な資料 となろう。

土製品

土錘 第21図 3は長さ3.7cm、 重さ6.9gの土錘である。



土器群は表杉ノ入式期に属するものであるが、渥美の鉢の出土からおよそ平安時代末期12世

紀の住居跡と考えられる。

ト ―引 35()nl

I   l llYR%嗚轟色ラルト
2]:OY R%黒 褐色ンルl

0 10YR%揺 とカウト
l ЮYR%噌絡とンル|
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∞ ⑨ 30 駒
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第21図  2号住居跡実測図 。出上遺物



3号住居跡 (第 22図 )

H区中央のF-5区に位置し、IV層 上面で確認された住居跡である。北西コーナーを含む全

体の約%が確認できたものと考えられる。本住居跡は21号 。25号 。26号濤、24号井戸、41号・

42号土墳に切 られ、33号濤を切る。規模は北壁4.64m、 西壁約 2.2mが確認できたにすぎない

が、およそ 1辺 5m前後になるものと予想される。壁高は最大約 8 cmを 測る。埋土は単層 (10

YR%、 暗褐色シル ト)である。東寄 りの床面には、短軸約 2mのほぼ隅丸方形になると考え

られる土嬢がある。底面は凹凸が著しい。さらに、その中に小型の上媛がある。カマ ドや貯蔵

穴は検出できず、また、15個 のピットを検出したが、どれが柱穴になるのか判断できない。

出上遺物 (第 23図 1～ 4)

出土土器は総数88´ミである。その内訳は土師器郭55点 (内黒26点、赤焼28点 、その他 1点 )、

同 (赤焼)皿 1´く、同甕28点 、同台付鉢 1´ミ、自灰色 (半環元)の須恵器琢 2′i、 同甕 1点で

ある。その他に灰釉陶器 (器種不明)1点、平瓦 (凸面紐目)1点、土錘 1点、鉄滓 3点 、砥

石 1点 、珪化木である。

土師器

郭 1は土師器郭と考えられる。底部切 り離しは回転糸切 り無調整である。内面はミガキ調

整は施すが、黒色処理は行なっていない。器厚は極めて薄い。 2は 床面 より出上 した土師器

(赤焼)郭である。ロクロ痕はほとんどみられず、体部は内弯ぎみに立ち上がり、坑に近い形態
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である。

高台付鉢  3は 高台付鉢 と考えられる。底部には横位のナデが施される。

土製品

土錘 4は長さ3.8cm、 重さ13,7gの上錘である。

石製品

祗石 埋土より1点 出土 している (第 7表 )

その他に顔料の付着 した珪化木 1点が出上している。

出土遺物のうち、明確に年代を押えられるものがないが、住居跡の年代は土師器 (赤焼)皿

等の存在から、平安時代後半 と考えてよいであろう。また、鉄滓 3′ミのうち 1点は坑形鉄津 と

考えられるものがあり、小鍛冶工房跡の可能性 もある。

く∩
酬
Ｕ
　
⑬

＼__堅聖夢
ク   ｀

1
＼＼

(正二土=正
三
=多

夢を
残)長 さ 3 8em

幅 2 2cm

孔径 5 nm

重さ137g

∝m

図版 層位
遺物
番号

種   類 分 類
調 紫

備 考
測
号

実
番内 面 外 面

1 埋 土 17 土 師 器  郭 2 ガキ(放射状 ) 胴部 ロクロナデ  底部 回転糸切 り 3号住居下の上娯 201

2 床 直 赤焼土器 不(塊 ) 3 ロクロナデ llll部 ロクロナデ  底部 磨減の為不明

3 埋 土 赤焼土器 台付鉢 不  明 ナ デ H-2

第23図  3号住居跡出土遺物

(2)2号 竪穴遺構 (第24図 )

H区の南端 E-2区 に位置し、Ⅳ層上面で確認された。規模は西壁約 2.4mが検出されたに

すぎず、不明な点が分い。壁高は約10Cmで ある。床面は平坦で、埋± 2層 (1暗褐色シル ト、

2黒褐色シル ト)で構成される。この遺構は、灰白火山灰 を伴 う32号・29号濤に切 られる。

出土遺物 (第24図 1・ 2)

土師器

郭 (内 黒) 11よ ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。底部は回転糸切 り無調整

である。

土製品

土錘 2は約%を欠損する土錘である。



2号竪穴遺構

一一→8701n

0                          1ocn

2号竪穴遺構
9 75YR%晴 栂色シルト
10 iOYR%黒 褐色ンルト

::鳥轟笏晰褐色シルトI
2 76YR%灰 白色火山灰
3 10VR% 暗褐色ンルト
4 10YR% 黒褐色ンルト
5 75YR%灰褐色シルト
6 75VR%黒 色シルト
7 10YR%鵜 色ンルト
8】OYR%褐 色ンルト

0                      2m

2号竪穴遺構

32号 濤

図 版 避  構 層  位
物

；

置

番
分類

調 整
備

削

号

実

番内    面 舛 面

2;竪 大JJl構 埋■上部 itF器 ネ ミオキ .黒 色処理 口縁 IIl部 ロタロナア 底部 回転糸切 り

図 肢 グリント 遺  格 層位 大 きさ(長 さ×最大幅 )em 了し径 (Cm) 重 さ(g) 登録番号

2号竪大llI構 埋 土 (残 )19× 18

第24図  2号竪穴遺構実測図・出土遺物 32号溝跡実測図



(3)溝  跡

濤跡については、その各々の特徴は第21表 を参照されたい。また、紙数の都合上、各々の図

面は示 していない。

ここでは、これらの濤跡群に関する問題点について若千お、れてみたい。

平安時代の濤跡は、およそ各調査区の北半に集中する傾向があり、東西方向に伸びるものが

多い。昭和54年度調査区の濤も東西方向に伸びるものが多い。さて、これらの濤跡は、比較的

深 く断面形が鍋底状を呈するもの (Aタ イプ)と 、極めて浅 く断面形が皿状を呈するもの (B

タイプ)がある。また、Aタ イプには火山灰 を伴 うものが大部分である。

すなわち

Aタ イプ・………8号・24号 。30号・32号 。33号濤

Bタ イプ…・―・・4号・ 5号・ 6号 。7号・17号 。20号 。22号・23号滞

に分類される。

Aタ イプのうち、33号濤には火山灰が確認できない。また、 I区の 8号濤はH区の24号濤に

連なる可能性が高い。 6号濤は前回調査の14号濤に、 8号は同じく15号濤に続 くものである。

これらの濤は、前回調査を行なった20号濤が介在することによって、 6号濤が 8号濤よりも古

いことがわかる。Aタ イプは土器類が比較的多く出土するが、Bタ イプは出土量が少なくいず

れも細片であるという異なった特徴 をもつ。こうした現象は、おそらく性格が異なるためと予

想されるが、明らかにできない。

出土遺物

8号濤 (第 25図 1～ 5)

土師器

甕  1は土師器甕である。ロクロ調整後、口縁部外面に横ナデを施す。内面は ミガキ後、黒

色処理 を施す。口唇部が尖頭状を呈する。 2は土師器甕の底部付近の破片である。外面はヘラ

ケズリで、一部にナデが認められる。内面はナデが施される。底部は凸凹が著 しい。 3・ 4は

いずれもロクロ調整を施す甕の破片である。赤褐色を基調 とするもので、いわゆる赤焼土器の

範ちゅうに属するものである。

金属製品

刀子  5は鉄製の刀子である。全長は約 7～ 8 omに なるものと考えられるが、鋒 と茎の先端

を欠 く。



| |

:―
 

‐

¶75 Ocm

図 版 層    位
物

号

遺

番 種   XFl 分  無
調 整

備   考
測
号

実
番

内 面 面

3層 (火 山灰層下 ) ■m器  興 ミ才 キ (横 )黒 色処理 口撤部 ヨヨナデ  B同 部 ロクロナデ

埋 土 上 菩L ナ デ ll・l 部 ヘ ラケズリ 底部 不明

3層 (火 山灰 層下 ) "(赤 続 )
ロクロチデ B・  割

`ロ
タロナ デ  底 苦h回転 糸切

″ (赤寵)

図 版 赳 THI 層位 Frl類 本オ?f
量

倫 考 登 録 番号

長 さ (でm) (ヽす) ,享 さ (cm) 重 さ(ど)  (匁 )

8号 r4 フ,子 鉄 29 1 0タ タ 刀身3 75cm、 区 1 65cn

第25図  8号溝跡出土遺物

24号濤 (第 26図 1)

土師器

郭 (内 黒) 11よ ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す罫である。内面の ミガキは、

横位 ミガキ後、口縁部付近まで達する暗文風の放射状 ミガキが施され、さらに下位に 2段の放

射状の ミガキを施す。器厚は極めて薄い。

OOm

耐
―――‐
Ｕ

⑨

国 版 グリット 遺  構 層 位
遺物

番号
純   取 分無

調
備

実 Itl

番号面

24号溶 般下罵 ■41器  jIN
部.iτ 占̀

;単 '山
ィ加.r クロナ, 胎土に白い針状のもの含む

図 脱 選 構 層 位 大きさ(長 さX最大幅 )(em) It径 (Cm) 重 さ(g) 登録番号

33号溝 (完 )

第26図  24号 。33号溝跡出上遺物



30号濤 (第 27図 1～ 6)

土師器

郭 (内 黒) 1～ 4は ロクロ調整後、内面に ミガキ、黒色処理 を施す郭である。いずれも回

転糸切 り無調整 と考えられる。 2の底部外面には 4条の平行沈線が認め られる。 4は ロクロ調

整後、体部外面にナデが認められるが、調整を意図したものか判断できない。

台付郭 (内黒) 5は 台付不で琢部内面は ミガキ・黒色処理 を施す。

須恵器

郭 6は灰 白色を基調 とする須恵器郭Iである。底部外面には 2と 同様の沈線が 2条認められ

 ヽ                            
フ

＼К車生=夕
/′

0                        10cm

第27図  30号溝跡出土遺物

32号濤 (第23図 1～ 8)

土師器

郭 (内黒) 1～ 3は ロクロ調整後、内面は ミガキ・黒色処理 を施す。 1は底部外面に 9条

以上の平行沈線がみられる。 2は 底部外面に記号の一部が認められる。

高台郭 5は 高台郭の底部破片である。

囲 販 層  位
物
号

遺
番 種    灯 分 類 協 考

測
号

実
番面

4   層 上 師 器 郭

'キ
(横 )黒 色処理

翌靴ミ孝
=1擁

普:.)..塑 ι潤!
タロナデ       底部 回転糸切 り

4   層 ミオキ、黎色処理

刷1吉トロタロナデ→ナデ

とEI器 高台
'不

Rl・ 部 ロクロナデ 胎■に白い針状の もの含む。

員 意 器 イ



琢 (赤焼) 4・ 6は いわゆる赤焼土器の郭である。 6の底部外面には 1条の沈線が認め ら

れる。

金属製品

鉄製品 7は棒状の鉄製品で後述する中世の火箸 としたものと類似する。

土製品

土錘  8は 管状の土錘である。重さ6.6gである。

33号濤

土製品

土錘 第26図 2は埋土中より出上 した土錘である。長さ4.9cm、 重さ11.Ogである。

＼
  そ

＼翠 =∀

〔
閉
Ｖ

◎

０
　
　
　
〇
　
　
　
〇

鵜
(残 )長 さ 4 3cm

覇巳  1 7cm

子しぞζ  5mm
重さ 66g

8
0                        ュpcn

図 版 層   位
物

号

遺

番
種    類 分類

整
備

測

号

実

番

理上下部 (4～ 6層 ) 土 師 器  jIN ミ才キ 黒色処理 B同部 ロクロナデ 底部 回転索切り

底部スノヨ状庄痕 ?

ロクロナア ?(又 はミガキ)
胎■に白い針 よの もの含む

土師器 高台不 盤難  :多 葺(放 射状 )熱 色処理

赤焼上器  イ ロクロナデ 内面に使用時の付着物あ り

図 版 遺 構 層 位 種 類 材 質
法

備 考 登録番号

長さ(cm)  (■ ) 幅 (em) 厚 さ(Cm) 重さ(x) (匁 )

32;灘 鉄 (残 )5 19 1 約O SO

第28図  32号溝跡出土遺物



(4)土 嫉 (第 29図 )

ここでは、平安時代の上城のう
°
ち、I期 (後述)以前のものを扱う。ただし、平安時代でもI期以前

のものかあるいは以後か判断できないものもここで扱うことにする。さて、こうした条件に合

う土渡は合計18基存在する。また、形態分類は後述する中世以後の分類に従っている。

I期以前の上鍍―・……4号・15号・16号・ユ7号 。18号・19号 。20号・21号

43号・44号 。49号・51号 。52号

I期以前か以後か不明の上城……… 6号 。25号・30号 。31号・40号 ・50号

このうち、15号土城は平安以前に遡る可能性もある。19号 。20号土渡は焼土を伴い、49号土媛

は火山灰の堆積がみられる。また、21号土媛は土器の出土量が豊富で、住居跡の貯蔵穴の可能

性も考えられる。また、18号土媛は自然堆積と考えるには、やや不自然な状況を示す。

次に形態別にみると以下のようになる。                `
AIタ イプ 25号 。51号 CIIタ イプ 18号 。31号

A IIタ ィプ 6号・52号          c lIIタ イプ 30号

BlIタ イプ 16号 。19号 。20号      形 態 不 明  4号 ・15号 。43号・41号

40号 。(49号 ?)

BIHタ イプ 17号 。21号

|

|

21号■墳
1 10Y R%暗 鶴とンルト

&偶 シヽ質き甥レイルト
12,V4/責 灰色 ンルト

墜 __,__留 m

A
―
B3 10m

49号土噴

仁      聟3∞ m

輔彰艶幹
5 10YR%黒褐とンルト

^               C tOV R%絶  ンルト

任
(:::::〕

fl

ヤ
50号 土城

】擢¥民影鶏轡色シた,

平安時代の上競

小  眈  潤1  移就 的称謂辞
礁 輛 ポ

蜘 m u゛

塩 縮 す 卜
隷 賜 緻

減デ瑚鞠;叫 伴   ~聟 Ⅲ…熱彰離
`||

23号 土環

D



上記のものをみると、円形や楕円形が主流を占める。方形のものは、後出の傾向がありそうで

ある。

出土遺物

土蠣から良好な形で出上する遺物は極めて少なく、しか も図化できないものがほとんどであ

る。18号 。21号土媛は出土遺物が多く、逆に特異な感 じがする。

4号土壌 (第82図 17)

石製品

祗石・磨石 各 1点 出上 している。

16号土颯 (第30図 1)

土師器

琢 (内 黒 )

である。

1は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。底部は回転糸切 り無調整

0                     5cn,

目版 グリント 遺  構 層   位

物

号

遺

番
種  類 分無

謁 整

備     考
釧

需内 外 面

1 A-1 お号土垢 埋    土 土師器漸 I 胴部 ミ〃キ 底部 ミオキ(放射状)黒色処理 胴部 ロクロナデ 庭部日坂糸切り

2 E-3 25号井戸 4層 (/7イ層) 猾4 土師器皿 編部 ョコナデ 口縁 胴部 ヨコチデ 十デ 貴環客
=鼻

tよ
る

第30図  16号掛 、25号 。28号井戸出土遺物 2のみ%

18号土城 (第 31図 1～ 6)

土師器

郭 (内 黒) 1・ 2は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。 1は 回転糸切 り無調

整である。いずれも、体部外面のロクロ痕が比較的明瞭で、体部は外傾して立ち上がるもので

ある。

裟 (内 黒) 3は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。外面にヘラスズリが加 え

られるのかは不明である。

須恵器

長顎壷  4は灰 白色 (半環元)を 呈する長頸壷である。日縁部の内外面にはシボリ痕が認め

られる。また、頸部には凸帯が巡 ぐる。

泳‐――‐
〕
◎

図版 グリント 遺   穂 層位 大 きさ(長 さ×最大幅cm) 孔径(cm) 重さ(g) 登録番号

3 F-2 28号 井戸 底 (残 )38× 22 0 5Cm



甕 5は 甕の底部付近の破片である。外面にはヘラケズリ、内面はナデが施されている。

金属製品

鉄製品 6は長さ10.3cmの 棒状鉄製品である。性格不明であるが、中世の火箸としたものに

類似する。

飩m

21号土城 (第 32図 1～ 5)

土師器

郭  11よ ロクロ調整後、内面に ミガキを施すが黒色処理は行なっていない。器厚は口縁部付

近が l mmと 極めて薄い。底部は回転糸切 り無調整であるが、糸切 りを三度行なっている。

不 (内黒) 2・ 3は ロクロ調整後、内面にミガキ・黒色処理を施す郭である。両者ともミ

ガキの条の幅は狭まい。 3は 底部の器厚が厚 く、安定感がある。また、底部付近の一部にケズ

リが認められるが、調整を意識したものか不明で、回転糸切 り無調整と考えられる。 2も 回転

脚
ｎ
悧

―――

――Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

ＩＩＩ

Ｗ

ｎ

Ｈ

＝

Ⅲ

出

Ⅲ

Ｖ

【

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一 O

6

〕

図版 層 位
物

号

遺

番
種   種 分 類

調

備 考
測

号

実

番面 外

埋  ■ 土 師 器 罫 展訴 T雰■帝得風IS'tt襦 血苗 口縁 胴部 ロクロナデ 底著[回 転糸切 り 胎土に白い針状のもの含む。
ミ才キ 黒色処理

土 師 器 妻

須恵器長頸壺
R命 41孟十イゴrなメ4,iⅢ年ム

須 意 器 嚢
籍降 り状の自然釉 .

図版 グリット 選  構 層 位 種   類
法

的 登録番号長 さ(cm) (寸 ) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) (匁 )

ユ6号土藍 Jヒ壁 牌状鉄製品 (残 )1031 34

第31図  18号_LM出上遺物



糸切 り無調整である。

甕 4は ロクロ調整後、外面は体部下半ヘ ラケズリ、内面はロクロによる ミガキ後、黒色処

理を施す。内面 ミガキは底部付近では不規則となる。口径 と高さがほぼ等 しい。口縁著削よ短い。

5は ロクロ調整後、体部外面にヘ ラケズリを施す長胴甕である。口縁径は短 く、日唇部断面は

丸味が強い。

Ⅷ
3

0                          10Cm
卜

三

図 版 層  位

物

号

遺

番
種   類 分 類

調 整

面 外 面内

備 を 笑測番号

1 埋上下部 土師器郭 ガ★ 胴部  ロクロナデ 底部 回転糸切 り 胎上に白い針状の もの含む

lC がキ(横 )黒 色処理 口 縁 胴部 ロクロナデ

3

埋土上部 土師器裂 2b 口縁苦トロクロナデ 胴部 ケズリ

5 埋上下部 923 ロクロナデ 口縁 1同 部 ロクロナデ B同 部 下端 ケスリ

第32図  21号土嫉 出土遺物



49号土媛 (第 33図 )

土師器

郭 (内黒) 1。 2は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理が施される。いずれも回転糸

切 り無調整である。 1の底部外面には沈線が 2条以上認められる。

0                        1ocm

図版 層  位
遺物

番号
種   類 分類

調 整

備
測

号

実

番内 面 外 面

埋  土 土師器郭 ミガキ 黒色処理 日緑 胴部 ロクロナデ 底部 回転糸切 り 椒痕あ り 173

926
胎上に白い針状の もの含む

第33図  49号土壌出上遺物

(5)井 戸跡

平安時代に属する井戸跡は、 2基 (25号・28号 )確認されている。井戸跡の特徴は第23表 を

参照されたい。井戸の形態 (中世の井戸参照)は 、25号が Bタ イプ、28号がAタ イプである。

墜 ~~摯     2鎌 戸
第34図  平安時代の井戸跡

出土遺物

25号井戸跡 (第30図 2)

土師器

皿  2は 内外面ナデの手捏ね小皿である。本例 と類似するものに、岩手県平泉町毛越遺跡

(高橋信雄 :1982)よ り出上の皿があ り、本例は12世紀代のもの と考えられる。

28号井戸跡 (第30図 3)

土製品



土錘  3は長さ3 8cm、 重さ13.7gの土錘である。

他に土師器 1/fh・ 甕・lTX(赤焼)の細片が出土 している。

以上、これらの井戸跡出上の遺物は極めて少ない。しかし、25号井戸跡出上の皿は貴重な発

見であった。この25号井戸跡が、ほぼ12世紀のものと考えられることから、前述した 2号住居

跡に関連する可能性 もある。また、28号井戸跡の年代は、平安時代 と考えられるが、詳細な時

期は不明である。 1号住居跡 と関連するものであろうか。

(6)そ の他の出土遺物

ここでは、基本層位III層 、H層 、表採、中世以後の遺構などより出土 した遺物を扱う。

IⅡ層 (第 35図 1～ 3、 9)

土師器

llx l～ 3は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。 1・ 3は 回転糸切 り無調整で

ある。 2は底部切 り離しは不明である。また、体部外面には維位のナデ、ケズリが散発的にみ

られる。内面の ミガキは放射状のものが最終調整 となる。

簑  9は赤褐色を呈する簑の回縁部である。口縁部は長 く、器厚が厚い。

H層 (第 35図 4・ 7・ 8)

土師器

琢 (赤焼) 4・ 7は ロクロ調整のみのいわゆる赤焼土器郭である。 7の底部外面には 1条

の沈線がみられる。

高台郭 (内 黒) 8は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。底部は回転糸切 り後

に台を貼 り付けている。

表採・出土地点不明 (第35図 5、 6)

土師器

皿 (赤焼) 5は いわゆる赤焼土器皿である。底部は回転糸切 り無調整である。

堺 6は ロクロ調整後、内面に ミガキを施す。黒色処理は行なっていない。底部は回転糸切

り無調整である。本例は整理中に帰属不明となったものである。

中世以後の遺構出土土器 (第 36図 1～ 16)

土師器

1/Fx(内 黒) 1、 3、 5、 7は 、ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。いずれも

回転糸切 り無調整である。 3の底部外面には沈線が 1条認められる。

琢 (赤焼) 2・ 6は ロクロ調整のみの、いわゆる赤焼土器郭である。いずれも回転糸切 り

無調整である。 6の底部には「×」の記号がある。

郭 4・ 8は ロクロ調整後、内面に ミガキを施す。黒色処理は行っていない。 4の底部外面
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には平行する沈線が 2条 ある。

高台郭 (内 黒) 9は ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理 を施す。

簑 10は 口縁部横ナデ、体部外面刷毛 目の小型の甕である。内面は休部ナデ後に指頭痕が三

ヶ所につ く、土器の特徴か ら平安時代のものと考えられる。11は 内外面に ミガキを施 し、内面

を黒色処理 した小型の甕である。

甕 (赤焼)12～ 14は いわゆる赤焼土器甕である。いずれも小型で、14は 底部が回転糸切 り

である。また、13の 口縁部は内弯ざみに立ち上がる特徴 をもつ。

台付鉢  16は 台付の鉢 と考えられる。底部から台部にかけて、不規則なナデが認められる。

器種不明 15は 土師器郭あるいは皿の高台部 と考えられるが、詳細は不明である。

第 4表 中世以後の遺構出土土器

赳    ‖
物

サ ltu    ち

ミオキ ■とlttJI! 〕H部  ロタロ十テ  (出 l llほネリウ 内mHこ 成化II日 汁

11サ ,‖ 品補ロクロオテ

l   M ミカキ ‖lf処 夕,

ゼ   肘
hJJこ rt■日人のもの存も

14七 耐 キ ■ttlt・剰! hrに ,い ,1人のもの作も

lSオ lli立 ‖
ヒ  ト2

lt なキ 1lι lktIH!

11サ |“内ヒ |

11号 出 LI市 桜十1.ギ
jヽl キ ユ1と処4!

5予 井戸 上側i肝 よ

12号引!戸 カキャ冊, ユIし処料!

lS】 lli立 樹

Hサ イ乱 2 3,w

31サ tt テ   氏mi L」転米ll,

ZS】 lJ・ ■,“ サ十高Fコ 明部 ヨヨナ;

21】 出 l   好 れthti朴 |,lJ郎

陶器 (第 37図 1～ 3)

1、 3は灰粕Iの 水瓶 (12世紀 )

ィ t＼
1  

＼

と碗 (10世紀後半)である。 2は緑釉碗である。

o                    3    10cni
|

図 版 グリット 選  樹 屑  位 越物番号 器  形 菩L位 産 地 時  期 を

E-2 31号 滞 理 土下 部 598 水  Ill 頸部 常 PH 12c t/J 灰Il(灰 白7 5Y R8/)塊 引天

F-2 3  層 碗 底刊
`

縁れI

3 B-5 4号 ヒ′ト 埋   」 碗 美 渡 10c後 半 灰利 内血f磨托 している。組位の沈線。

第37図 平安時代の陶器



時期不明のピット (第 38図 1、 2)

土師器

lTx lは ロクロ調整後、内面に ミガキを施すが黒色処理は行っていない。 2は ロクロ調整後

の内面調整は磨滅 しているために不明である。これは 1と 同様のものか赤焼土器になるのか判

断できない。

＼＼、、、…____――一―一」せ!!!:と !と:ここ;ケ
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― ―

テ

0                         10Cn

第38図  時期不明のビット出土遺物

須恵器 (第39,40図 )

須恵器は合計358点 出上し、その内訳は I区 255点 、H区 104点である。これらは少なくとも

古墳時代 と平安時代のものが混在していると考えられる。しかし、細片が多く明確な時代区分

ができないものも存在する。観察の結果では、 9割以上が平安時代のものといえよう。

須恵器は、古代の上器総数の約 4%であり、また、仮にすべてが平安時代のものとすると、

平安時代の上器・陶器数の約13%である。いずれにしろ出現率は低い。

器種別にみると、甕の破片が圧倒的に多く約82%を 占める。次いで琢約 8%であり、他は長

頸壷や器種不明のものである。琢の減少は、土師器 (赤焼)郭の増加 と補完的な関係にあるた

めであろう。なお、郭はいずれも回転糸切 り無調整である。

平安時代の須恵器には、環元したものと灰白色の半環元状態の大きく2種類がある。前者は

甕 と長頸壺があり、後者には郭と長頸壷がある。このような現象はどのような意味をもつ もの

であろうか、器種別に異なる窯から供給されるのであろうか。

最後に、遺構に伴 うものは、すでに述べたので、ここでは、他の時代の遺構あるいは包含層

出上のものについて概観しておきたい。

郭  (第 39図 )

第39図 1～ 4は 、いずれも灰白色を基調 とする半環元状態の不である。体部外面にロクロロ

残こすものはほとんどない。 1・ 2の ように外傾 しながら立ち上がるものが多いが、 3の ごと

く、ゃゃ 内弯ぎみに立ち上がるものもわずかにある。 4は 器形の特徴は不明であるが、底部内

面に螺旋状の工具痕がみられる。また、 2・ 3の底部には、回転糸切 り後についた教条のほぼ

,It物 孫リ イ 宍 測 器 リ



平行する沈線がみられる。この圧痕は、底部切 り離し後にスノヨ状のものに置いたためについ

たものであろうのこのような例は、図示しなかったものや土師器にも認められる。なお、 2の

体部外面の圧痕は、糸切 り用の糸が流れたものであろう。

これらは、平安時代に属する遺構のうち、比較的古い濤に灰白色火山灰 (10世紀前半)を 伴

うことや無調製の上師器郭の存在から、これらのlTh類 もおよそ10世紀以後のものであろう。

甕  (第 39図 6～ 9、 第40図 1～ 9)

甕は第39図 6～ 9、 第40図 1～ 9がある。第39図 6は小型の甕で口縁部が肥厚する。同図 8

の頸部付近には、叩き用工具の先端部圧痕が残る。同図 9や第40図 5・ 6・ 8は 、体部の叩き

目の条がかなり大きい。逆に、第40図 7は 目が細かく、密に叩かれており、内面には青海波文

(同心円文)がみられる。これは他に比べ古い特徴である。この 7の ように青海波文をもつも

のは少なく、大半は内面がナデである。第40図 1。 2・ 4は 、口縁部外面に波状文を施すもの

であるが、前述の青海波文と同様に数量は少ない。また、本遺跡の須恵器の特徴に第40図 4・

9の ように、ヘラ状工具の木口部によるものと考えられるナデ調整をもつものがある。甕の口

唇部形態は、第39図 7・ 8や第40図 2の ようにあまり特徴のないものが多い。

甕も郭と同様の理由から、およそ10世紀以後のものであろう。

長頸壷  (第 39図 5。 10)

長頸壺はわずか 9点出土している。図示できるものは第39図 5,10と 18号土堰の 1点がある。

5,10は いずれも底部付近の破片であって、全体的な特徴は不明である。いずれも底部内面の

ロクロロが明瞭である。10の底部外面には、ロクロ台 (?)の圧痕がみられる。

長頸壷も郭・甕と同時期と考,え てよいであろう。

以上、須恵器について概観してきたが、これらは、自鳥編年 (白 鳥良一 :1980)に よるE・

F群土器と類似するものである。したがって、これらの須恵器はおよそ後半段階 (10世紀～11

世紀)の製品であろう。

5。 中 。近 世 の検 出遺 構

中 。近世の遺構には、濤跡・橋跡 。掘立柱建物跡・井戸跡・土渡・ピットがある。調査時に

は湧水や梅雨と重なり、遺物の所属が不明なものや、特に丼戸跡は断面実測中に土層の崩壊し

たものがあること等、細部にわたって十分に特徴をつかむことができなかったものもある。

遺構の年代観は、出土遺物や切 り合い関係から以下のように考えられる。

I期 平安時代末から鎌倉時代中期 (お よそ12世紀～13世紀中)

H期 鎌倉時代後半から南北朝時代初期 (お よそ13世紀後半～14世紀初 )

Ш期 南北朝時代から室町時代中期 (お よそ14世紀前半～15世紀後半 )

Ⅳ期 室町時代末期から江戸時代初期 (お よそ16世紀前半～17世紀前半 )
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第40図 遺構出上須恵器(窮



V期 江戸時代 (お よそ17世紀中期～19世紀前半 )

溝跡 (第41。 42・ 43図 )

ここでは各時期の特徴や問題点を述べ、個々の滞の特徴は第21表 に示 してあるので、ここで

はお、れない。

〔I期〕

I期に属するものは、 3号 。14号濤跡で、いずれも南北に伸びる。

なお、昭和54年度調査の12号濤もこの時期の可能′性が強い。この濤も南北に伸びる。性格は

不明であるが、方向に統一性があり、何らかの区画のための濤であろうか。 3号 。14号濤跡か

らは避美の甕破片が比較的多く出上している。

〔H期〕

H期には館の成立に伴 う堀が出現する。この堀には11号・21号・29号滞が該当する。堀に付

属する濤に 9号 。27号 。28号濤がある。このうち、11号濤と29号濤は切 り合っており、29号濤

が古い。したがって、H期 のある時期に堀を改築している。29号濤埋上の特徴は、その上部2/3

は人為的な堆積層で、多量の地山ブロック (Ⅳ層)の混入する土層である。11号 。21号滞の埋

土は、いずれも大別 3層に分類でき、濤底や最下層 (3層 )か ら、およそH期の遺物が出土す

る。また、 1・ 2層からはⅢ期の陶磁器類が出上し、特に 1層 からは、15世紀前半の瀬戸の製

―
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品が多く出土する。

〔Ⅲ期〕

Ш期には、H期に構築された濤跡 (堀 )が継続使用され、前述したごとく、15世紀前半には

ほぼ埋没が完了する。また、この時期に構築される濤に10号 。13号・15号 。16号 。31号濤跡が

ある。31号濤の滞底からは15世紀の青磁が出上し、また、16号濤が介在することによって、15

号→16号→31号の順で構築されたことがわかる。断面形は15号濤がV字形 (薬研堀 )、 16号濤は

鍋底形、31号濤は箱形 (箱堀)と 様々である。これらはШ期でも比較的新しい期期に構築され

たと考えられる。おそらく、15号・31号濤は前述の11号濤が機能しなくなった時点で、新に構

築されたものであろう。とすれば、この 2条の濤は堀としての性格をもつものとも考えられる。

16号濤の性格は不明であるが、B-2区最下層より魚骨が出土し、注目される。10号濤は全 く

性格が不明である。この濤は11号濤より新 しく1号濤より古い。前回の調査で16号滞としたも

のが該当する。13号濤は鍋底形の断面を示し、南側では隅九長方形の上城を伴う。性格は不明

であるが、北側に位置する竪穴遺構と関連する可能性もある。15号・16号 。31号濤は、出土遺

物から判断して、遅 くともⅣ期には埋没が完了している。

〔IV期 〕

Ⅳ期に属する濤は、 1号 。2号 。12号 。18号・19号 。25号・26号濤跡である。 1号滞 (第 43

図)は 、断面形はほぼV字形になるが、南側の一部では薬研堀になる。この濤は前回調査の22

号濤に該当し、さらに西側に伸びることがわかっている。何かを区画する濤であろう。詳細は

後述するが、ほぼ同じ時期に須田玄春という人物が、居住していたことが文献にあることから

この濤は館に伴うあるいはそれを区画する堀と理解してよいであろう。この濤はII期の堀に次

いで遺物の出土量が多い。主な遺物は明の染付磁器、黄瀬戸、志野、志野織部、唐津、土師質

土器皿等がある。また、特異な例として、15世紀代の備前(?)壺があり、伝世品であろうか。

1号濤に付属するのではないかと考えられる濤に 2号濤がある。この薄は極めて浅 く、埋土中

に大型の炭が含まれる。12号濤は断面がU字形に近いもので、 I区のみに存在し、II'区 には続

かない。性格は不明である。18号 。19号濤は規模が小さく、断面がほぼU字形を呈する。この

2条の濤も性格が不明である。ただ、18号濤は18号掘立柱建物跡に平行して存在することから、

関連性をもつものかもしれない。25号濤は断面がU字形を呈し、さらに東側に伸びる。滞の東

側先端部より志野織部の皿が出上している。26号濤は断面が鍋底形を呈し、25号濤同様東側に

伸びる。この 2条の濤も北側の20号掘立柱建物跡に関連するものであろう。

〔V期〕

V期の濤は今回の調査では、確認されていない。
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橋跡 (第44図 )

1号橋跡

11号濤北岸 B-5区 より、平行に並ぶ杭列 を検出した。この杭列は、杭そのものは検出でき

なかったが、穴の形状か ら杭を打ち込んだ ものと理解される。列間の幅は約80cmである。特に

西列の ものは両端の ものの径が大きく、その間のものは小さい。一応、橋 として扱ったが対岸

に同様の施設がないことから、洗い場のような施設 とも考えられる。今後の類例 を待って検討

したい。なお、この橋跡の南側 (濤の中心部付近 )か らは、比較的夕くの漆器椀 と 1号木簡な

どが出上し、何 らかの関連′性があるものと考えられる。 H～Ш期の施設と考えられる。

2号橋跡

11号濤E-2区 の濤底より、杭や小型のピットが確認された。これらは、その出土状況か ら、

橋脚の杭 と杭穴と判断した。掘 り方はほとんどみ られず打ち込まれたものである。長 さ約 5.5

m、 幅約 lmの橋跡 と考えてよいであろう。北側の橋脚はほぼ垂直に、南側のものは70～ 80° の

角度で打ち込まれている。また、この橋の東にこれ と平行する石が 4個検出されている。11号

濤でも、H区内は最 も遺物の出上が多く、特に動物骨 。鏡 。柄杓・曲物等が、橋跡付近 より集

中的に出上 している (第45図 )。
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掘立柱建物跡 (第47図 )

今回の調査で確認できた掘立柱建物跡は25棟である。各建物跡の特徴は第22表 に示した。今

回の調査では、 4類型 8種の建物跡を検出した (第46図 )。

A類 側柱式の もので、 2× 2間 。2× 3間 。3× 3間 。3× 4間の 4種類がある。ほぼ

東西棟の ものがほとんどである。

Al(2× 2間 )12号 ?、 14号、21号 。(23号 )

A2(2X3間 ) 22号 (変則 )

A3(3× 3間 )15号 ・18号

A4(3× 4間 ) 5号

B類 総柱式の東西棟で、すべて 2× 2間 である。

この類型には、 3号 。13号・25号 (変則)がある。

C類 側柱式の東西棟で南側に庇を伴 うもの。

Cl(3× 4間 )7号

C2(3× 4間、内部に柱 をもつ) 8号

D類 側柱式の南北棟で、 4種類に細分される。

Dl(3X4間 ) 6号

D2(3× 4間十庇)10号 、20号 ?

D3(3× 4間、内部の南寄 りに柱をもつ) 9号 、19号

D4(4× 4間 ) 4号

この他に分類不明のものに、 1号 。2号 。11号・16号・17号・24号があるが、これらはおよそ

A類に属する可能性が強い。

本遺跡では、A・ D類が最 も一般的な建物構造 と考えられる。 B類は倉庫などが考えられよ

うか。C2類は主殿のような性格 をもつ ものであろう。また、D3類 とした建物跡の南側の柱の配

列は、入口のような性格 をもつ ものと考えられる。 I区の南側 の A類に属す る小型の建物跡

けt      
第46図 掘立柱建物跡模式図



は11号濤にかかる橋脚 との関連性が推演1さ れる。つまり、この建物跡は見張小屋や作事小屋的

な性格があったのではなかろうか。16号は大型の掘 り方をもつ もので、このような例はⅢ区に

類似するものがあ り、ほぼ同時期 (V期 )の ものであろう。

各時期の建物跡 (第 22表 )の間尺は、不揃いのものがほとんどであるが、 I期は 4～ 7尺 と

不規則で建物面積が狭い。HoⅢ期はおよそ 6～ 7尺でほぼ一定 している。Ⅳ期はややばらつ

きが大きく6～ 8尺である。V期は建物が明確ではない。 ところが、前回調査で確認された平

安時代のものは、間尺が 9尺 で一定 してお り、中世のものとは極めて対称的で規則性がある。

ところで、鎌倉時代には引違いのお、すまの出現に伴って、九柱か ら角柱に変化 したことが知

られる (太 日博太郎 :1971)。  また、仙台周辺の中・近世の建物跡に関 して、興味ある指摘が

ある。すなわち、隣接する名取郡六郷村 と宮城郡七郷村 (現在はいずれ も仙台市)では民家の

間取 りが違い、これは藩制以前の領主が異なることに起因するのではないかという (小倉強 :

1972)。 これらの問題点は興味深 く、今後の調査・研究の課題 として指摘 しておきたい。

Ｉ
キ

C
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井戸跡 (第 48、 49図 )

本遺跡より検出された井戸跡は28基 である。このうち、I～ V期 に属するものは27基である。

各井戸跡の特徴は第23表 に示 したので、ここでは扱っていない。およそV類型に分類すること

ができる。

A類 直径が lm前後で円形を呈 し、断面が逆台形のもの。

B類 直径が lm前後で円形を呈 し、断面が円筒形のもの。

C類 直径が1.5～ 2mで円形を呈 し、断面が円筒形のもの。

D類 直径が1.5～ 2mで円形を呈 し、断面が円筒形で、ゆるい段 をもつ もの。

E類 直径が1.5～ 2mで楕円形を呈 し、断面が円筒形で、ゆるい段 をもつ もの。

A類には、平安時代の28号井戸跡があるが、I期以後には今回の調査では確認されていない。

B類には 2号・ 6号・ 8号・14号 。15号 。16号・18号 。23号・24号・25号がある。 C類には 3

号 。4号・13号 。19号 。20号 。27号がある。 D類には 5号・ 9号・10号・11号 。12号 。21号・

22号がある。 E類には 1号 。7号がある。分類できないものには17号 。26号がある。時期的な

傾向としては、B類は I o II期 に多く、その他には C、 D類が H～ III期 にやや多いが、さほど

時期的傾向はない。井戸の分布には偏在性があり、 I区の中央から南側に多く分布する。V期

の井戸は 1基 (19号井戸)だけであるが、後述するШ区では集中的に検出されている。V期 を

除けば、時期別の増減はあまり認められない。

今回調査 した井戸跡で、井戸枠材が出土 した例は、 2号 。4号 。12号・15号・23号・27号で

ある。

土壌 (第50・ 51図 )

本遺跡より検出された土蠣は54基 である。このうち、 I～Ⅳ期に属するものは38基である。

V期に属するものは明らかでない。さて、各土渡の特徴は第24表 を参照されたい。これらの上

城は、およそ 4類 型12種に分類できる。土蠣の平面形は、円形のもの (A)、 楕円形を基調 とす

るもの (B)、 隅丸方形を基調とするもの (C)、 不定形のもの (D)がある。断面は鍋底形 (I)、

皿形 (H)、 舟底形 (Ш )がある。これらは、さらに細分できるものがある。 B型 には楕円形

(Bl)と 長楕円形 (B2)が、C型には隈丸方形 (Cl)と 隅丸長方形 (C2)がある。分類はこれ

らの条件の組合せによって行った。なお、平安時代の上塘も ( )を 付 して明記した。

AI型 ……・7号・ 8号・11号 。23号 。25号・36号 。(51号 )

AH型 …… 6号・(53号 )

BlI型…… 9号 。15号 。(19号 。40号 )

BlH型 ……38号・46号 。(17号・21号 )
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B21型……34号

B2H型……32号 ?(C型 の可能性 もある)

ClI型…… 1号・14号 。24号・26号 。28号・29号 ,35号 。37号 。41号

(19号・20号・40号 )

CIH型…… (30号 )

ClШ型……・・50号

C21型…… 2号 。3号 。38号・39号・47号 (長軸 と短軸の差が 2倍 を越えるもの )

DI型 ……22号

DH型 …… 5号

分類不可能なもの……10号 。12号・13号・27号42号 。45号 。48号・54号

(4号 。15号 。44号 。49号 )

これらの上媛において、人為堆積 と考えられるものは、22号・23号 。24号・26号・48号の各

土城がある。しかし、その性格を推定できるような遺物がない。14号土城は石臼の破片が多く

出上 している。ゴミ捨て用の穴であろうか。52号土壌は、ワラ灰が充満 してお り、四炉裏やカ

マ ドの焚口ではないか と考えられる。この上媛と組む建物は、16号建物跡が該当しそうである

が、断定できない。33号土壌は20号建物跡に付属する可能性が強い。ClI型は偏在性が強 く、
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I区の北半に集中する。前回の調査においても、この型の土壌に偏在性が認められる。類型別

の時期別変遷は明確ではないが、平安時代にBlI型 がやや多い程度であるが、バラエティーに

富む。 I期ではAI型、H期 ではClI型 がやや目立つ程度である。時期が下るにしたがって、

しだいに土渡数は減少傾向を示す。

ビット

今回の調査 (I・ H区 )では、建物跡の柱穴も含めて、合計約 800個検出された。これらの

ピット群は、 I・ H区 ともH号濤を境にして、その北側に偏在する傾向があり、全体の 7割以

上を占めている。この傾向は、逆に11号濤等が館を区画する堀の傍証資料となる。また、およそ

11号濤 (I・ Ⅱ区)の北側のピットの埋土は、黒色～黒褐色系の色調を呈するものが多く、南

側は褐色系の色調を呈するものが多い。これはある程度、時期差を示すものであろう。また、

ピットの平面形は円形を呈するものが多いが、掘 り方ではなく、柱穴そのものが方形を呈する

ものが少なからず存在する。

中 。近 世 の 出土遺 物

日本製陶磁器

では、中近世 (今泉城 I期～V期 )の陶器を扱う。

渥美

渥美の製品は合計26点出上し、簑・壼・鉢がみられる。いずれも破片で図示できるものは少

ない。第66図 7は 、刷毛 目・押印のある甕であろう。鎌倉前半のものと考えられる。第52図 5

は短頸壺の口縁部、同図 7は 甕あるいは壺の破片と考えられるもので、割上国及び外面には磨

耗痕が認められる。第52図 1は 貼 り付高台のある鉢である。高台脇にはケズリ、内面には使用

痕が認められる。釉は認められない。ほぼ12世紀の製品と考えられる。第54図 1は 、甕あるい

は壺の肩部付近の破片と考えられる。外面には、極めて特徴的な押印がみられる。ほぼ鎌倉初

め頃のものであろう。

常滑

常滑の製品は合計 134点出土し、県内産の査器系陶器に次いで出土量が多い。赤羽一郎氏の

編年によれば、第 2段階から第 3段階にかけてのものが多く出土し、特に後者が多い。常滑の

製品には、甕・壷があり、わずかに鉢が加わる。また近世に属すと考えられる灰釉の大平鉢が

1点 出土 している。
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第62図 5は 、甕あるいは壷 と考えられる破片で、菊花状の押印が認められる。第61図 3は単

線の二筋この破片と考えられる。およそ12世紀後半頃のものであろう①第66図 3は産地が明確

ではないが、おそらく常滑の甕の底部であろう。同図 6はヘラケズリ後に高台を貼 り付け、ナ

デが施 されたと考えられる鉢である。12世紀の製品と考えられる。第64図 3は産地は明確では

ないが、江戸時代中期頃と考えられる鉢である。内外面 ともに体部上半か ら口縁部にかけて、

浅責色の灰釉 (?)がみられる。それ以下は露胎となり、底面は回転ヘラケズリである。第60

図 2は比較的小型の簑あるいはこの底部の破片である。第52図 6は 、押印がほぼ 1列 に並ぶ甕

の破片であろう。焼成不良で産地は明確ではないが、常滑の製品と考えられる。第52図 2・ 3

は簑あるいはこと考えられ、 2は 印花文・ 3は格子状が不明瞭ながら認められる。第53図 4は

口縁部が肥厚するこで、楢崎彰一氏の御教示によれば、応永 3年銘のある千葉県清澄寺経塚 と

類似する。室町初め頃の製品であろう。口縁部には灰 白色や紫色の釉がみられる。他に類似す

る胴部破片が 1点 ある。第53図 6は常滑の製品では最 も様相のわかるものである。口縁部には

縁帯があり、釉の量も多い。赤羽氏の第 3段階の甕であろう。同様の口縁部破片が他に 2点あ

る。縁帯が頸部に密着する甕はない。第53図 11は 内面にも自然釉がかかる鉢である。鎌倉初期

(13世紀 )の製品であろう。第54図 2～ 4・ 8は いずれも甕あるいはこの破片と考えられる。

種々の押印が認め られるが、2は工具痕 と考えられる。第57図 6は甕の底部破片と考えられる。

底部内面には炭化物が、外面には焼台と考えられる礫が付着している。同図 7は 押印のみられ

る甕の肩部の破片である。同図 8は 底部中央が盛 り上がる簑で、底面付近の外面には明瞭なナ

デがみられる。

瀬戸

瀬戸の製品は合計52点出土し、およそ13世紀～15世紀中頃の製品がみられ、わずかに近世初

期 と考えられる皿が 1点 出土している。特に14世紀未から15世紀中頃の製品は11号 。21号濤の

埋土上部より夕く出土し、濤の埋没年代をよく示 している。

第55図 2は 口縁部の器厚が薄 くなる灰釉の平碗で、外面の胴部下半は露胎になるものと考え

られる。15世紀前半の製品であろう。同図 3は 2と 同様、灰釉平碗であり、外面の胴部下半は

露胎でケズリがみられる。15世紀初めの製品と考える。第64図 9は 1号濤の底部より出土した

が、濤の年代 とは一致 しない。濤構築時に混入したものであろう。鉄釉の瓶子 と考えられ、内

外面 ともに鉄釉が施釉されている。底部には回転糸切 り痕がみられる。内面の鉄釉には、さら

に灰自色の釉が流れている。14世紀末～15世紀初め頃の製品と考えられる。第53図 1は鉄釉の

肩衝茶入れで、底面には回転糸切 り痕が認められる。15世紀初めのものである。同図 2は オリ

ーブ灰色の灰釉の施釉 された梅瓶あるいは瓶子 と考えられる。ほぼ鎌倉末期 (14世紀前半 )の



ものである。同図 5は 口縁部の内外のみ施釉のみられる灰釉皿である。高台はケズリ出しによ

るものである。見込みには トチン跡がみられる。第58図 1は灰オリーブ色の灰釉が内外面の胴

部上半に施釉された袴腰香炉である。底部には回転糸切 り後、粘土を貼 り付けて三脚としてい

る。およそ15世紀中頃の製品と考えられる。同図 2は 浅責色の灰釉が施釉 されたおろし皿であ

る。内面は使用頻度が高いために、釉がとれ露胎となおている。1と 同様ほぼ15世紀中頃の製

品と考えられる。同図 3～ 5は鉄釉天目茶碗である。これらの露胎部分にはケズリ調整が認め

られる。 3は 15世紀第 1四半期、4は 同第2四半期に、また 5は 15世紀前半の製品である。 4の

割れ口の一部には漆 (?)の付着が認められ、接合したことを示すものであろう。第59図 5は

浅黄色の灰釉が施釉された天目茶碗あるいは平碗であろう。15世紀頃の製品であろう。同図10

は灰釉皿の底部破片と考えられる。江戸時代以後のものであろう。第56図 1は 緑灰色の灰釉瓶

子の胴部破片である。およそ鎌倉初期 (13世紀)の製品であろう。同図 2は透明度の高い緑色

の灰釉梅瓶である。外面には単線と複線の縦位沈線がみられる。底部外面は釉が残 り、トチン

跡がみられる。14世紀の製品であろう。同図 3は オリーブ灰色の灰釉の瓶類で、器厚の薄さな

どから花瓶ではないかと考えられる。外面には 2本 1組の平行沈線が 2段みられる。ほぼ14世

紀頃の製品であろう。同図 5は 内面に灰釉が施釉され、外面は露胎で、 1部に釉の付着や流れ

た釉がみられる。底部の内外面にトチン跡が認められる。器種は浅鉢と考えられ、15世紀の製

品であろう。同図10は表採品で、灰釉の平碗であろう。外面の灰釉は、体部上半まで施釉され

ている。15世紀の製品であろう。
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県内産無釉陶器

ここでは、東北窯を中心に県内に生産地があると考えられるものを扱う。なお一部県内と限

定できないものや不明のものも扱っている。分類の基準は後述するごとく、胎土を主体 とし行

った。

〔東北窯あるいはその類似品〕

後述するごとく、東北窯の資料と比較して、胎土の共通するもの、あるいは類似するものを

一応ここでは東北窯の製品あるいは類似品と推定した。しかし、東北窯とMJT定 する基準がまだ

確定していない現状であり、今後さらに検討を要する課題である。これはひとり東北窯に限ら

ないことはいうまでもないことであろう。

さて、東北窯の製品あるいは東北窯類似品と考えられるものには、甕・壺・鉢があり、合計

210点 である。

甕はいずれも、受口状の口縁部を特徴 とするが、受口が明確なもの (1類 )と 寸詰 りで不明

確なもの (2類 )がある。壺は胴下半部のものが存在するが、明確ではない。鉢は東北窯の表

採品中には、口唇部の断面が丸頭のものと角頭のものがあり、角頭類にはさらに口唇部の凹む

ものや、段差のあるものなどがある。本遺跡では変化のない角頭のものばか りである。鉢の胴

部の特徴には、外傾 してそのまま立ち上がるものと、口唇郡付近でゆるく屈曲するものなどが

ある。今回の調査では、東北窯の可能性のある櫛 目をもつ括鉢は出上 していない。 ところで 2

類 としたものは、他の生産地の可能性が強い。第62図 4は角頭の鉢で、口縁部付近にゆるい屈

曲が認められる。外面には自然釉がみられるが、口唇部 と内面にはみられない。第55図 1は受

口部が寸詰まりで明確さを欠 く2類の甕である。胎土は東北窯のものと類似する。第61図 1は

甕の底部 と考えられ、内外面 ともにナデである。同図 2は 白色の吹き出しのある 2類 に属する

甕の口縁部破片である。焼成は甘い。第66図 2は 口縁部付近がやや脹らむ角頭の鉢である。第

60図 1は 胴部が急激に立ち上がる点から壷 と考えられる。外面の底部付近に記号 (ヘラ書きの

沈線)が認められる。これは窯印かどうかは不明である。同図 4は 甕あるいは壷の胴部破片で、

指頭による記号が認められる。この記号は 1と 同様のものであろう。第52図 4は 、簑の底部破

片であろう。同図 8は 甕の胴部破片と考えられ、割れ口とその周辺部は磨耗 している。陶片を

二次利用 したものであろう。第53図 3は 小型の壺 と考えられる。底部内面には灰が被っている。

同図 7は角頭の口縁部をもつ鉢である。口縁部には灰が被る。同図 9・ 10は 甕の口縁部破片で、

9は 1類 に、10は 2類に属する。特に10は ほとんど受口状を示さなくなってお り、焼成は甘 く

赤褐色を呈する。第57図 1は 櫛 目のない捏鉢である。内面には使用痕が認められる。同図 2は

内外面にナデのある簑である。同図 3は角頭の鉢で、口縁部外面には横ナデが施される。同図

4は 外傾 しながら立ち上が り、口縁部が角頭の捏鉢である。口縁部の内側 と胴部下位に使用痕
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図版 グリント 遺構 層位 避物番号 種 類 部  位 産地 時期 釉 備 考

1 F-6 21号 沸 埋 土 895 焙鉢 底  部 東Jヒ ? H期 無刑1 底部、内面、使用農あ り

2 1層 裂

3 F-8 減鉢 口緑部 日縁部、内・外面 ヨコナデ

F-5 轄 鉢 口縁-1問部 外面に指跡あ り、内面に使用痕あ り

5 F-7 典 鶴色粒子の吹出しあ り、内面にわずかに炭化物付着

F-8 2層 褐色粒子の吹出しあ り、割れ 日に付着物あ り(漆 )

F-7 3層 FD85 /1ヽ
護 BIl部 ～底部 内 外面共灰かおfり あり、月部外面ヨコナア、B同 部、内・外画共租いナデ

F-6 2層 720

第57図  21号溝跡出土遺物 (I)2・ 4・ 5'6・Ыま%
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図 版 グリット 選 構 層  位 遺物番号 種  類 器  形 部  位 産 地 時  期 備

21号澪 1層 陶 器 袴腰奇炉 回線―底部 4F 戸 灰¬0(灰 オリーブ75V%) 脚 3本 。

おろし皿 底 灰tH系 (浅 黄75Y%) 術 目4-5本 単位。

天日茶碗 鉄FIH(黒 Nl%) 費入あり。

鉄釉

`具

N15/0) 割れ口に付着物あ り(1祭 ?)

lI部 ～底部 鉄釉 (黒 N15/r) Fl入 あり、割れ口に漆の付着あり

2 層 喪 常  滑 底部に黒色の付着物あ り

底

自然釉 IP印 あ り。

1 層 期 P11に 帝台気填あ電男書きす
(

主師質土器 口縁～底部 製41=多
==子

.rH(に 引と,率 じf

第58図  21号溝跡出上遺物 (2)6・ 7%



が認められる。また胴部外面に左手の指の圧痕が認められる。同図 5は 1類に属す る甕である。

口縁部の内外面には横ナデ、それ以下は内外面 ともに粗いナデが施される。褐色の吹き出しが

みられ、内面には炭化物が付着 している。同図 6は 1類に属する甕で、調整は先の 5と 同様で

冴Ч

0                          10cm

図版 グリット 選  構 層    位 遺物番号 器 部  位 産 地 時期 釉 備 考

1 B-4 12号溝 埋 土 246 甕 日縁～胴部 県内 ? 不 明 こえた機子耳
外とも劇騒が多い(か

2 理上上部 口縁部 東 北 V期 割れ日に漆がIIB

3 県内 ? 胎■ |こ金雲母含む

A-1 2 16号濤 埋 上 構鉢 県 内 胎土に自い針状のもの含む 輝焼

5 A-5 9号溝 埋土中位 501 天目茶碗 瀬 戸 Ⅲ期 灰釉(浅黄色75Y%) 葺入あり

6 F-3 29号溝 742 褒 県 内 H期 自然釉

E-3 1層 褒 ? 底 部 不 明 築発寛お暴工Tす
｀

8 E-5 25号濤 確認面 志野織部小皿 口縁～底部 美 濃 V期 長石釉(?) 琵盟メ濯鴇鍵e,イ詈乗詠ぁり元屋数燕並行
B-4・ 5 26号溝 1  層 389 褒 底 部 不 明 焼さが甘ヤ

A-4 1  層 皿 顔 戸 灰 釉

第59図 近世溝 (9・ 12・ 16・ 25。 26。 29号 )、 I号竪穴遺構出土遺物 1は%



ある。内面には積み上げ痕が残る。また、割れ口やその周辺には漆の付着が認められ、接合痕

と考えられる。同図 7は小型の壷である。外面は縦位のナデツケ後、頸部に横ナデが施され、

内面は粗いナデが施され、肩部に指頭痕が認められる。同図 8は甕の底部破片である。第59図

1・ 2・ 6は いずれも 1類 に属する甕である。 1は 口唇部がやや尖鋭化 している。焼成は甘 く、

内外面 ともに象」落が著 しい。この割れ口には漆が付着 している。 1は 県内産の製品 としたが、

明確ではない。第62図 1は 外傾 しながら立ち上がる角頭の鉢 (捏鉢 ?)である。

〔胎上に自針を含むグループ〕

このグループは、酸化炎焼成で焼成の甘いものが多いが、その中でも硬質のもの と軟質の も

のがある。前者はおよそH期の遺構 を中心に出土する傾向があり、今のところ甕・鉢が判明し

ている。後者はおよそШ期～IV期 に属す る遺構を中心に出土する傾向があ り、櫛 目の太い括鉢

・簑 (?)がある。これらは器形等を十分理解できるものがほとんどなく、図示できたものは、

後者の構鉢のみである。現在確認 しているものは、合計45点 である。第62図 3は 6本単位の櫛

目のある燻焼による瓦質悟鉢である。同図 9は 5本単位の櫛 目のある酸化炎焼成の構鉢である。

胎土は精選され、砂粒はほとんど含まない。第65図 6は 口唇部付近が大きく外反する悟鉢で、

口縁部内面には、 5本単位の櫛 目が横位に施される。器表面は剖落が著 しい。第54図 5は指鉢

の口縁部付近の破片である。櫛 目は 7本単位か と考えられる。第58図 9は 6本単位の櫛 目があ

る瓦質の橋鉢で内面は燻焼である。外面の底部付近には縦位のヘラナデが整然と施 される。第

59図 4は 6本単位の横位の櫛 目があり、燻焼の瓦質悟鉢である。第71図 1は櫛 目がない捏鉢 と

0                       10cn
卜

′
     4

図 版 lTl 構 層 位 遺物番号 脇

15号溝 胴部～底部 県   内 不  明 外面 刻線 3本あ つ(ヘ ラ描 き記号 )。

蟄 底    部 常   滑

1 層 勢 口 41 .Lh 県 内 自 然 fm

県   内 外面 〕図 と同様 と思われるIkあ り。llし 指〕市きである

第60図  15号溝跡出土遺物 1は %



考えられる口縁部破片である。内面には三本沈線による記号が認められる。同図 3は 5本単位

の櫛 目のある悟鉢底部である。底部内面に十字形の櫛 目が特徴的である。

〔胎上に金雲母を含むグループ〕

このグループは極めて量が少なく、わずか 3点のみである。 9号掘立柱建物と12号濤から出

上しており、このグループの年代はⅢ期末～Ⅳ期頃のものであることがわかる。生産地は不明

であるが、仙台市内から出土する縄文土器等にも金雲母を含むものがあることから、一応県内

を想定している。

第59図 3は 口唇部が折れ曲が り、その中央には沈線が巡る。おそらく胴部の脹らむ裟であろ

う。第62図 10は 8本単位の櫛目のある悟鉢で、内面は燻焼になっている。

産地不明の中世無釉陶器

第62図 7はⅣ期の遺構 (37号土媛)よ り出上した甕の破片である。外面には平行叩き日、内

面には青海波が施され、さらに縄目の叩き目 (?)がみられる。須恵器と同様の調整技法をと

るが、須恵器そのものではないと考えられる。長石・石英等の砂粒を含み、焼成は酸化炎で良

好である。色調はにぶい赤褐色を呈する。中世に属するものと理解したい。同図 8は環元炎焼

成で須恵器系陶器の姿であろう。これと同一個体と考えられるものに第53図 8がある。いずれ

も12世紀～13世紀の製品であろうか。第66図 1は 胎土に白色砂礫 (長石 ?)を 分く含む指鉢で

ある。信楽の製品に類似するが、断定できない。およそ室町時代の製品であろうか。第65図 4

は 7本単位の櫛日のある悟鉢である。芹沢長介氏の御教示では、山形県米沢市の戸長里窯 (織

部系)の製品に類似する。とすれば、この構鉢は16世紀後半のものであろう。同図10。 11は赤

褐色を呈する甕の破片である。楢崎彰一氏より、15世紀頃の備前に類似するとの御教示をいた

CIn

図 版 グリ′Ⅲ 遺   柑 層  位 赳物番号 割
'  

位 産 j・L 時   期 割

10号井戸 喪 剛1部 ～底剤
`

県 内 鎌倉 ?

口 艦 剖
`

II    理1 白也社 rの吹き出しなり。胴部に脇1毛 日のようなもの有り

I・l   剖

`

常 沿 理1 外敵iに 洸線 4り (三 筋とか光

第61図  10号井戸跡出上遺物
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越   備 層  位 遺物番号 器   形 部   位 産地 時   期 考

B-7 8 3号土漿 埋土 無 口緑～胴部 Horm朗 絶きが甘い

A-3 9号土環 驚銹 口脚 鉄rn(暗赤褐75R効 )

3 B-2 11号 と環 努 3 1同 郡 桁目6本単位 胎主に自い針状のもの含む 燎雄

E-6 38号土環 鉢 口縁部 不 明

5 E-7 24号土環 亙o「褒 胴 部 自然釉 押割(E「 花文 )

F-6 33号■垢 lm3 志野織部小皿 lll部 ～康郡 美渡 V期 文様内面蔓草文(によいを25Y R% 灰赤2SY R%)

7 32手上環 胴 部 不期 長石釉 ? 調驚ザ軽亀夭[籠を高様n冒ドΥ盟策儲を震亮物付着

8 A-6 理土 口翻 口緑形態は須恵器に似る。

A-5 需郎 胴 部 桁目5本単位 胎上に白い針状のもの含む

10 V期 柿目8本単位 胎土に金ヨ母含む 埴焼

I・ H区』  ・ ビット掘立柱建物跡出土遺物第62図



だいた。もし、備前ならば東北ではおそらく初めての出土例になるが、速断はさけ、今後さら

に検討が必要である。第60図 3は鉢の日縁部破片であろう。内面は灰被 りで、ヘラ書き沈線 (記

号か ?)が認められる。胎土は東北窯のものに類以するが、口縁部の断面形 (外削ぎ)は 、従

来の東北窯の製品中には知 られていないものである。第54図 6は 構鉢の底部破片である。同図

7は 内面に「×」のヘラ書きのある捏鉢である。 H期 の生産品であろう。櫛 目は 2本認められ

るが、内面の磨耗が著 しく2本単位かどうか定かではない。第59図 7・ 9は甕の底部 と考えら

れる。県内産の製品の可能性 もあるが定かではない。第71図 12は 焼成の甘い赤褐色の捏鉢であ

る。外面には縦位の沈線が20本以上 (記号か ?)認められる。H～Ш期の製品であろう。第56

図 7は 器厚の薄い鉢 と考えられる。

近世施釉陶磁器

ここでは、今泉城Ⅳ期 'V期の施釉陶器を扱 う。

陶器

美濃

美濃製品と考えられるものには、志野・鼠志野・志野織部 。責瀬戸・御深井釉があり、いず

れも16世紀末～17世紀初めの製品である。これらは、特に 1号濤から多く出土している。

志野

志野は10点出上 し、皿・向付がある。図示 し得るものは、向付 1点 である。第66図 9は 垣根

文 (鉄絵)の 向付である。16世紀末期のものであろう。

鼠志野

鼠志野は 2点 出上 し、いずれも皿の破片である。第63図 13は蔓草文 (鉄絵 )の皿である。胎

土は黒褐色を呈 し、高台内に輪 トチン跡がみられる。慶長年間初期のものであろう。

志野織部

志野織部は 9点 出上 し、いずれも皿であるもいずれも慶長年間のものと考えられる。第62図

6は蔓草文 (鉄絵 )の皿である。見込みと高台内に円錐 ピン跡 (3ヶ )がみられる。第66図 8

は垣根文 と花文 (鉄絵 )のみられる皿である。釉は焼成不足のためか自濁 している。第63図 9

は前述のものと同様、垣根文 と花文 (鉄絵)の皿である。高台内に トチン跡がある。楢崎氏の

御教示では、慶長10年前後の製品と考えられる。第59図 8は 、水鳥 (見込み )と 蔓草文を配し

た皿である。見込み と高台内には円錐 ピン跡がみられる。慶長年間 (元屋敷窯並行 )の もので

ある。槍崎氏より元屋敷窯の製品と類似 しているとフの御教示をいただいた。

これらはいずれも岐阜県土岐市周辺の窯の製品と考えられる。



黄瀬戸

黄瀬戸は11点 出上し、いずれも皿類である。平皿・菊皿・折縁深皿がある。

第63図 10は 2本単位の沈線がみられる菊皿である。17世紀初めの製品であろう。同図11は 内

面 2本単位、外面 1本単位の沈線がみられる菊皿である。17世紀初めの製品であろう。同図12

はケズリ高台の皿である。16世紀の製品である。第64図 1は折縁深皿と考えられる口縁部破片

である。16世紀の製品である。同図 2も 折縁深皿 と考えられる底部破片である。17世紀初めの

製品であろう。第56図 8は灰釉系黄瀬戸の皿 と考えられる。およそ16世紀中葉の製品であろう。

御深井干由

いわゆる御深井焼とは異なるもので、わずか 1点出土 している。

第63図 14は 御深井釉皿である。釉は長石分が多いためか灰白色を呈する。胎土は瀬戸のもの

に近い。17世紀初めの製品であろう。

唐津

唐津は12点出上 し、碗・皿 。鉢がある。このうち碗が見 も夕い。

第66図 4は見込みに花文 (鉄絵 )を配する碗であろう。産地は唐津 としたが、必ずしも明確

ではない。底部は碁笥底である。およそ16世紀の製品であろう。同図10は褐灰色の長石分の分

い釉がかけられた皿である。およそ16世紀後半のものであろう。同図11は 灰オリーブ色の長石

分の夕い釉がかけられた皿であろう。ほぼ10と 同様の年代が考えられる。第63図 4・ 5・ 6は

浅黄色を主体 とする色調の釉がかけられた碗で、倉田芳郎氏より、長崎県三川内の製品に類似

しているとの御教示 をいただいた。これらはいずれも17世紀の製品であろう。同図 7は灰オ リ

ーブ色を呈する灰釉系碗である。高台脇 と見込みの一部に青色の釉がみられる。およそ16世紀

後半の製品であろう。第65図 9は成形後に化粧土で内面 と外面口縁部に文様を描 き、褐色の釉

を内外面 ともに胴部下半までみられ、それ以下は露胎 となる鉢である。およそ17世紀初めの製

品である。これに類似する緑釉の刷毛 目文鉢が 1点ある。第56図 9は 内面に灰自色の釉がかけ

られた皿 (?)の破片である。およそ16世紀の製品であろうか。

産地不明の施釉陶器

産地不明の陶器は、構鉢が主体を占めている。これに碗・鉢・壷などが加わる、これらの陶

器の大半はおよそ県内あるいは東北地方に生産地が存在する可能性が強い。しか し、近世以後

の窯跡の発掘事例がほとんど皆無に等 しい現状では、生産地を推定することは困難であろう。

第62図 2は 内外面に鉄釉のかかる括鉢である。櫛 目は確認できない。口唇部は内側に肥厚する

のが特徴である。第66図 5は 外面に光沢のない鉄釉がかかるこである。耳の圧痕が残る。第63



図 2・ 3は透明度の高い黄褐色の釉のかけられた碗である。成形後に高台脇 と高台内に鉄釉が

塗られ、重ならないように黄褐色の釉がかけられている。器厚は薄いのが特徴である。口唇部

破片にも鉄釉がみられ、肥前磁器 と共通する。年代は17世紀以後であろ う。第64図 4～ 8は

いずれも 1号濤より出上した鉄釉構鉢である。櫛 目は 4が 11本、 5が 7本 、 6は単位不明、 7

は 8本、 8は 6本 と様々である。 4・ 6は 口唇部内側に突帯が巡 り、 5,7は 口唇部が外側に

折れ曲がる。片口部分の凹みは浅い。いずれも焼成は良い。 8は 口唇部がわずかに外反し、内

側に稜をもつ悟鉢である。焼成は甘い。なお、外面の口唇部下に lヶ 所突起が認められる。こ

れらのうち 5。 7・ 8は唐津の胎上に類似する。 4～ 8は およそ16世紀～17世紀のものと考え

られる。第65図 1・ 2・ 5。 7・ 8は 、いずれ も 1号濤より出土 した悟鉢である。 1・ 5は 口

縁部の内外だけにオリーブ黒色の鉄釉がかけられている。 1は梧鉢 として扱ったが、あるいは

鉢の可能性 もある。 5は櫛 目が 8本単位で片田部をもつ。また、 5と 類似する構鉢が他に 1点

ある。 2は 口唇部の内側が肥厚する鉄釉 (?)括鉢であろう。焼成は甘い。県内もしくは東北

地方の製品であろう。 7は胎土に黒色粒子 を含む鉄釉悟鉢である。生産地は不明であるが、東

海地方の製品であろうか。 8は鉄釉梧鉢の底部破片である。櫛 目は 6本単位で、底部には糸切

り痕がみられる。第64図 5。 7・ 8の ものと胎上が類似する。これらの悟鉢が16世紀～17世紀

初めころの製品と考えられる。第56図 4は 内弯 しながら立ち上が り、口唇部が肥厚する鉄釉鉢

である。胎土は唐津のものに類似する。およそ江戸時代以後のものであろう。同図 5は 8本単

位の櫛目をもつ括鉢である。底部には糸切 り痕が残る。年代は不明であるが、およそ江戸中期

以後のものであろう。この他に青灰色の釉をかけた製品 (器種不明)が 1′点出土している。こ

れは19世紀前半頃の上野目焼であろう。

磁器

本遺跡出上の磁器には、肥前35′く、切込 (宮城県宮崎町 )2′点があ り、前者が主体を占める。

また、これらの磁器は、碗・皿の細片で、図示 し得るものがほとんどない。第63図 1は 花文の

染付 を配 した碗である。17世紀～18世紀の製品であろう。同図 8は 型作 りで、ゴム版染付の輪

花皿である。およそ18世紀以後の製品であろう。他に麦藁手茶碗や くらわんか碗・皿等があり、

18世紀～19世紀頃のものであろう。切込は維縞の染付を配 した碗 と考えられる破片が 2点 出土

している。従来、切込の分布は、宮城県北部か ら岩手県南部に限られていたようで、本遺跡例

は、現在分布の南限を示す ものであろう。
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遺 構 層  位 遺物番号 種類 器   形 部   位 産  地 時 期 釉 備

A-8 1号滞 1鶴 lb層 磁器 碗 口縁～胴部 1巴  前 透明IFn 楽付 アルー 貨入あり

51 丸 続 1同 部～底部 東北地方 透明釉系iη今望ツ虫;q塊 商台購 商台内 ) 貫入あり

底 部 透明釉系解 T空り蛍 せ健砿 再台IB高台内 )

4 1. 2層 唐  津 V期 透明釉系(淡橙色5YR%)

胴部～底部 透昭釉系(浅黄色25Y8/3)

A-6 2層上麗 日緑～底部 透明砧系(淡黄色5Yツ )

A-4 碗 底 部 灰釉系(灰オリーカ 5Y%)

8 A-8 1“ lb層 確器 口縁～底番 肥  前 V期 透明釉系 1 留賃泳,, 鞘 邑莱

A-4 陶器 志野織部小皿 美  濃 W期 長石釉 ? 餞喪甲獣単置酵発舷7理
う

A-6 埋土 平皿(菊皿) 底 部 黄瀬戸(淡橙5YR%) 菊花文

11
黄瀬戸(期黄褐25Y/6) 内面 菊花文? 外題高台脇にた様

A-8 la,lb層 皿 黄瀬戸(浅黄色5Y%) 高台内と見込みにトチン跡3つあり

1. 2層 風志野丸皿 口緑～底部 志野釉(灰白色N%) 番焚ぁ千
争蕎智絆髪 F挙 )豫奮析'

A-8 la, lb層 90 御深井釉(灰自75Y笏 ) 代合た豊れ鍵g舅詠去;,ぐ
つて

第63図 I号溝跡出上遺物 (I)
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0                   10cm

図版 グリント 置 構 層  位 遺物番号 種  類 部   位 産地 時期 釉 備 考

A-8 1号濤 ユュ lb層 析縁深皿 口 縁 部 美濃 Ⅳ期 貢頑戸(淡橙色5YR%) 貫入あり

A-6 1層 底   部

3 A-8 la お層 尾  鉢 口縁～底部 常滑 (浅 黄色(5Y%) 胴部下端より践吉IIに かけて摩耗している。

A-4 1層 籍  鉢 口 縁 部 不 明 V期 鉄釉(ォ リーブ黒75Y%) 口縁にのみ施釉、櫛目3本 単位

12層 鉄釉(暗 オリープ75Y%)
酬 曾 ザ 栞 撃 &国

に 甲 く 尻 ■ て い る 。 日 隷 に 片

A-6 2層 鉄釉(暗オリーカ 5Y%)
A-7 1層 欽釉(灰 オリープ75Y%) 櫛目8本 (?)単位 日縁に片口あり

A-6 日縁―胴部 鉄釉(種暗赤褐25YR%) 客様総平き年雲霰あ鳩雰?濡棒炭亀亀坊
1単位

A-8 底面 版   子 底   部 瀬戸 Hl期 鉄釉(票 褐色5Y R3/) R入あり

第64図  1号溝跡出土遺物 (動
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図版 グリント 遺 構 層  位 越物番号 種   類 部   位 産 地 時  期 釉 備 考

1 A-6 1号構 3層 橋   鉢 口 縁 部 不 明 V  期 鉄釉(暗 オリーブ褐25Y3/3)

ia, lb層 鉄釉(に よい赤褐25Y笏 ) 鉄釉の焼甘い

3 A-7 県内 ?

A-4 不 明 櫛目7本単位

A-5 1. 2層 鉄釉(灰 オリープ75Y%) 稿目8本単位

6 県 内 櫛目5本単位(横 )胎土に白い針状のもの含む

lll  部 不 明 鉄釉(1こ よい赤掘2 5Y R/) 櫛目17本単位

A-3 Ia、  lb層 胴部～底部 鉄釉(灰 赤75R%) 櫛目6本単位 著しく摩耗している。

口 縁 都 唐 津 透明釉系(暗 オリープ5Y%) 化粧土で文様が描いてある

10 1層 一笠 胴部(肩 ) 憮前 ? HI～ Ⅳ期 押印あるいは洗線(2本 )あ り

11 A-8 雲 押印あ り

第65図  1号溝跡出土遺物 (3)
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図版 クrリ ノト 遺  構 層  位 遺物番号 器   形 部   位 産 地 時   期 備 考

A-3 H号井戸 埋±1層 橋 鉢 口縁～胴部 肛 期

2 F-2 27号井戸 埋土下部 第 口緑部

3 E-2 2陽井戸 埋土上部 蜜 胴部～魅部 常滑 7

E-7 20誹戸 碗 底 部 V期 (灰 5Y之 )

F-6 2♂引岸戸 952 双耳壼 ? 不 明 V期 (隆長頂) 鉄釉(光沢のない薄い釉)

6 台付鉢 底 部 不 明

F-7 21号炸戸 埋土上部 558 褒 1同 部 外面刷毛ロ ロ「き

lms 志野細 Ⅷ 口縁～底剖 長石釉 ?

志野向付 胴部～底ヨ ?(灰白5YR%) 貰入あつ
W客
3訪参8ガ伊

Il 底 部 唐 津 (褐灰10Y R6/) 賞入あり 外面の―部に気泡あり

11 理土 酎 8 平 鉢 胴 部 (灰オリーブ5Y%)

第66図  I・ H区井戸跡出土遺物



(2)中 国製陶磁器

これらは、いずれも中国産の製品である。出土点数は41点 あり、その内訳は、青磁30点、自

磁 4点、天目 1点 、染付 6点 である。比率 をみると、青磁73%、 白磁 (青 白磁 )10%、 天目約

2%、 染付約15%である。

青磁

青磁は、およそ13世紀～16世紀までの龍泉窯系・景徳鎮窯系 。同安窯系の碗・皿が確認され

ている。第67図 1は 片切彫で龍泉窯系の鏑蓮弁文碗、第68図 1は 、剣頭様の細線蓮弁文碗であ

る。第67図 2・ 3・ 5は 、無文の碗 と考えられる。 2は 口縁部が外反し、 3は 外傾 して立ち上

がる碗で、いずれも龍泉窯系のものと考えられる。 5は高台内にケズリが認められる。15世紀

前半頃の碗である。第67図 4は 、内面に櫛状工具の刺突が認められ、同安窯系の劃花文碗 と考

えられる。第68図 2は 、南宋 (?)の劃花文碗 と考えられ、本遺跡では最 も古い青磁である。

第67図 6'7は 青磁の皿 と考えられるものである。 6は 回縁が稜花をなす景徳鎮窯系の皿であ

る。高台内 (外底 )は 、釉を環状に削 り取っている。釉は焼成不良のため、気泡が多く、沈線

文様があるが不明である。 7は青磁の焼成不足かあるいは緑釉 と考えられる皿で、内面に沈線

文が認められる。見込み及び高台内にはピンチの跡が認められる。高台・高台脇・高台内は露

胎であり、高台脇にケズリが認められる。この皿は、一応青磁 として扱ったが、なお検討が必

要である。これらの皿はいずれも明代のものであろう。

この他に、図示できないが書J花花弁文碗 と考えられるものや、外面に櫛 目文をもつ碗などが

ある。

白磁・青白磁

第67図 8は いわt/Dる 青 白磁で、高台脇にケズリがある。高台内には釉が認められない。南宋

～元にかけての劃花文(?)碗 と考えられる。第68図 3は 口唇部が無釉 (口 禿手 )の碗あるいは皿

と考えられる。外面下位にはケズリがみられ、軽い稜がつ く。鎌倉中期かそれ以前(南宋～元 )

のものと思われる。これに類似するものが、光明寺裏遺跡 (北区鎌倉学園内遺跡発掘調査団・

他 :1980)よ り出土 している。同図 4は 口唇部付近の器厚が薄 くなり、やや外反する碗で、文

様の有無は不明である。時期は明確ではないが、元代後半のものであろうか。同図 5は 唐草文

の梅瓶 (青 白磁)と 考えられる。割れ口には、接着剤としての漆の付着がみられる。およそ13

世紀末頃の景徳鎮窯系の製品と考えられる。

白磁 (青 白磁 も含む)は 、出土量が少なく、全体の様相を知るものがないが、いずれも中国

陶磁器の中では古い傾向 (鎌倉中期～末期 )を 示す。
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図版 グリット 構 層  位 遺物番: 種類 器   形 部   位 産 地 惰

1 B-2 15号滞 識 備 再緑～胴部 中国遷 元(13C末 ) 質入有り 竜泉窯系蓮弁文

2 A-5 n号薄 青磁(オ リー引灰10YG/2) 資入有り 電泉雲系

3 9号井戸

F-6 2♂許杵戸 1,2層 朗 青整(オ リーブ灰10Y%) 同安窯?に 制k
F-8 用部～底部 明(lSC) 青磁(によい黄福色10Y R5/3) 貫入有り

6 A-8 1号藤 14・ ユb層 皿 口緑～底部 貨入有り。気泡状のもの力翌kき 出ている

7 F-7 21号井戸 既 808 テイ;駁
E-5 白磁 硫 胴部～底部 中国産 白磁(明制天色75CY%) 貫入有り

9 A-8 1号溝 1ら lb層 業仕 明(16C初 ) 染仕(暗剖吹色10B G4/)

10 I区謝 (1号薄?) 76 明(16C) 透明釉 霧 呈軸 ⊆騒 版
里榔 |

B-2 16号 溝 埋と上部 64 日緑～1同部 楽付(暗言灰10B G3/～ 青灰色iOB C%)

12 A-8 1号溝 la・  lb層 鶴 1局部～践部 蝉
イ

外函高台脇に釉だまり

第67図  中国製陶磁器 (I)



天 目

第67図 12は 、黒釉の天 目茶碗である。中国産の天目茶碗は、わずか一点のみの出土である。

内面の見込み部に至る部分には軽い稜がみられる。また、高台脇及び高台内は露胎でケズリが

認められる。

時期は元かあるいはさらに古い時期のものと考えられる。

染付

染付には碗 と皿がある。第67図 9は 見込みに文様のみられる皿で、畳付には釉が認められな

い。同図10は所属不明となった出土品である。見込みに十宇花文の変様 と思われる文様、外面

には唐草文 (?)か と考えられる文様がみられる碗であろう。高台の付根には釉が厚くたまり、

一見碁笥底風にみえる。これと同様の破片が他に 1点 ある。同図11は 、口縁部や体部の内外面

に界線があり、外面体部には唐革文 (十 牡丹 ?)がみられる小皿である。第68図 6は 口縁部内

外面に界線、外面には唐草文か と思われる文様のつ く碗である。これらの染付はいずれも16世

紀の時期のものであろう。

U房 画 Eフ深頭露

q/た ひ ほ/ぞ
0                        10cm

回版 クドリント 構 層  位 置物番号 種類 器 形 郡   位 産 地 時 期 釉 備 考

F-2 31 号 溝 1層 青磁 硫 日縁～胴部 中国産 明(16C前半 ) 青磁(オ リー引天5GY%) 貫入有り。蓮弁文ナ完

B-6 3号井戸北側 埋土上部 南 案 青盛(緑灰7 5GY%) 気泡有り。

3 B-3 1号土蠣 中2下 層 白磁 fjt 不  明 白磁(灰 白色75Y%)

B-7 ビット15 埋 土 Zl 碗 白磁(明緑灰10G Y%)

F-4 ■号溝南寄り 1, 2層 梅 瓶 lR   部 鎌倉中期(13C末 ) 灰白色の透明釉

E-45 26号濤 埋■ 1層 羮付 碗 回縁～胴部 明(16C初 ) 透明釉(厚 さ約0 3mm) 藍色で濃紺有り

第68図  中国製的磁器 (2)



(3)上 師質上器

従来、一般に中世以降の酸化炎で焼成された土器類に対 して「土師質土器」「中世土師器」

「かからけ」等の名称で呼ばれている。これらは、おおむね古代の上師器の系統を引 くという

考え方か ら導き出された名称であろう。ここでは便宜的に「土師質土器」 と呼ぶことにしよう。

本遺跡より出上した土師質土器は、皿が主体 を占めるが、鉢 も存在するようである。これら

の上器群は、いわゆる「赤焼土器」 と比較 した場合、ほとんど砂粒 を含まず、焼成も極めて良

い。この特徴は特にШ期以降のものに顕著である。ここでは出土数が少ないので器形分類は行

っていない。皿類はいずれも回転糸切 りで再調整はない。また、 I期・H期に属するものは明

確ではなく、「赤焼土器」 との区別 もつけに くい。

ここでは、遺構の時期別に上師質土器の変遷を概観 してみたい。

I期後半は土師質土器の存在が予想 されるのであるが、「赤焼土器」 との区別が明確ではな

い。現段階では皆無 とせ ざるを得ない。

H期は、やは りI期同様「赤焼土器」 と区別がつけに くい。わずかな資料か らの判断では、

砂粒が少な くなり、焼成はよく「赤焼土器」より硬質であるらしい。遺構の出土状況等から、

第69図 1、 第69図 4の皿、第69図 5。 6、 第71図 6。 7の鉢がこの時期のものと思われる。こ

k゛ :fづ ′
4

図 .Ix タリタト 避  tttl 層 位 巡物番号 菩1` 位 ‖〕   ち

号 IIIWj

I層

内 miに 黙 刊 馬

2層

第69図  11号・28号溝跡出土遺物
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図版 グリット 置 構 層 位 遺物番号 器  形 部   位 時期
調 整

偏 考

内  面 面

1 A-8 1号溝 理  土 54 皿 底   部 V期 ロクロナデ ロクロナデ 底部 回転糸切 胎土に白い針快のもの含む

2層 燈 明 皿 口縁部～底吉 V期

3 皿 胎上に自い針状のもの含む

胴部～底部

2層 上 口縁部～底喜 底部近くに傷跡あり

6

7 A-7 8 3層 底   部

8 口緑部～底ど

9 A-7 底 220 底   部 胎■に白い鉾代のもの含む

282 胴部～底部 績ナデ 三足は三等辺三角形の位置

第70図  1号溝跡出土遺物
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れらの資料をみると、平安時代の土師器皿 と調整技法はほとんど変わ りないようである。

Ⅲ期は、H期のものとは異なり、「赤焼土器」 と前述したごとく明瞭に区別することができ

る。この時期には、第69図 2・ 3、 第58図 10がある。 3、 10の小ⅢIは 、腰が張 り、急激に立ち

上がる。 2は やや大型であるが、外傾 しながら立ち上がる。外面のロクロロが極めて明瞭であ

る。

Ⅳ期は比較的量が豊富で、特に、 1号濤より集中的に出土している。この時期には第70図 1

～ 9、 第71図 4・ 5がある。いずれも皿で口径 5～ 9 cmの小型のもの、日径10cm以上の中型の

もの、そして 5の ような口径25cm以上の大型のものが存在する。ただ、 5については時期が明

確ではなく、V期に属する可能性 もある。

(4)瓦 質土器

瓦質の上器類には、橋鉢・火消壷・火鉢がある。橋鉢については陶器の項で扱っている。こ

こでは火消壺 と火鉢について扱う。

〔火消壺〕

第70図 10は 、三足の火消壺と考えられる。外面は縦位のミガキ後黒色処理している。胴

部上半を欠くが、おそらく内弯して立ち上がり、蓋が付 くものと考えられる。内面はナ

デで、炭化物の付着がみられる。他の遺物から判断して、およそ17世紀のものであろう。

〔火鉢〕

亀甲文の型押しのある口縁部破片で、細片であるため図示できない。他に、雷文の破片

itがある。

(5)瓦 (第 72・ 73図 、第 5表 )

今回の調査で出土した瓦は、表採品を含めて合計27点 出上した。I区は12点、H区は14点 (表

採品 1′ )ヽ、 表採品 1点 である。

これらの瓦を観察すると大きく4種類に分類することが可能である。

1類 凸面は縄目、凹面は布目のみられるもの (布 目のないものあり)。

2類 凸面はナデ、凹面は布目のみられるもの (布 目のないものあり)。

3類 凸面はミガキ、凹面は布目のみられるもの (燻瓦 )。

4類 凸面はミガキ、凹面はミガキのみられるもの (燻瓦 )。

1類は縄目の節は大きく、布 目は大きく荒い。 2類は1類に比べ小型化し、布目を消している

ものもある。 3・ 4類はいずれも燻瓦であり、四面の布目の有無の差による。 3・ 4類はいず
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第72図  I・ H区 出上瓦 (1)
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表察5表

図 版 グリット 遺 構 層 位 取上 番号 聰を  ,1
訓 整

分 類 時  期 備 考
凸   面 凹  面

B-3 14号 濤 上 層 平  瓦 縄 目 布 目 1知 I期

2 E-4 28号 濤 埋土 中部 III期

3 F-6 23号井戸 1層 952 ■～m期

4 [1号 濤 2層 丸  瓦

5 29号 溝 1層 Ⅱ期

6 E-3・ 4 H号 濤 底 平  瓦 ナ デ 2類 I～ I11期

B― J 5 1層 組 目→ ナテ

8 A-3 11号井戸 1層 縄 目→ ナ デ

9 B-5 11号 濤 底 485 丸 瓦 ナ デ

F-4 2、 3層 No611と 接合

11 A-6 1号 溝 3層 軒丸瓦 3類 Ⅳ 期 標 瓦 巴 文

2号 薄 丸  瓦 ナ デ 布 目

13 A-4 1号 濤 3層

F-8 18号井戸 2層 〃  中央に今]穴あ り

15 B-4 ■層 平 瓦 ナ デ ナ デ 4類

16 表 採

〕 A-3・ 4 12号 溝 埋土上部 288

(時期は遺構の所属 時期 を示す )

れも今泉城Ⅳ期以後の遺構に伴 うようである。したがって、逆に 1・ 2類は明確な遺構が平安

時代以降から出現することを考慮すれば、およそ平安時代から室町時代の中に位置付けること

が可能である。 1類はその使用年代は明確ではないが、およそ平安時代であろう。 2類につい

ては、おそらく平安時代後半から室町時代前半の中に位置付けるのが至当であろう。また、 3

類から4類への変化は、織田信長による安土城築城の際から布 目瓦がな くなったという指摘 (駒

井鋼之助 :1981)が あり、地域を異にするが、およそ 3類から4類へ変遷 したものと考えてよ

いであろう。また、共伴する場合 も当然考えられる。以上のことから、本遺跡出上の瓦は、お

よそ 1類から4類へ変遷 したものと考えることができよう。瓦の詳細については、第 5表に示

したが、いずれも細片が多く、平瓦と九瓦の区別のつけに くいものが分い。中世においては板

葺、柿葺などが流行 したが、瓦葺は極めて少なく、地方の館や寺院ではなおさらのことであろ

う。本遺跡出上の瓦は、館か周辺の寺院の棟に葺かれた瓦と理解 しておきたい。

(6)土 製品

土製品には土錘・羽口・吋蝸・土鈴 。その他がある。

|.漁具 (土錘 )

ここでは重複するが、平安時代の遺構 (I期 以前)出上のものも含めて述べたい。

土錘は出土総数29点 で、いずれも管状で中心孔をもつ ものである。したがって時期別の形態



変化はない。すでに平安時代の遺構より出上 したもの 5点は図示 した。その他に中世の遺構あ

るいは遺構に伴わない土錘が24点ある (第 74図 1～ 13)。 I区は北側のB-7・ 8区に多く、 II

区では南側 E-2区 や F-3区 に多い。

上錘は平安時代中期以後、Ⅲ期までの遺構か ら出土 し、他の時期は不明である。平安時代か

ら I期 にかけての ものは、長さ3.7Cm～ 4.9cm、 最大径1.4cm～ 2.2cmで比較的小型である。重 さ

は散在する傾向があ り、5,lg～ 13.7gである。逆に、II・ Ш期の遺構出上の ものや遺構に伴わ

ないものは、平安時代 (1期 も含む)に 比較するとやや大型化の傾向を示 している。中世の遺

構か ら出土 したものは、必ずしも遺構 と同時期のものか判断できない。例えば、本遺跡の南西

にある名取市清水遺跡 (丹羽茂 。他 :1981)の 出土土錘は 2種に大別されるが、古墳～平安時

代に位置付けされている。形態等によって時期 を限定できないと指摘されている。清水遺跡例

は、本遺跡のもの と比較 した場合、形態や重量にひらきがある。本遺跡出土例のうち、平安時

代か ら I期にかけてのものは、仙台市山口遺跡 (佐藤洋 :1981)の 平安時代の河川跡出土例に

類例 を求めることができる。年代的にもほぼ一致するものである。また、中世遺構出上のもの

や遺構に伴わないものは、比較資料がないがここでは中世の上錘 と理解 しておきたい。土錘の

時代的変化等は、川筋 (あ るいは海 )に 沿った遺跡の比較検討が、今後必要であると考えられ

る。本遺跡ではⅢ期の遺構に伴 う魚骨が出上してお り、魚類 との関連 も今後の検討課題であ

る。

2.小鍛冶関係土製品

小鍛冶に関係する土製品には、羽口・州蝸がある。

羽 口

羽口は 2個体出上 している。第104図 14は現存長 15.4cm、 最大径9.8cm、 内径は一定ではない

が約 3 cmを 測る。本例は11号濤 (E-4区 )2層 より出上 したもので、皿期に属するものと考

えられる。古代のものに比べると大型化 しているようである。先端には溶解 した鉄の付着が認

められる。他に12号濤 (Ⅳ期 )出上の細片がある。

姑蝸

姑蝸は 3個体分出上 している。このうち、図示できるものは第107図 9の 1点 である。 9は 口

径7.4cm、 器高3.3cmで九底である。内面には緑青が認められることから、鋼製品の製作に利用

されたものであろう。46号土渡上面より出土 した。本例は H～Ш期のもの と考えられる。他に、

F-8区 II層 と表採の各 1′点あり、いずれも口縁部細片である。

以上、これらの遺物か ら判断して小鍛冶遺構の存在が予想されるが、今回は明らかにするこ
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とができなかった。

3.その他

第74図 14は 土鈴である。16号濤 (Ш期)B-2区 より出土 した。信仰に関連するものであろ

うか。同図15～ 17は 、用途不明の棒状土製品である。16は 2ヶ 所に孔をもつ。

(7)石 製品

中世以降の石製品として、ここで扱うのは、礫 。礫石器、石臼、祗石、大形礫石器、帆、ス

レー ト片、珪化木、板石である。石臼を除けば、これらの遺物は館成立以前の今泉の各期にも

存在 し得るもので、各時期のものが混在 している可能性 もあるが、明確に分離 し得ないので、

ここで一括 して扱 う。

礫・礫石器 (第 75図 ～77図 、図版 21～ 23)

ほとんど加工 しない手に握れるくらいの自然の円礫の表面に、磨痕、敲打痕、凹み等の使用

痕 を残 した石器を、礫石器 と総称する。その使用痕の種類によって、磨石、敲石、凹石などと

呼びわけられてきたこの種の石器を、実は使用痕の在 り方が単純でないことから、それらの分

類を一担廃 したうえで、把え直そうとする試みもある (後藤 :1979)。 礫石器は石器時代に最 も

普通に知 られてお り、古墳時代～平安時代の住居跡から出土することもよくあるが、中世以降

ではあまり注意にのぼっていない。また、各時代 を通 じて、一般に遺跡を発掘すると、使用痕

加工痕等は認められないが、本来の自然層中には含まれてない、従って人為的に運ばれた可能

性のある礫が相当数出土するものであるが、発掘の際にあまり積極的に採集されないし、採集

されてもほ とんど分析・報告の対象とならない。

今回の発掘では、中世 (II～ Ш期 )の 内堀 と考えられる11号濤で、発掘中に埋上に分数の主

として拳大の円礫が含まれていることが注意された。これらの礫は主にグライ化 したシル ト層

である大別 した埋上の 2層から木製品や植物遺体 と混在 して出土し、特に一箇所にかたまって

出土することは無いが、 I区で 232個 、H区で39個 で、濤の屈曲部であるB-5区 に最 も多い

(146個。ついでA-5区 88イ固、B-4区 37個 )。 これらの礫は遺跡の自然層中には含まれておら

ず、人為的に運ばれたものと思われる。これらが合戦や習イ谷に関連 した「つぶて」(中 沢 :1981

参照)ではないか、との指摘 もあり、採集された礫すべてを分析対象 として、計測値、使用痕

の有無等の属性 を記録 した。ただし、発掘時に微細な礫や大 きな礫など、数 としてはごく少な

かったが、すべてを採集 しているわけではないので、その点、資料に限界がある。他の遺構に

ついては、11号濤のような礫の出土状況は見られず、採集されている礫 も少 く、かつ採集方法

も充分でないので、使用痕の認められたものについてのみ報告することにした。礫石器の使用



痕については、一般に客観的な認定基準が定まってないが、一応、ほとんどの観察者が一致す

ると思われる明瞭なもののみを認定 した。磨痕では非常に滑らかな面 (図版23-1)と 、集中

的な擦痕 (図版23-2)で ある。敲打痕は、自然の作用による細かな凹み との区別がいっそう

難 しく、確実なもの と認定されたのは 1点 のみである (第76図 10)。 まって、使用痕が認定され

なかったものの中にも、実際には使用されたものが含まれている可能性は当然ある (なお、実

測図の表現はP.H4参照 )。

(11号濤出土の礫〉 計測値の記述的な統計表現は第78図 に示 した。直接比較できるデータが

無いので、これ以上の事は言えないが、長さをとった場合、平均値±12～ 13mmの 間に全体の約

68%が含まれるのは、かな りの集中度 と言えよう。形態に関しては第78図 4に 長さ・幅・厚さの

比を示 した。このグラフは、縦軸が礫の平面観を示 し、1.oが円形で、数値が大きくなるにつれ

細長 くなることを示す。横軸は断面形で、数値が大 きくなるにつれて厚味を増 し、1.0が最大で

円形になる。このグラフでは、角の有無等細かい形は現れないが、観察所見として、楕円形で

偏平ないしや厚味のあるものが大半を占め、角ばって厚味のあるもの、棒状、角柱状のものは

非常に少ないことが言える。

使用痕が認められたものは、 I区 で 7個 (3.0%)、 H区 で 6個 (15,4%)、 計13個 (4.8%)で、

割合は大変少ない。第75図 3は側縁に平坦な磨面があり、 6は側縁に二つの央 り状の象J離痕が

ある。 8は破断面 も磨 られ、二つの凹みには媒状の付着物がつまっている。使用痕 を有するも

のは、必ずしも標準的な大きさ、形態の礫ではない。

石質では、I・ H区 を併わせて、安山岩が40.6%、 砂岩系のものが27.3%で 大半を占める(第

78図 5)。 安田 (1978P.523)は 、名取川の下流域で 2 kmご との礫の最大粒径 (2500mを 内に於ける

最大粒径 8個の中径 を求め、算術平均 したもの)を示 しているが、今泉城 を扶む 2地点のそれは

は、21cmと 12cmで あ り、かつ安山岩を多く産するという報告は、参考になろう。

〈その他の遺構の礫石器〉 発掘区全体では上述のような小形の礫が13ユ個採集されている。最

も多いのが15号濤で14個 、ついでE-7区 19号井戸 8個、29号 濤 6個、21号濤 5個で、11号濤

に比べ、ずっと少ない。 うち、18個に使用痕が認め られた (大形の礫は、大形礫石器の項で扱

う)。

11号濤か ら集中的に出上 した礫については、遺跡の重複性や採集方法の問題 もあ り、その性

格 を明らかにし得ないが、出土状況や大きさ・形態の集中性から見て、中世に於いて選択的に

今泉城に持ち込まれ、濤の埋没過程に廃棄ないしは取 り込まれた可能性が強い。また、礫は遺

跡の前面を流れる名取川から採集されたのではないだろうか。使用痕 を残す ものが確実に含ま

れているが、平安時代以前の遺跡 も重複しているので、中世に於ける礫石器の存在については

ここでは確定的なことは言えない。他の遺構出土のものについても同様である。ただ、形態や
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Ocm

図 版 地 堅 遺   梢 重電回 石 質 磨痕 その他の使用痕 備 考

75-1 A-5 H 号  薦 64 0 33 2 ン ル ト 岩 C HI 翔,

-2 0

121 2 ftu  粒  砂  岩 Э

B-4 雄   灰   岩 0

-5 II粒 砂 岩 破  損

B-5 87 9 36 7 C

60 6 安  山  岩 ○

129 ル ト 岩 ○ 縁 辺 に決 り二 つ

86 6 82 3 113 凝 灰 岩 ○

-8 F-4 69 4 流 紋 岩 ○ 凹み 二つ 口 み に燥 付 着

76-9 E-4 86 1 63 1 穿  山  岩

Э 破 〕t

中 粒 砂 岩 Э

A-7 4号 土 城 0 平 安

E-3 29 号 濤 2  層 il粒 砂 岩 II 期

-12 54 4 44 0 15 0 安  山  岩

-10 F-7 21 号 溢 埋土中位 (102 1) 35 8 23 7 ネルンフェルス ○ 破  損 Ⅲ 期

F-8 2  √ 54 8 ル ト を ③ 破  損

層 ホルンフェルス ○

13 号  湊 最 L層 中 粒 砂 岩 ○

巌 埋 上 下 都 ○ Ⅳ  期

72 7 中 粒 砂 岩 ○

―13 B-4 12 号 133 3 92 5 (209) (233) lrl粒 秒 岩 擦痕のある狭 り 2つ 破  狼 ?

■15 1号猛穴選構 74 8 ン ル ト 老 ①

B-2 14号 上 垢 ス レ ー ト ① 破  損

77-19 B-3 13号 井 戸 (1697, 0 破  損 Ⅲ  期

E-7 19号 井 戸 15 3 0 破  損 V 期

B-5 7号 井 戸 I期

76-16 A-1 Ⅱ  層 94 6 25 4 72 ① 不  明

77-18 E-7 66 9 58 2 55 0 中 粒 砂  岩 ○

Ⅲ  層 5 no l 48 8 ○

第77図 礫石器 (3)



長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重 量 (g)
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88 2 65 6 311
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!I号 溝 出 土 礫 統 計 グ ラ フ (側 々の確の観察表は無数の糾今によ り綿 した ,



使用痕の在 り方を見た場合、いわゆる石器時代の礫石器 とは多少異なった印象を受けるものが

含 まれる。今後、中世以降の遺跡におけるこのような礫の出土に、より注意が払われるべ きだ

ろう。

砥石 (第79図 ～84図 、図版235。 236)

今 日、我々が普通に目にする祗石は金属を研 ぐものであるが、広 く物を研 ぎ磨 く道具 と定義

され、我々が ｀
祗石

″
として認識する遺物は石器時代に遡 る。古墳時代以降になると我々が 日

常刃物を研 ぐために使 うような方形の祗石はかな り普通に見られるようになる。ここでは比較

的粒子の細かい岩石で、平坦な磨面をもつ ものを砥石 として分類 した。分類した祗石は、宮城

県刀剣登録審査員の中川高氏に鑑定頂いたが、すべて金属に対 して使用可能 とのことである。

小片も含めて88′ミが得 られ、かなりの出土量 と言える。他の石製品同様、個々の祗石の正確

な時期は決め難いが、出土量の多さから見ても中～近世のものが主体を占めると推測される。

砥石 を用いる人による最 も一般的な分類は、荒祗 。中砥・仕上祗であり、この二つの区分は、

高級品・特殊品を仕上げる場合などを除けば、対象や人によって極端な差は無いようである。

もちろん、日の粗さは原石によって決まるので、上記の二つの中でも様々な段階のものがあ り

中間的なものもある。それ以上の細かい分類は用途・産地を併わせ、地名等を冠 した固有名詞

的なもの、商品名で、高級品や名品に主眼が置かれ、時代や人によっても様々で、考古学で通

常用いるような、属性に与えた優先関係に基づ く分類ではない。このような名称については、

為撲≧芽歯公 (寺島良安編 1712正 徳 2年  105巻 )、 働米諭絡密遂戯会 (蔀関月画 1799寛

政11年 、 5巻 )や現在販売されている自然祗石の名称が参考になろう (な お、村松 1973 R

171～ 195参照 )。

ここでは、全作 を便宜的に形態によりI～Ⅳ類に分類 して提示することにした。 I・ Ⅱ類は

直方体にきれいに面が画されたもので、 I類 は断面に厚味があり、H類は偏平なものである。

破損品が分く、かつ祗石の場合破損面 と磨面の新 旧関係が明環でないので、大きさでさらに分

けることはしなかった。m類は大形で不定形なもの、Ⅳ類は末端が石斧のような形をしたもの、

V類は中央に滞がある有濤祗石、Ⅳ類はいずれにも属さない不定形なものを一括 し、小片で形

態不明のものも表にまとめた。この他に、中川氏によれば、大形礫石器のⅣ類としたものが固

定式の砥石 として使用可能 とのことである。

〈目の粗さ〉 今回出上した祗石は中川氏によれば、概ね中祗の範中に入るもので、日用品を

対象 とするなら、仕上砥 として使用可能なものも含まれる。本格的な荒祗は無い。また、名品

の類は 1点 も含まれてない、とのことである。石質 との関連をみると、シル ト岩が中祗か ら仕

上砥に、細粒砂岩やホルンフェルスが中祗か らやや荒い方に対応するようである。



〈面の状態〉 I・ H類の場合、特に、最 も使用されたと思われる 1～ 2面が凹面 となり、他

の面に比べて滑らかに磨 り上がっていることが多い (実測図に*印 で表示 )。 これは必ずしも祗

石の正面側 (幅広の面 )と は限らない。逆に凸面をもつ例 もある (No29 第80図 10。 ○で表示 )。

Ш類では、No44(第 81図 14)が平坦面 と側面に凹面を、Nα 37(第 81図15)が平坦面、凸面、凹

面を持ち、ぞれぞれに使用されているようである。用途に応 じて使い分けられたのだろう。Ⅳ

類では、貝殻状の手」離面の内部を磨 りこんだ り (No59、 第84図 26)、 破片全体 を特殊な面の形に

磨 ったり (Nα 63、 第84図 27)、 折れた角 と折れ日の部分 を幅狭な砥面 として利用 している例 (No

57)がある。

〈擦痕 。その他の痕跡〉 祗面の表面は研磨によって滑らかになっているが、その上に多数の

線状の傷 (擦痕 )が残されている (図版233.5)。 このような擦痕の大きなものは、我々の通常

の祗石の用法からすれば、刃こばれを消 した り、研 ぎす ぎた刃を潰すため、刃を垂直にあてた

結果 と思われるが、全体に現在の祗石に比べ擦痕が非常に分い。これらの擦痕は幅 。深さとも

様々で、同じ祗石の面には同種の擦痕がある程度集中していることから、こす りつけられた刃

物の多様さを反映しているものと思われる。

また、祗面や破損面に、特殊な刃先や部分 を研いだような小さな濤がいくつか見られる場合

がある。No 54(図 版23-6)は 幅 l mm位の濤が数本 1組で、側面に扶 りをつけている。

No25(第 80図 8、 図版23-7)で は高文打痕が見られ、No l(第 79図 1、 図版23-4)で は整

形のためか、削 り取 られたような跡がある。 H類のNo 27、 No 35は 側面が切 り離されたままに

なっている。

以上、出土した祗石について概括した。これらの祗石の様々な面の形状、擦痕は多様な刃物

(農具 、武器、工具等 )の存在を想せるが、具体的な使用対象 。使用法等を明らかにすること

はできない。使用痕 をいくらていねいに観察しても、それ自体か らは解釈は成立 しないのが使

用痕研究の原則であ り (芹沢 。梶原・阿子島 1981)、 祗石の場合、実験が難しく、用法が変化

に富んでいるため、民俗例の援用 も容易でない。分類 した各形態 と用法の関連も、今回充分明

らかにし得なかった。観察表も、あくまで記述的な段階にとどまるものである。また、祗石の

原産地同定については、これまでほとんど試みられてないが、追求 してみる価値はあろう。自

然祗石の採掘は、近年急速に衰えてお り (村松 1973)、 宮城県内で現在採掘が行われている と

ころはない。しかし、各遺跡出上の資料の比較や、最近まで採掘されていた祗石 との比較、伝

承によるかつての祗石産地の探索などの基礎的作業を通 して、ある程度明らかにできる可能性

もある。
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第80図 砥石 I類 (6)、 H類 (7～ II)、 Ⅲ類 (12・ 13)
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第 6表 砥石観察表
I類 (No l～ 21),H類 (22～ 35)・ H類 (36～ 49)・ Ⅳ類 (50,51)・ V類 (52)・ Ⅵ類 (53～ 66)

*「平 コは 平 Jl画。 凹 は ピ1画 、 凸 は 凸画   *「 捺 」は擦 皮 が 累 しい 、意 。

*目 の荒 さで特 に 記載 の無 い ものは中祗   *単 位 は mm、 g

図 脱 地 区 区 選   柑 層  位 帖 厚 石  質 伯 宅 下 限

1 E-3 25号引=戸 64 よ ンル ト岩 中 ～ 仕 上 砥 凹 3、 平 ユ I ttI

B-7 3号辞 37 4 50 8 細 粒 砂 岩 凶雪2、 下r2

ングレト岩 /Jヽ月

F-7 26号土 壌 埋 土 上 部 24 2 29 4 凹 2、 平 2、 黒 色 付 着 物 H期
5 F-4 H号 溝 3  層 20 8 細 粒 砂 岩 四 3、 平 ユ、溝 ユ

A-3 12号 引=戸 埋 土 上 部 や や 荒 目 III期

A-5 11号 溝 2  層 凹 1、 平 2、 破 】1画 も研 磨 、 溝 2

8 凹 2、 平 2、 溝 2

層 凹 2、 平 2、 擦

層 37 5 凹 1、 平 3、 全 体 に うす い 黒 色 付 着 物

11 F-4 2  層 47 1 30 2 凹 2、 平 2

F-3 40 7 28 3 シル ト岩 や や 荒 日 、 回 2、 平 2

-5 中 ～ 仕 上 砥 、 凹 1、 平 2、 溝 2

15号 溝 1・ 2層 43 8 泥   君 凹 ユ、平 3、 黒 色 付 着 物

21号溝 2  層 57 9 89 3 細 粒 砂 岩 凸 1、 平 1(溝 ユ、擦 多 )、 凹 1、 「 備 水 」に や や 似 る

44 0 四 1、 平 3(擦 )、 天 童 産 ?

17

A-7 1号溝 政 部 に 溝 V期

1 層 シル ト岩 凹 2、 平 2、 部 分 的 に 黒 色 付 着 物 、 濤 ユ

F-4・ 5 26号溝 凹 2、 平 1、 黒 色付 着 物 、溝 ユ

層 細 粒 砂 岩

一 -11 B-3 14号 溝 36 9 中 粒 砂 岩 四 2(溝 1)、 TR」 菌 凹 2 I期

A-8 (2号 掘 立 )
39 4 凹 1(離 )、 平 ユ、 側 面 平 2(擦 ) III頚鴎

11号 溝 2  層 30 1 凹 1、 平 1、 側 面 平 2

-8 F-4 26 0 糸Ш粒 砂 岩 中 ～ 仕 上 ItK、 四 1、 平 1、 側 面 凹 2、 溝 2、 擦 、散 打痕

F-6 21号溝 2  層 凝 灰 岩 凹 2、 側 面 凸 2、 灘 ユ

A-2 15号 濤 層 34 5 89 細 粒 砂 岩 中 ～仕 上 祗 、 凹 1、 平 I、 両 側 9」 り放 し、溝 3 IV期

16号 滸 ユ0 4 中 粒 砂 岩 凹 2(凄 側 面 平 2

― IO A-2 1号溝 3  層 40 1 90 細 粒 砂 岩 凸 2(溝 側 面 平 2 V期

B-8 3号土 壌 里 」 1、 ■
2 側 面 平 2 不 明

B-6 III  層 7 1 凝 灰 岩 [Jロ ユ、・T4 lRJ雇面凹2

A-3 57 3 四 ユ、平 側 面 凸 1、 平 ユ

表  採 凹 2、 側 面 平 2

ンフレトテ言 凹 1(溝 3、 棟 光 凸 1(擦 )。 側 面 平 2

表 採 ? 27 3 凸 2、 両 側 切 り放 し

図 版 地 区 遺  梅 層  位 長 幅 厚 重 量 石   質 臓 考 下限

4号 土 城

ヨユ(灘 1)、 平 1(黒 色 付 着 物 、擦 )、 国 ユ

5号 土 城 平l(擦 多 ) III期

細 粒 砂 岩

11号 鴻

I号土 鑽

中 ～ 仕 上 祗 、 側 面 に 311本 1組 の 換 り込 み

9号 土 墳

破狽 した三 角 形 の角 と割 れ 口 も使 用 、平 2

層

細 粒 砂 岩

(50) 三 角 形 、凹 ユ(側 面 )、 暴 色 付 着 物



No 地  区 遺 構 層 位 石 質 下 限

F-5 3号住居 砂 山石 平安

E-3 29号 溝 最 下 層 凝  灰  岩 II期

E-4 ■ 号 濤 Ⅲ期

F-4 1  層

B-6 3号井戸 8下 層 細 粒 砂 岩

A-5 9号 濤 シ ル ト 岩

A-3・ 4 12号 溝 ホルンフェアレス Ⅳ期

A-4 最 上 層 シ ル ト 岩

B-4 埋上上部 細 粒 砂 岩

中 粒 砂 岩

B-2 15号 濤 最 上 層 細 粒 砂 岩

第 7表 砥石観察表 (形態不明 )

砥石・礫石器の実測図表現法

破損面

く硬質の石

軟質の石>

自然の凹み

石自 (第85図・86図 、図版22-2・ 3)

石臼には粉挽き臼と茶臼があり、三輪 (1978a、 b)に詳 しい。今回の発掘では粉挽き臼の

上自 9、 下自 6、 茶自の上臼 8、 下臼10の計33個体分が出上 した。すべて破片である。 I期を

下限とする茶臼 1ィミ (No 1 8)、 3期 を下限とする茶臼 1点 (No 2 0)、 5期 を下限とする茶臼

1点 、粉挽き臼 2点の他は、すべて 4期 を下限とする遺構から出上 している。今泉の I期は12

世紀～13世紀中葉に定められてお り、石臼としてはかなり首い出土例 となる (三輪 1978b、

PP。30-31参照兆

B-2区 14号土渡では、粉挽き白 5点、茶自 3点が一括 して廃葉 された状況で出上した。こ

地  区 遺  構 層 位 石 質 下 限

B-2 16号 溝 細 粒 砂 岩 Ⅳ期

A-7・ 8 1号 濤 1 層 V期

F-5 25号 薄 中 粒 砂 岩

B-4 9号井戸 2   '膏 細 粒 砂 岩 Ⅲ期

7  層 中 粒 砂 岩

B-1 17号井戸 ス レ ー  ト 不明

色-4 ピ ッ ト 凝 灰 岩 ?

B-2 H  層 ス レ ー  ト

凝  灰  岩

B-7

F-8 中 粒 砂 岩
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第35図 粉挽き臼
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地 区 越 tHL 層  位 直径

D

＊
高

Ｈ‐

上  縁 A、 くみ

S

翔
画

勝

分

×

供給 ロ

aXb
T 質 残存率 備 考 下  限

h

B-2 14号上娯 (310) 不  明 安  山 岩 % Ⅳ 期

(350) %

3 B-4 12号 湛 埋上上部 (248) 127 %|

4 A-7 1号 溝 層 (280) (35) 45× 45 安 山 岩 % 供給 口内に放射状の溝 V 期

5 F-2 27号井声 埋土上部 (320) %

6 A-6 ど 号 滸 不 F71

F-8 18号 lII 温 無 ?
1/x V  期

8 E-7 ■  層 (332) 不  明 %

9 F-2 3号土颯 (284) %|

第 8表 粉挽き臼・茶臼観察表
粉挽 き 。上臼

茶・上臼

茶 ・ 下 臼

単位はmm

岳1押 1法 は三 輪 (197S a、 b)に 基 く。

■ 1先形 品が無 いの で直径 を 2付 した。( )内 は 外

縁 の JINか ら推 定 した もの で対1当 の 誤差 を含 む 。

単 2〔  〕内 は上 繕 欠根 の為 H rhを 計 よJ。

*3( )内 は 失41し たI縁 の 本部 の割 れ 口 を PI‖ 1。

*4「不 明 」は器 は右 るが分 画 の 有無 が不 明 、の 意。

キ 4*5「 ―」は言亥当吉L分 が

'■

審 しない。

*6S′ は下白の突出度。
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地区 逃  t441 層 位
直径

D
高

脱

お、くみ

S' 半6

画

滸

分

×
狂f  質 残存率 備 考 下  限

B-2 16号 溝 (226) 63+ 不  明 安  山 岩 % 臼画が傾斜 Ⅳ 期

15号 r4 最 上 層 分画有 り %| 心棒孔か らえ ぐりに放射状の lF・

14号土環 不  RIl /

(238) %

E-3 II  冠 %

F-4・ 5 26号 れ (270) 18?× 3 /1ヽ h 側面に縦の ノミ痕 r(― v)剪

地 区 遺  構 層  位
直径

Dl

高

Hl

上  縁 お、くみ

S

分画

×滸

供給 H
石   質 残存華 備 考 下  限

h

16 A-4 ユ2号 離 1 層 (117+α〕 Ij無 安  山 岩 % Ⅳ lul

F-2 31号 溝 (203) 石英安山岩 卜片

B-4 ユO号井戸 埋土中位 (220) 沸無 安  山 岩 な I 潮

19 I玉   届 月ヽ h 挽手孔に装飾

F-4 ュ1号 穣 不明 臼面よく磨減 III 剃

．２‐ F-45 26号 溝 1 層 (176) Vl一 V)翔

B-2 14号 土峨 理土下部 (186)

B-1 17号 井戸 埋土 中位 茶臼 ?

地区 選  構 層 位
直 径

Di  D2  D3

局

H2 H3 H4
皿 縁 画

溝

分

×
石   質 残存率 備 考 下  限

B-2 14号土策 182   (320) 8× (2 3 5) 安 山 岩 % Ⅳ 期

(402)

B-1 17号井戸 埋土上 部 (300) 凝 灰 岩

B-4 12号 溝 安 山 岩

A-8 I号 溝 (286) 受則と外面に放射状の溝 V 翔

F-5 26号 湛 埋上下部 不明 % V 期

F-4 5 層 V(～ V)基

B-4 12号 FI・ 埋土上部 (364) % 2点接 合 Ⅳ  期

B-2 14号 土瑛 (326X204) 87  30 19 底面に放射状の溝

粉挽 き自



の他では、26号濤がやや多い。表面に黒色の付着物が見 られるものが多い。破損面にも付着 し

ている場合が夕いが、性格は不明である。火を受けたものとはやや異なる感がある。

三輪によれば、地方によって独特の形態・ 目のパターン、石材等が見 られ、特徴的なものに

ついては、産地同定・流通範囲の追跡が可能であるという。このような作業は考古学的には、

まだあまり進め られてないが、試みるべ き課題である。宮城県内では、まだ充分な資料の集成

が行われておらず、報告例 も他 との比較が可能なようなデータの提示をしていない。今後、こ

のような作業を進めてい くためには、規格的な計測方法によるデータの提示が望まれるので、

三輪 (1978a、 b)の示 した計測方法を、ほぼそのまま採用 した。ただし、発掘品ではどうし

ても破片が分くなるので、より細かい部分についても、できるだけ計測値を採ってみた。供給

日、芯棒孔、挽き手孔の残るもの、えぐりの残 りの良い物等はすべて図示 してあり、計測でき

ない項目、図上で計測可能な項 目は、表に含めてないものもある。もの くば りが確認されたも

のはない。観察表の不備については、今後、経験的に修正 されるのが良いと思 う。近隣地域で

このようなデータの提示をしているものに、福島県伊達郡の梁川城の報告がある (福島県教委

1981)。

破片が分く、法量や 日のパターンについて、はっきりした傾向はつかめないが、全体にえ ぐ

りが大きく、供給口や芯棒孔～えぐりに放射状に広がる濤状のノミ痕 を残すものが見られる(図

版22-3)。 側面を維方向の浅いノミ痕がめ ぐるものも数例ある。供給口と挽手孔のつながる例

(No 2)、 下臼面が傾斜 している例 (No10)、 上臼側壁がかなり内傾する例 (Nα 3)が各 1点 ある。

石材はほとんど安山岩が使われている。No3は 発泡の良い多孔質で硬質の安山岩を用い、他 と質

感が異っている。

現段階では今泉城出上の石臼の規格性等について、はっきり論ずることはできない。製作法に

ついても今回は充分観察 しきれなかった。 I期 を下限とするような古い石臼については、今後

の類例を待ちたい。

大形礫石器

これは一般的な名称ではないが、大形の礫 を素材 として、使用痕や加工痕を残すものを、こ

こに一括 した。すべて破片で完全な形状を知 り得ず、残 されている部分の特徴から、とりあえ

ず I～ Ⅵ類に分類したものであり、同じ類 として分類 したものが、実際に同じ種類のものだっ

たかどうかはわからない◎

I類 (第87図 1・ 2 図版22-9。 10)

推定で直径20～ 25cm、 厚さ 3～ 5 Cm程度の楕円形で偏平な礫を素材 とし、表面に磨痕 を残す

と思われるものを I類 とした。表面に皮膜状の黒色物質が付着 している。破損面にも付着 して



いる場合があり、性格は不明である。磨痕が確認できないが形態的に同じものは、これに含め

た。13´ミ出土 している。

H類 (第87図 3・ 4 第88図5 図版22-11・ 12)

大きさは I類 とほぼ同じだが、表裏両面が平坦で平行 しているものをH類 とした。縁辺の形

状は破損しているため、ほとんど知 り得ない。 I類同様、黒色の付着物が覆っているものが多

い。13点出土している。

Ⅲ類 (第89図 8・ 9 図版22-5・ 6)

多孔質で、レンガ状の平坦な面を残す もの。磨痕はあまり明瞭でない。 3点出土。

Ⅳ類 (第 88図7 図版22-7)

台上の石で、滑らかな凸状の磨面を持ち、反対面にも若千の磨痕がある。中川氏より固定式

の祗石ではないか、と御指摘を受けた。図示 した 1点の他に、これに類すると思われる破片が

iミ ある。

V類 (第 88図6 図版22-4)

石鉢や松明台と称されるものの破片か と思われる。第88図 6は 、縄文時代の石皿 とも考えら

れる。 4点出土。

Ⅵ類

厚さ10～ 20cm位 の台状の石 と思われる破片で、磨面が複数のものもある。 5点出上している。

以上、便宜的に分類 したが、他に形態は不明だが、大形礫石器の破片か と思われるものが31

点ある。この種の石製品については、今後類例や完形品の発掘に注意 したい。

硯 (第89図 12)

11号濤の底から 1点 出上 している。

スレー ト片 (第89図 11 図版21-13)

大きなものは一辺20cmを 越えるものまで、大小26の スレー ト片が出上 している。うち、磨面や

擦痕が認められるもの12点 、擦切痕のあるもの 3点、磨面 と擦切痕の両方を有するもの 1点 、

格子 目状の刻線をもつ もの 1点がある。刻線は細 く浅い線で、各々の線は一気に引かれず、何

度かずつに分けて引かれている。線は a面 でははっきりしているが、 b面では非常に弱い。性

格は不明である。

畦化木 (第89図 10 図版22-8)

16点出上している。うち、おそらく流水の作用で全体が磨減 した長 さ10～ 15Cm位になると思

われるものが 7点ある。その中の図示 した 1点 には、明瞭な磨面 と鈍い擦痕が認められる。何



Ocm

第37図 大型礫石器 I類 (|。 2)、 II類 (3・ 4)
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第89図  大型礫石器Ⅲ類 (8・ 9)、使用痕有る珪化木 (10)、刻線のあるスレー ト片 (II)、 硯 (12)



第 9表 大形礫石器観察表

I 灯 i

図 版 地 区 巡  IIII 層  位 τ「 質 備 考 下 限

A-6 8号 離 安  山  岩 黒 色 何 着 物 平 安

B-3 14号 濠 門  緑  岩 破■1面 にも X期

E-3 29 =テ  FFI 玄  武  岩 2点接 合 II期

12号 引!戸 理 土 中 位 安  山  岩 III期

中 粒 砂 岩

6 B-2 11 =テ  澤尊 流  紋  岩 (

B-5 凝  灰  君 黒 色 付 着 物

8 -1

9 泥 岩 (prx■ 1面にも)、 カロ熱・は じけ、2■接合

2 層 ( )

B-2 15号 轟 安  山  岩 Ⅳ 期

A-8 1号 濤 底 中 粒 砂 岩 (破工1画 1こ も) V期

II 舞〔

E-2 29 ■ナ 召写 安  山  岩 ( ) H剣電

A-5 11号 滞 2 層 疑  灰  岩 黒 色 付 着 物 HI期

ユ 層 安  山  岩

-3 黒 色 付 着 物 (破損 面 に も )

F-4 ( )

12号 濤 ( ) Ⅳ 期

E-2 31号 溝 層 黒 色 付 着 物

-5 A-6 1号 濤 (破 lFt面 にも) V期

A-7 層 安  山  岩 方口葬に?

中 粒 砂 岩 黒 色 付 着 物 、 加 熟 ?

E-4 層 安  山  岩 方田葬卜? 不 明

πく  FIB 不 明 安  山  岩

III  理 [

B-4 II号 濤 III期

-8 A-8 2号 濤 上 面 凝  灰  岩 力H繁楽 ? Ⅳ 期

-9 B-4 12 ■ヂ 石岳 安  山  岩 黒 色 付 着 物 (破を1面 に も )

w tti
F-2 31号 溝 層 雅  灰  岩 固 定 砥 石 か 。 2′ヽ接 合 W期

II 層 安  山  岩 固 定 砥 石 か 不 明

V AFi

11号 溝 層 石 英 安 山 岩 黒 色 付 着 物 m抑1

-6 B-2 14号 上 娠 埋 上 下 部 安  山  岩 石 皿 か ? Ⅳ 期

B-4 12号 溝 安  山  岩

31号 溝 層 黒 色 付 着 物 (破オ1面 に も )、 内 面 よ く磨 減

Ⅵ  好:

E-8 21号土 城 埋 土 上 部 鶏I粒 砂 岩 平 安

A-2 15号 井 戸 中 粒 砂 岩 黒 色 付 着 物 。 加 熟 ?5点 接 合 H期

m号 濤 安  山  岩 HI期

B-2 14号 土 環 理 土 下 部 Ⅳ 期

16号 溝 中 粒 砂 岩 ガロ第砦 ?

かに使用されたものだろう。また、朱色の斑状の付着物が一部に認められるものが 1点 ある。

使用 と関係 したものかどうかはわからない。

板状の石

砂岩・安山岩等の厚10mm程度の板状の石の破片が31タミ出上 している。加工痕・使用痕は認め

られない。

軽石片

軽石片が 7点出土 しているЬ加工痕 。使用痕は認められない。

(3)木 製品      
―

木製品は I・ II区から合計995点出土 している。ぼろぼろとなって個体数の数えられないもの

も存在することから、総計は1,000点 を越えることは確実である。この うち、堀 と考 えられ る

滞 (11号・21号・29号濤)か らの出土数が最 も多く、336フ点で全体の34%を 占める。木製品の種



類では、加工痕 をもつ木片が最 も多く294点、次いで曲物類136点 、自然木116点、削片78点、切

片63点等である。他には竹製品や漆器が目立つ。

ここでは、民具研究の分類を基本 として概説 したい。

1.履物

履物には、下駄・草履・田下駄が出土している。この うち田下駄については後述する。

(1)下駄

さて、下駄には有歯 と無歯のものがあり、本遺跡では前者のみである。有歯下駄はさらに、

連歯・差歯に細分される。

本遺跡出上のものは、合計 7点出土し、連歯のものが 5点、差歯 2点である。第90図 1～ 5

は連歯下駄である。小判形あるいは楕円形で小型のものが多い。同図 6・ 7は差歯下駄の破片

である。 6は 足駄であろうか。この 6。 7は 露卯か陰卯の ものか不明である。成人女子の下駄

幅は 3寸～3、 4寸 、7～ 9歳女児用は 2寸 8分 との指摘 (潮 田鉄男 :1982)があ り、また、この

指摘にある出土下駄の形態を考慮すれば、本遺跡出上の下駄は、 1～ 3は子供用、 4～ 7は 成

人用のものと考えられる。また、6を 除いて女性用の可能性が高い。鼻緒穴は、径や位置がや

や不揃いであり、樹種や木取 り方法 も不統一である。

(2)草履

鎌倉市諏訪東遺跡 (鎌倉考古学研究所 :1981)では、この種の木製品にワラの付着や鼻緒の

ついたものが出上 していることから、草履の芯 と考えている。

第90図 8は 、現在本遺跡では唯―の出土品であり、草履の芯になる板材 と考えられる。県内

では、高清水町観音沢遺跡 (加藤 。阿部 :1980)に 出土例がある。

2.桶類

桶類には曲物 。今U物・結物の 3種類があり、曲物は古 くか ら存在 し、結桶はおよそ鎌倉後期

以後に出現 したようである (宮本常一 :1981)。 第93図 9は V期 の井戸から出土 したもので、唯

一全体のわかるものである。博 (側板 )は 10枚 で構成されている。範 (竹 )が三段はめてあっ

たが、取 り上げ時には腐敗 してしまった。この桶は出土状況か ら考えて水汲み用の小桶、ある

いは釣瓶 と考えられる。

底板

同図10～ 13も 9と 同様の桶の底板 と考えられる。13は 底板の内面 と考えられる面に無数の傷
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第 10表 木製品(I)観察表

図 版 クオ|'ン ト 遺  構 層  位 覆   類 木取 り 時 期 登 Fk番 号

9号井 戸
埋 土下 部

北束壁 付 近

下  駄

(子供 用 )

板 目 I期

松 材 、 長 誉 15 3cm、 |I17 7cm、 高 さ 4 1cm、 台 Vさ 1 5cm、

連 歯 。 後 が 少 し細 くな っ た 精 円 形 で 曲 の 一 翻Wよ 欠 】L台
4/kの 養側は前後共に削ってある。郵絡人は直径06-07
の円形で、台被に対 して垂直に芽たれている。出に厚 さ

390

2 ■号 溝
下  駄

(子供 用 ?)
Ik目

ケ ヤ キ 材 、 長 さ 15 6cm、 噛 8 0cn、 高 さ5 0Cm、 FI厚 さ 15
Cm、 建 歯 。 前 歯 の 厚 さ は 35℃ m、 後 出 は 3 0cmで歯 は 丸 く

な つ て お り、 後 歯 は 斜 め に す り減 っ て い る 。 前 壺 は 斜 め

に 、 後 壷 は 垂 直 に 穿 た れ て お り 、 0 9Cm× ユ iC鷹 の 方 形 。

前 箋 の 前 方 が 少 し く′
=ん

で い る 。

388

2層
下  駄

(子 供 用 )

41x目 m期

ケ ヤ キ 材 、 長 さ ユ2 2cm、 幅 6 2cm、 高 さ 4 1cm、 台 厚 さ ユ ユ

Cm、 連 歯 。 歯 は 厚 さ 1 9Cmで 前 後 共 に 少 し斜 め に 作 り出 さ

れ て い る 。 外 緒 人 は 少 し針 め に 穿 た れ て お り 、前 差 は 08
X055Cmの 精 円 形 、 後 主 は 07～ Oれ mの 不 定 形 。 歯 は 殆

ん ど 減 っ て い な い 。 台 被 の 基 は 肖1旗 あ り。

4 2層 下  駄 板 目 m期 Cm、 連 歯 。 歯 は 丸 くな っ て お り 、後 歯 は す り滅 っ て い る 。

台 の 表 は 中 高 で 、後 部 に 削 痕 力'あ る 。界 絡 人 は 11～ O ecm

台 厚 さ 1 4cm連 歯 。 半 分 く ら い 欠 ■1。 前 主 が 歯 の 上 に 穿 た

れ て お り、中 央 部 が 少 し くば ん で い る 。 前 歳 は 直 径 i tlcm

I区
表採

(11号 溝 ?)
下 駄 (歯 ) 板 自 IIt理 1?

銀 杏 材 、差 歯 下 臥 の 歯 、上 底 8 2cm、 下 底 15 3cm、 肩 商 8 Scm

釜 高 1∝ mの 台 形 。 台 部 の IPj人 に 入 る 突 起 を 2つ持 つ 。 全

体 的 に 丸 味 を 待 び て お り、 傷 が あ る 。

■号 溝 埋 上 下 駄 (台 部 ) m期 長 さ 21cm、 差 凶 下 駄 の 台 部 。 半 分 欠 猟 し、 後 菱 も半 分 久

〕t。 台 の 楽 面 後 者Ыよ腰 み を持 つ 。

8 H号議 (南 濡 3層上面 草  履 んと目 H期末

長 さ25 0Cm、 幅 ユ0 5Cm、 厚 さ0 2cm、 群 い 2枚の標 を左右

対称 に合 わせ て い る。 前 方部 に方 形の It通 八 2倒あ り、

後方部 は少 し広 が って い る。 両側 縁 に方 形 の挟 りあ り。

中心 よ りに

'甲

圧 され た よ うな極 め て浅 い くtFみ あ り。

9 2号井 戸
段 日上 菌付 望

黒 色 4」u土
田下 駄 rlk目 Ш〔却j?

莱材 (残 〉長さ97 0cm、 幅i07cm、 厚さユ3cm、 足IIxの lRl経

は一方が直線的、一方が中央部に殷 らみを持つ。界緒人

3個、その他に前後端の中′bに 1個 ずつ八あ り。

跡があり、 9～ 12に はこのような傷がないことから、用途に差があるのであろうか。同図14・

15は 前述のものと異なり、直径が60Cm前後 と大きく、木釘穴の位置も異なる。おそらく、狙や

半台のようなものであろう。10～ 15に ついては、一応桶類の底板 と考えた。これらは10を 除い

て、いずれも縁辺部に木釘穴を有する点で共通 している。ただ、曲物か結物か判断できない。

曲物側板

ここでは便宜上、厚 さ0.5cm以 上で罫引の線を内面全面にもつものや、厚さが薄いものでも幅

(高 さ)が約10Cmを 越すものを桶類 として扱った。しかし、桶類の基準は、今後さらに検討す

る必要がある。

曲物側板には、厚さ0,2～ 0 3cmの 薄いものと、厚さ05～ 0.6cmの 厚いものがある。前者には、

とし目の内側にのみ罫引の切 り込み線が認められるものがある (第91図 4)。 後者には罫引によ

る切 り込み線 (平行のものと格子のものの 2種類あり)が内面 (一部外面につ くものも存在す

る)に みられる。

第91図 2は 曲物の範 (木釘穴 あり)。  同図 3～ 6は恨」板である。 3は 内外黒漆塗 り、 4・ 6

はとじ皮や とじ穴が認められる。罫引は、いずれも間隔が不揃いであるが、およそ0.6cm～ 2.0

cmに 納まる。 5は 外面に格子、内面に平行の罫引がみられる数少ない例である。 6の 外面にも

それらしき痕跡を留めている。

今J物

今J物はわずか 2点 出土 している。これらも大小の差はあるが、桶類 として扱った。



第91図 1は直径42.8cmと 比較的大型である。作 りは粗雑で、内面の一部に削痕を留める。本

例は半台や手洗い桶の大きさに近いが用途は不明である。第95図 1は直径15.8omと 極めて小型

で、内外面に黒漆 (?)が塗られている。製作工程を推定 しに くいのであるが、おそらく今U物

の小桶の一種 と考えられる。用途は不明であるが、あるいは湯桶のようなものであろうか。こ

れらはいずれも、鎌倉時代に属すると考えられる井戸から出土 したもので、曲物が主体を占め

る中にあって、桶類の変遷を考える時、今U物は興味ある存在といえよう。

3.柄杓

全体を予想できるものはわずか 2′代で、他は底板や側板だけのものが多い。このうち、幅 (高

さ)が約10cm以下の柄杓 と考えられる側板については割愛した。

第92図 1は 、ほぼ完全な形で出上 した唯―のものである。底板内面は手斧のような工具による

2方 向の削痕が認められる。これは後述する底板についても同様の傾向を示 している。側板は

2重に巻き上げ、とじ皮 (桜 )で とじている。このとじ皮は、表が長 く、裏は短か くなってお

り、最下位のものだけ位置をややずらしてあり、最後に一坦外側に出して、とじ目から再び内

に入れてとじ終わる。柄は先端 を細 く削 り出し、先端から約1lcmの部位に止め穴が認められる。

同図 2は 曲物部分のみであるが、柄の一部が残存している。本遺跡では最 も大きい柄杓である。

とじ方は柄を跨いで反対にも― ヶ所 とじ目があり、前述の 1と 大きく異なる。とじ方の最終段

階は、 1と 全 く同様の方法である。ところでこの 2に は、とじ皮のある前後の曲物の内側にの

み罫引による切 り込み線が認め られる。これと同様の例が、第91図 4に みられる。このような

例は、とじ皮の装着に際して、滑 り止めの役割を呆 しているのであろうか。

底板

底板の直径はおよそ 3～ 4寸に集中する。

第92図 3～ 8は柄杓の底板 と考えられる。 4・ 5に は貫通孔が認められるが、これは性格不明

で虫食いの跡であろうか。 1～ 7に は底板に木釘穴が認められないが、 8に は木釘穴が 3ヶ 所

認められる。すでに述べた桶類に木釘穴が存在したことから、柄杓ではな く、小桶の可能性 も

考えられる。

柄

第93図 16・ 17は柄杓の柄であろう。特に17は細身で面取 りが丁寧である。16は ほぼ完形品、

17は欠損品である。

4.折敷

本遺跡で確認できる折敷は、いずれも曲物である。足の付 く例は現在確認できない。
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第 H表 木製品(2)観察表

筆三を≧程BI更好辞欝盛拳ゑ岳甚髪整ギ誓事管蔭物上

厭泉災管撃ミaF宴赳発身塩旅宏雫無ヒ尋λと留之捨々

仔贔な認嘉与雖賀躍鶴習これ滉性巽蓮芋ぎ功1丞源

掻鼻癸謙i疑要算雲審言を惹誓オiピ霧辛とむ奎繊蘇会を

轟琴辞勢荒雲勢詈‰醤F焔鰹躍

第91図 7、 第95図 2は一定の間隔に罫引による切 り込み線がみられ、折敷の側板 と考えられ

る。罫引のみられる部位は、おそらくコーナー部分になるものと考えられる。罫引は平行のも

のと平行のものに格子 目を加えたものの 2種類が認められる。

第95図 6。 7・ 9は折敷の底板である。このうち 7は 八角形になる角折敷であろう。全体の

大きさを推定できるものはな く、唯-6は 一辺が26.3cmで 8寸 を越す「大角」 (古泉弘 :1974)

に属するものであることがわかる。 7や 9は一部に加工痕 を留める。これらの折敷は、いずれ

もおよそ鎌倉時代に属するものである。

5.魚

第94図 18は 21号溝より出土 したもので唯―のものである。編み方はまさに魚編み (1本越え・

1本潜 り。 1本送 り)で、緯条は約0.2cm、 経条は0,4～ 0.9Cm幅 である。Ⅲ期の魚 (竹製)と 考

えられる。

6.面桶

曲物のうち、弁当箱として用いるものに面桶があり、一般に丸型のものをワッパ、桔円形の

ものをメンパ等 と呼4/tく する。

第95図 8は 面桶のうち、メンパ等 と呼ばれる祐円形のものである。ただ甲板か底板か判断で

きない。木釘穴と考えられる穴が 2ヶ―組で、 2ヶ所に認め られる。

7.箸

箸および箸の可能性のある木製品は合計 6本出上している。しかし、 1膳 という単位で数え

られるものはない。 I期 ～Ⅲ期の遺構に伴って出土 しているが、H期に属するものが多い。い

ずれも完形品はな く、折れたために捨てられたものであろう。

第95図 3～ 5は比較的保存のよいものである。いずれも先端を細 く削 り出してお り、面取 り

も比較的丁寧に行なわれている。
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第 12表 木製品 (3～ 5)観察表

11サ II 2  層 tiと  目

IAl(強 )長 さ 24 4cm、 幅 ユ 8cm、 先 苅 に 狙 い 角17■tが あ ワrW

くな っ て お り 他 方 は 大 ,1し 焼 け て い る 。 肖J疲 の あ

る 先 瑞 寄 りに くは み ?があ る 。 中 央 付 近 に ll通 7L l

l」 あ り、 ホ

'「

が 残 っ て ヤヽ る 。 本西杓 は こ ノ キ

側 依  身 の 直 径 i16em 厚 さ0 15cm、 根」板 は 2薫巻 に な

っ て 上方 は 欠 独 。 中 間 付 近 に 一 部 肖J痕 あ り。 病 倣

「
H板  厚 さ03-0 9em、 内 面 に 肖」lrt、 外 面 に 傷 あ り。(使

用

“

寺の もの )

16サ井戸 5    '醤
柾
　
柾

1 期

lRI板  身 の 直 径 13 85cm、 惇 さ02～ 0 45Cm、 償!稼 ほ Z塁

巻 。と じ皮 0,こ に 0 5cm前 後 の 切 り込 み 練 が 入 っ て

い る 。 方 形 の 貰 通 孔 が あ り柄 が 残 っ て い る 。 一 部

上破■1の た め _fん で い る 。

底IIx Pyさ 0 9cm、 内面に肖J痕  外面にftF?あ り。1貝J面 に

14! 日 3 期
直 径 ユ0 4cm厚 さO SCm、 側 面 に IIHか い m j4Rり が あ り 、継 逆

の 一 部 が 丸 味 を 常 び て い る (丸 く し た もの か は 不 IIA)す笙

1号 frtF 層

直 径 10 4cm、 厚 さ O OCm、 片 菌 の 一 剖
`に

同J狼 あ り。 不 剪 フヽ

と思 わ れ る もの が 斜 め に IR通 し て い る 。 lRl面 に 面 取 りあ

腐 触 が 者 し く、 一 方 の 面 に 付 着 物 あ り ljjが少 し あ る 。

貰 通 了L tt IHあ り 人 意 的 な も の か は 不 明 。 周 繰 は 殆 ん ど 欠

11号器 ベ ル ト II  曰
直 径 10 Stm、 厚 さ 0 85cm、 ltfL面 に 日BIIt、 財 め り。 穂 辺 に

穴 ?あ り。 IRl面 に 面 取 りあ り。 杉       _

nttf4・ ベル ト

1弓・■ 層
市 2 85em、 厚 さO ecm、 llll面 に Hl痕 あ り。 1則 面 に 山収

19号 井 戸

依 )一
オ戻目

1則 tlk(7

`文

)―

底 IIx―

側 IIx 呼 さ11-1 4cmぐ らい。側板 は iO枚 で その うち 4

枚 は 木 ,丁 八 1個 すつ あ り、 それ ぞれに ホ
'「

張 って

お り、 も う 1枚 は 木
'丁

穴 2個 、本 釘 1個 残 ってい

る。 タガ旗 3験 あ り。

7サ井声 中 yI・コ■■ IIl 底  依
罹語酌91で m、厚 さ0 9Cmぐ らい、本

'J人
1個 あ り本例が娯

ぅている^lHl面 にuI取 りあ り、肇粍 している。 1多

H号 癬 (南 料 )

直 径 約 29 2c� 、■yさ 約 07℃ m、 本 9Tが 残 っ て い る 。

1サ て ヽヽ る _全 体 に 腐 0虫 力t著 しい 。 こ ノ キ

21号 fJl
下 か ら 2番 目 の

黒 色 土
オ皮  目

直 径 約 372cぃ 、呼 S12cm、 1″ が 一 万 の 口 に ク叙 、 胆 力 に

少 数 あ り。 側 面 に 本

'丁

人 4個 、 首 ▼し (直 径 約 1 0Cm)1個
ム リ ー 喜L面 取 りあ り^麿 倣 が 普 し い 。 イ多

盤 ?底 薇

言 任 約 59 7cm、 厚 さ 0 6cm、 両 面 に 傷 が ,数 あ り 、 一 万 の

面 に 博」点 あ り。 lt通 孔 8イロあ り、 肖J痕 の な い lalか ら 穿 た

,と て い る ^lRJ面 に対とい 出ll.Nあ り。 Ⅲ多

29号 鴻

直 径 約 62 Scれ 、厚 さ0 5em、 一 万 の 画 の nJ苅 に 日Ⅲl■tあ `′ 。

rt通 孔 8個 (2個 は ?)あ り殆 ん ど 斜 め 方 向 よ り穿 た れ

て い る 。 本 目 に 対 し て 斜 め に くぼ み の 様 が 敷 条 あ り。 側

1ユ 号 剤 1'曹 No() 1本 J大 本 製 lli

穫至豆ほ再誘 、幅 2 2cm、 先蝸は 5面 (キ■い日J辰 の 4向 と同J

(Irl杓 のよう
長 さ 28 5cm、 ld1 3cm、 先 端 は tlJ晰 画 あ り 、 他 方 は 欠

'1。全 体 に 細 長 い 削 Tlkあ り

21号 器 2  層 無

然 の Bl・ lあ み の 部 分 。 ti・ は Ilt材 5～ 9 5mm、 徴 ォ■1-3 mm。

平 後 で 穴 綿 み で あ り 左 lIIlは 皮 竹 と 身 竹 も し くは 皮 竹 の

喪 1則 を数 本 ず つ 組 に し て 交 互 に 鶴 た で お り 右 1則 は 身 竹

2段 目 の 上 面 粘

土 黒 色 土
白  ね:  鉤

床 ラ濡 砺 涌 ご部 分 で 、 ホ か ら切 断 さ れ た 面 は 5面の 肖JIIwあ

り。 枝 先 の 一 方 は 2面 の 肖Il■krと 折 れ た 面 が あ り 他 方 は

た ■ _rf・ め に 刃 が 入 っ て い る 部 分 2ヶ 所 あ り。

3号井 戸 円】 A (残 )長 さ 9 7cm、 先 .4tは 焼 け て お り 他 方 は 欠 ユ(.

16号井 戸 5  111 (残 )長 さ 12 4om、 先 r・

・
・は 焼 け て お り 、 他 方 は 欠 J(。

No②
π さ 22 25cm、 IH3 75cm、 4面 の 角 材 で 一 方 の 琳 が 焼 け て

21号 f14 3用 上 部

長 さ11 6em、 直径 二Sem九本 の II_rhに 肖1辰 あ り、その 甲

心が穿
=し

してお り、人 の位 Ftは 少 し偏 つて る。表 面の lj

/mtよ りに 411い 歯〕痕 あ り。          ____

21号 秘
黒 色 土

2娠]No302
長さ16“ m、 直径3 4cm 山,t atに 肖J点あり。一方の儡った

所 に 自J痕 が あ り株 れ て い る 。 全 体 に 粗 い 削 痕 あ り。 一 部

2ユ 号 f4 3層 」ila 期 初 23～ 2 5cmの と こ ろ に 肖J痕 力'あ り す舌オとて い る 。 ilj長 に

9;土 rF グラ イ
'ヨ

(3層 )

I■状 本 製品

(橋本 )

縦 割 材 も 醐 jJvあ り 、 一 方 は メt味 を 舛 び 、 他 方 は F■ い 門J媒 の ま ま

8,漆器

漆器は、出土数が比較的多く、挽物26点、板物 1点 で、他にすでに述べた曲物や考」物が 1点

ずつあり、また、漆のみ (い ずれも赤漆)と なったものも4点ある。

漆器は堀と考えられる11号濤が多く、その中でも橋脚の検出されたE-4・ F-4区が13点
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図版 グリッド 遺 構 層  位 種 類 木取り 時 期 備 考 登録番号
A-1 16号井戸 下層 小  桶 F'琵茉響綴 t〔聖:自密冦霞ぴ枠選Fヽ

細かい格子私の禾貢万万二〒貶罵
=言 15

2 B-4 9号井戸 7層 折敷(側 板) 板 自 2期 り込 み F老
・

5C面 、 FI13 γCn、 厚 き0 4Cm、 一 Hlに 軽 と斜 め に 輻 ol― o3c中 の ftIか い 切

3 箸 あ男を最ぢゞ ■にポとγ漸苦】i,

4 F-6 22号井戸 埋上下部 1期 (残 )長 さ14 3cm、 幅06X05cm、 7～ 8面 の円1り あり

5 A-2 15号井戸 埋土 2期 ? 長さ26 3em、 厚さ0■ m、 隅九で辺の中央付近に貫通孔と思われる小穴あり

B-8 1号土IAlt壁 翻 折  敷 柾 目 1期 厚さ03飩 m、 隅九 ?で両面に肖J痕 あり。貫通孔 1個あり。
F-6 22号井戸 埋上下部 と芳お濫Ⅲ興写ををそ薇撃κSP円

形。員理
'し

4口。 と例Tつ

/ン パ(EF板 ) 厚さ0&m、 隅丸 ?で一方の面に肖J痕 あり

B-4 9号井戸 6層 析  敷 2期 厚さ0 3cm、 隅丸 ?で一方の面に削痕あり

10 F-6 22号井戸 埋上下部 1 期 長径H2cm、 短径3臣m、 厚さ0 2cm、 平面形は惰円形。貫通孔3個。

第95図 木製品(6)



で特に多い。また同じ11号濤でB-4区 ・ B-5区 の 1号橋跡付近か らも6点 と多い。他は濤

や井戸からわずかずつ出上 している。

これらを製作技術から分類すると (Ⅲ 区を含む )、 曲物 1′点。今」物 1点・板物 1,点・挽物27点・

漆のみ 4点であり、また時期別にみると (m区 を含む)古代に属するものはなく、 I期 1点 、

Ⅱ期 8点、lI期 末～III期初 1点 、Ⅲ期17点 、Ⅳ期 1点、V期 1点 である。 I期や H期のものに

は添塗 りの薄いものがある。

椀

本遺跡出上の椀は、いずれも横木取 り、ロクロ挽きである。合計27点 (m区 を含む)である。

これらの椀には、器厚が薄 く、体部の立ち上が りのゆるいものと高台脇の器厚が厚 く、腰が

張 り、体部は急激に立ち上がるものの大きく2種類がある。この 2つ のタイプは、混在 してい

るようで、必ず しも年代差 を示すものではないようである。しかし、後者は年代が下がるに従

って、夕くなる傾向がありそうである。また、形態の差は生産地の違いによる可能性 も考えら

れよう。いずれにしろ、今後の資料の増加を待ちたい。

本遺跡では、朱漆によって文様を描 くものが多く、漆の色調の差や文様の有無によって、下

言己のようになる。

外面  内面  文様の有無  数

3(文様の確認できない もの を含む )

14

-      1(Ⅵ 期 )

-               5

朱                 1

これを見ると、 2が最 も多い。このような組合せの差は何に起因するのか明確ではないが、

1～ 3は祝い事や接客用等の「ハレ」の食器、 4・ 5は不幸な出来事や仏前等に使用する「ケ」

の食器 と考えることも可能かもしれない。椀の多くはブナ材を使用 している (第 27表 )。

第96図 1～ 15、 17、 18は 漆器椀である。椀の法量は歪みが著 しく、必ず しも正確ではないが、

口径は15を 除いて、13～ 16cm、 底径 6～ 8 cm、 高さ 5～ 7 Cmに 集中する。 3は体部に段をもつ

柏文 (?)椀で葉脈は針書きによって表現されている。 5は 同一個体で歪みが著 しく、底部に

穿孔がある。今回の漆器椀で最 も注目されるものに13がある。これはロクロ挽きの後、高台脇

を削 り (そ の際、高台の一部まで削っている)、 器厚を薄 くし、直径1 5Cmの 孔を穿っている。

さらに内外面に薄い黒漆を塗って仕上げている。これは孔に注口が取 り付けられていたものと

考えられ、銚子や湯桶のような用途 として使用されたものと推定される。なお底部に小孔が認

められるが、性格不明である。おそらく、虫食いの穴であろう。15は 菜物入れか酒杯の用途が推

1.黒    赤

2. 黒   赤

3. 赤   赤

4. 黒   黒

5. 黒   黒

朱 (赤 )
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第 13表 木製品(7)観察表

嵐径 7 2cm、 高 台部 、日縁部 は 欠,tし て い る。 内面朱 漆 、
外面 黎 漆 に朱 漆 で文 様 が拙 か れ てお り、濃淡 が あ る。花

鳥文 ?

底径 7 0cm、 高 子,部 は 欠】1し て い る。全体 的に と ん でい る。
一 部 焼 け て い る。 内 面 うるみ 色漆 、外 面黒 漆 に朱  うる
み 色の文 様 (葉文 ?)力 ぐ紺 か れ て い る。 内 外面共 に漆か

知 離 して い る。

底 径 7 0cm、 口径 16 6cm、 高 さ7 2cm、 高 台部 は 失】1し て
い る。 著 し くれ た で い る。 内 蔵fは 朱 漆 、外面 は累漆 に朱
漆 で柏 業 の文 様 が あ り、薬 脈 は ,「 書 きでfiか れ てい る。
内外 蘭 共 に漆 が 素J離 して い る。 FA部 が 厚 くな ってい る。
体部 は段 をなす 。ブ ナ

底径 8 6cm、 高 台 部 、 口縁著いは 欠 Inし て い る。 内面 は うる
み 色 の 漆 、外洒iは 卑 漆 に朱 漆 で格子 目状 の文 様 が描 かれ
てい る。 内外 面 共 に 漆が剣 離 して い る。

n;滞 (北 rTI)

口径 14c加 、底部カヤ変形 しているため、 口緑部力■安合でき
ない、内面は うるみ色の漆、外面は累漆に未漆で文様が
鞘かれている。内外巨i共 に漆が崇1離 している。底部に穿
Tし さイとて ,ヽ る。 業文 ?

底径 7 7em、 口縁 部 は 欠根 して い る。内面 ぼ うるみ 色の漆 、
外面 は黒 漆 に朱 漆 で文 様 が描 か れ てお り、高 台部 付近 に

残 って い る。 内 外 面 共 に 漆が 殆 ん ど工J離 して い る。 アナ

11号イ‖(前 ,ほ )

口径 15 4cm、 底 径 66-7 0cm、 全体 的 に歪 ん で い る。底
部 は 中央 が盛 りあ が ってい る。 内面 は朱 漆 、 外面 は黒漆
に朱 漆 で文 様 が 射 か れ て い る。 巴文 ?ヶ ャ キ

口弓 VIテ ラ ス
底 径 6 8cm、 高 台部 、口縁 部 は 欠撮 して い る。 内面 は

外面 は 異漆 に朱 漆 の文 様 が描 か れて い る。

底径 7 1cm、 高 台苦卜、 口縁 部 は 欠■1し て い る。 内面 は うる
み 色 の 漆 、外面 は 黒 漆に朱 と うるみ 色 の漆 で文 様が描 か

れ て い る。 高 台 内 に 直線 的 な ひ っか き傷 が あ る。 内外面
共 漆が 主J離 して い る。高子ェ脇の文 様 は葉 文 とを え られ る。

底径 8 8cm、 口縁 ～ B同 著阿ま殆 ん ど欠槻 してい る。 内面 は う

るみ 色 の漆 、 外面 は慕 漆 に朱 漆 で文 様 が摘 か れ て い る。

H号淋ベ ル ト
底径 8 4cm、 口縁 ～】同部 は殆 ん ど欠撮 してい る。 内面 は朱
漆 、 外 蘭iは 黒 漆 で あ る。

底径 7 9cm、 日縁 ～】RttWよ 欠■1し て い る。 高 台部 も欠損 じ
てい る。 内 面 は うるみ 色の 漆 、外面 は 黒 漆に朱 漆 で文様
力■説かサして ヤヽ る。 一 言h焼け て ヤヽ る。「/ナ

岳 舞箭 翫十 早 笹 f器智 鋪 射 f界翠 ギ 吊爺 早鼻 で置桂
1 5Cmの ほ 1=円 形 の rt通 了しが あ る。底 部 に 中心 よ りはず れ
て直径 0 1Cmの 斜 め の ,t通 孔が あ る。湯 hlあ るいは銚子 の

よ うな用途 が考 え られ る。

4用 (グ ラィ層 )

底径 7 9Cm、 回径 16 7cm、 高 さ5 2cm、 台菩rは 欠 lltし て い

る。 内 外面 共 に 黎 漆 、漆 が予1離 して い る。ケヤ キ

口径 9 0cm、 高 さ3 5cm、 内 外蔵共 に 器 漆 、保 存 が良 い

B・ 善卜破 A、 内蘭は朱漆、外面は黒漆に朱漆で文様が描か
れている。重4Tか 揃牌のようなものであろう。

B阿 部 TPx埼 、内面は朱漆、外面は黒漆に朱漆で文様が榊か
オしている。

体都 下 半 か ら底 部 の殻 片 、高 台部 は 欠狙 して い る。 木質
部が 群 くな つて お り、0 2cm位であ る。 内面は未 漆 、外面
は黒 漆 に朱 漆 で文 様 が拙 か れ て い る。

定される。16は 器厚が厚 く均―である。これは重箱や箱膳等の板物の破片と考えられる。

なお、昭和54年度調査時に検出された37号土城より出土 した高台内に文様をもつ漆器椀は、

沢口滋氏の御教示によれば、いずれも特注品の可能性が考えられる。これらの椀は内外面とも

に朱漆塗 り (高台内は黒漆地に朱漆文様)で、今回の調査成果か ら考えてⅣ期に属するものと

考えられる。今回の椀 1点 と合わせてⅣ期の漆器は、いずれも内外面 ともに、朱漆塗 りの漆器

椀である点で注目されよう。

9.自在鈎

囲炉裏に関しては、いつごろから出現 したかは定かではないが、平安時代の住居跡には、床

面中央付近に焼土を伴 う浅い土壌が存在するものがある。この種の遺構は火の使用に際 して、

用途の分化を考える場合には極めて重要な資料 となろう。 しか し、囲炉裏の用具 となると不明



な点が多い。古代や中世の絵巻物を見ると、囲炉裏が描かれているものが少な くないが、「福

富車紙」「慕帰絵」等いずれも五徳が使用されている。

第94図 19は 、小枝 を利用 した自在鈎 と考えられる。本例は 2号井戸跡 (H期 )か ら出土 して

いる点を考慮すれば、水汲み用に使用された可能性 もある。類例を待ちたい。

10.燃料 (薪 )

意識的に木を割 き、ほぼ一定の大きさに加工 したものを薪 と推定 した。これらは先端が焼け

ているものが分い。また、自然木でも先端が焼けているものは、中世の遺構に伴 う焼土が全 く

階無であり、直接火災に遭遇 した状況が認め られないことを考慮すれば、燃料あるいは照明用

として利用されたものであろう。

第94図 20～ 24は 薪 (図 中の矢印は炭化範囲を示す )と 考えられる。前述 した絵巻物等には、

囲炉裏に放射状に配ア1し た薪を見ることができる。

H.農具

本遺跡より出土 した木製品のうち、農具はわずか 2点である。

第90図 9は 田下駄の足板である。長さは37Cmで 、田下駄 としては比較的小型に属 し、稲刈用

枠形田下駄であろうか (中 村たかを :1981)。

第100図 6は鋤である。現存長は69Cmで、柄および風呂の一部を欠 く。木例は直線的な一木作 り

で、いわゆる櫂状のfJl」 と呼ばれるもの (中村 :1981)である。 1号濤底より、手燭台とともに

出上 した。

12.諸職用具

諸職用具は、大工道具や紡織具等の職人の道具類を言い、ここでは一括 して扱う。

本遺跡では用途を推定 しに くいものが多い。

第94図 25は 工具の柄 と考えられる。両端の切 口には lヶ 所ずつ穴が認められ、金属器が刺 し

込まれていたものと考えられる。

同図26は 両端を切断した棒状のものであるが、中央部を加工 して凹部を作 り出している。お

そらく、つちのこと考えられる。

同図29は 図の上端の切断面は丸味をもつ。表面は軽 く面取 りが施 される。おそらく、括木 と

考えてよいであろう。調理具 と考えられるが、ここで扱った。

第97図 6は 比較的丁寧な面取 りが施 され、片面に凹みをもつ棒状のもので、工具の柄ではな

いか と考えられる。先端の尖らない点で柄杓 とは区別されるものと考えられる。同図13は 柄穴
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第 14表 木製品(8)観察表

図 版 グリ /ト 選  構 層   位 rT  類 木取 り 時 期 臓 登鎌 番号

29号 溝 底 有孔板状木製品
径 0 3cm)1.I通】L2個 王 ん で あ る 。 椒,隷 に 小 さ な 八 (直径

0 15Cm)が 10れ劇 (It通 孔 0 4hl、 古 孔 l価 )あ り、 ほ |=辞
船J「A・ に 5011ず つ 2列 に 並 ん で い る 。 そ の 他 に 声 了し1個あ

り。 一 方 の Hiに 肖1衣 あ り。 全 体 が 級 や か に 反 っ て い る 。

10号土 塘 4 層 (中世) の 阿 級 に 削 瓜 あ り。

3号井 戸 8層下 部 (畑悧 ほ 争 耐j IIIに 3佃す つ 2列 に 並 ん で い る 。 Ⅲ,面 に l1/yあ り。

1号■ 城 殿下層 (6層 ) 枚 日
長さ23 0cm、 ryさ o3cm、  メtRIrlvL 2イ lhlあ り、 1つ は失

“

tし

21号 鴻 3 層 本  4し 柏F目 II期
(残 )蕉 さ 17 7Cm、 中諺 3em、 μ さ 0 3cm、 ヵ 形 の ,tArlJLユ

4h、 そ の 周 継 に 穿 孔 時 の 傷 あ り。 先 瑞 を 白〕り純 く尖 らせ

Httt4 2 層 棒状 本 製品 III期

長 さ 222c加 、 ltI11 3× 0 0cm、  1つ の Fniに rfVIが あ り、 断 巨i

形 は V字 形 。 小 さ い 1貫1面 か ら牟‖め に 人 が 穿 っ て あ る 。(人

14号井 戸 枚 状 木製 品
長さ11 lCm、

“

扇3 4cm、 ryさ o sem、 括イしている喜

“

分にわ
すかな段があ り、中央部に削Tltあ り。

21号 離 2 層 有礼債状木製品 4度 目 III期
つ に

`よ

木

'1カ

(戦 っ て い る 。

11号 tF■ れに目

9号井 戸 中端 埋 土上 版 日 II jul

長 さ 34 3cm、 厚 さ ユ OCm、 1!通 孔 4個 あ り、 大 き さ が そ れ

3号井 戸
8 層

南側弦密着
絵  馬

縦 14 2cm、 積 ユ6 4em、 厚 さ 0 7cm、 樹 長 の ●k方 形 で 四 隅 ほ

丸 い 。 同 様 に 小 さ い ,(jfa孔 (02× 0 25enの 竹 円 形 )64hl
あ り、工下 に 1佃 ずつ 、左右 に 24hす つ で あ る。 左の ,t

通 Vし に 木 ,Iが 残 ってお り、基 臣は リイJち 込 まれ て い る。
別様 の JtJHl才 とは縁 4オ の とめ 人 とを え られ る。 二部に大 き
い Jt通 ▼し (ば :径03-0 45emの

「
l形 )31刊 あ り。Ⅲ,面 に 傷

力(多 数 あ り、表 面 に とIい 付新物 ?力 あ` る。杉 材

n号 群
ユ 層

有子LIItk木製品 Ik目

2 層 有孔棒快木製品
(段 )長 さ 25 5em lrl径 3Ψ 、 方 形 の ク(あ り下 部 か らの 長 し

ク(と 統 く .

46号 土 頻 埋 上 中位 蓋 H?

II区 11号 澪 1 層 III則 In,よ りに 向 が あ り 、 他 方 は れ1か く肖Jら れ て い る。 節 を 抜

2号井 戸
猟 色 tri土

切断のある竹 II期 長 さ 14 8em、 直 径 2 6Cm、 Ⅲ,瑞 を 平 」1に 切 断 。 竹 al

■号 濤 3 層 切lFfの ある竹 縁 に

'そ

っヽ て あ る 。 節 を境 に 一 方 に 彼 射 した と思 わ れ る よ

う な 鉤 あ り=つ よ れ て い る 。 竹 製

が穿たれた工具あるいは武器の柄 と考えられる。柄穴に直交する止め穴がある。

第16o図 10は両端 を切断して、中央に柄穴が穿たれた木製品である。これは木槌の槌部あるい

は鋤などの柄の把手が考えられるが、6.6cmと 太 く握 りに くい点を考慮すれば、前者の可能性が

強い。同図11は楔状を呈する木製品である。先端を欠 くがほぼ完形品である。形状どお り、楔

と考えられよう。同図12～ 15は小杭 として分類 した木製品である。先端 を削って鋭角にしてい

る。14は基部に 2ヶ 所穿孔が認められる。これらは一応道具類 として扱ったが、建築部材 とも

考える。

13.絵馬

第97図 11は 穴の位置等から考えて絵馬と考えられる。縁辺部の小孔は木釘穴で、おそらく、

縁板を取 り付けたものと考えられる。また、三角形に配した穴は組穴であろう。赤外線カメラ

による観察では、墨書は認められず、平川南氏より彩色の絵馬ではなかったかとの御教示をい

ただいた。この絵馬は 2号井戸 (H期 )よ り出土 し、出土絵馬としては山形県道伝遺跡 (8世

紀末 )、 (藤田・渡辺 :1982)に 次いで 2遺跡 目であろう。



14。 本簡

木簡は 5点 (第 98図 1～ 5)出上 している。解読文等は後述する平川氏の論文を参照された

い。これらの木簡は、仙台市内では初めての発見となるものである。中世の木簡 としては、東

北では初めてであり、特に物忌札については東 日本では類例を知 らない。

いずれも11号濤 (内堀 )か ら出土 し、およそ南北朝時代 (Ⅲ期 )に 属するものと考えられる。

1号はA-5区 、 2号はE-4区 と単独で出上 しているが、物忌札はA-5区 よリー括出土

している。おそらく、同時に使用・破棄されたものと考えられる。 1号木簡は欠損品であって、

解読文の意を十分に理解できないが、あるいは、 3～ 5号木簡 (物忌札)と 関連するものかも

しれない。 1号 。2号は欠損品であり、また 3号は片面を失っているが、 4号・ 5号 と同様の

星印 。その他が書かれていたものと思われる。

「卦内風上記」名取那今泉村の条には、かつて熊野神社 とともに、牛頭天王社が存在 してい

たことを伝えている。創建年代は不明であるが、おそらく中世のものと考えられ、物忌札 とと

もに民間信仰 として、陰陽道がこの地にも浸透 していたことが知 られ、興味深い。

15。 建築部材

用途不明のものが多いが、杭・橋脚・柱材等がある。建築部材 として扱ってよいかどうか判

断できないものもあり、その数 を確定できないが、約50点以上ある。

井枠材

第99図 1～ 3は 2号井戸から出土 した杭形のもので、出土状況から地下の井枠材 と考えられ

る。同図 5も 27号井戸からの出土で、他の井枠材 と一括出土 している点で、地下の井枠材であ

ろう。同図 7も 地下の井枠材 と考えられる。 7は 96.8Cmの長さをもつ′点から、井枠の一辺の長

さは lmを起す ものであろう。

地下の井粋材の出土は、Bタ イプとした小型井戸で、 I～ H期のものにやや多い傾向がある。

また、地上の井桁材は、今回の調査では確認できない。

杭

第99図4,第 100図 8。 9は 杭である。8は 1号濤の底に垂直に打ち込まれていたものである。9は

面取 りが施 された杭である。いずれも用途不明である。

橋脚材

11号濤E-4区 より橋跡が検出され、橋脚は10ヶ 所存在 したと考えられる。このうち、椅脚
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材は 7本 (図示 したものは 5本 )出土 した。

第101図 1～ 5が橋脚材である。 1～ 4は 自然木の先端を加工 したものであるが、 5だけは粗

雑な面取 りがなされている。 H期～Ⅲ期にかけて使用されたものであろう。

16.竹製品

製品・加工痕をもつ ものを一括 して扱 う。竹製品は総数64点 あり、そのうち製品と考えられ

るものは、わずか 4点である。破損 。変形したものが多く、その用途は推定 しに くい。

第97図 14。 15は節が抜かれてお り、蓋置 (茶道具の一種 )の ようなものであろうか。同図16

・17は節の残っているもので、用途は不明である。16については、把手や柄のようなものかも

しれない。

17.用途不明木製品

(1)棒状木製品

第94図 27・ 28は 、先端付近に一部または、全周に狭 りがある木製品である。

(2)板状木製品

第95図 10は 、楕円形を呈する薄い有孔板状木製品である。曲物の一部かもしれない。第97図

1～ 4・ 9。 10'12は いずれも有孔板状木製品である。 1・ 3は ほぼ等間隔に並ア1し て木釘穴

がみられ、用途の類似性があるものと考えられる。 1は 完形品である。 4・ 9に は折敷の底板

や側板の可能性 もある。

(3)木札

板状木製品のうち、一端に意識的に頭部を作 り出しているものを木札 とした。この木札と考

えられるものは、わずか 2点である。

第97図 5は 山形に頭部を削 り出した有孔の木札である。欠損品。第98図 6は両端を丸味の強

い山形に削 り出し、そのうちの一端に狭 りを入れた完形品である。表面には加工痕が残る。

(4)その他

第97図 7は一端を削 り残 し、頭部状のものを作 り出す板状木製品である。表面には加工痕が

認められる。同図 8は 2ヶ 所に木釘穴をもつ板状木製品である。葛西城址 (宍戸武昭 :1976)

出上の人形の足に類似するが定かではない。

以上、木製品を概観 してきたが、観察不足の感は否めない。また強引に分類 したものもある。

今後さらに検討 していきたいと考えている。

最後に木製品の中で焼けているものについて若千お、れてみたい。木製品は総数約1,000点 出土

し、このうち、焼けているものは、全体の64%である。極めて出土率が低い。焼け跡の認めら
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第 15表  木製品(9)観察表

図 版 選  構 層  位 種   熟 時 期

録
号

登
番

■号離 2  層 1号木 fEl 柾  日 III期
(残 )長 さ11 0Cm、 幅 2 2cm、 厚 さ O SCm 下端欠損。片面の一方の端に削痕 がある。

19型 武

H号 溝 木  簡 厚さ0 25cm 矢狽している。斜めの切断面がある。取上番号No⑥ 剖.vi不 能

n号溝 2号木簡
長さ 10 6cm、 幅 2 7en、 厚さ 0 2cm 上端を山形に削り、下端も尖らせている。

片面は周1演 があリー方はキ1離 され木簡面を失っている。 物忌み札

3号 木協
長さ 20 4cm、 幅 2 7cm、 厚 さ 0 3em 上端を山形に肖,り 下端 も尖 らせている。

両面に削痕がある。物忌み札

4号本簡
長さ 19 4em、 幅 2 5cm、 厚 さ 0 3cm 上端 を山形に削 り、下端 も尖 らせている

両面に削痕がある。物忌み卜し                      _

2号井戸
Ｈ
ル

ｈ

ｉ
　

ｎ

伸
べ

”

〕
　

ｍ

黒
レ

４

長さ 4つ Cm、 幅 2 0Cm、 厚さ 0 25cm 両端を削り丸くなっており、一方寄 りに丸味のある張り

ある。片面に肖J痕 がある。                    _

図 版 ク1,/Ⅲ 選 穫 層  位 種  類 木取 り 脩
登録
番号

2号井戸
二段目の上面
付辺黒とお■

II期 長さ 67 2cm、 直径 6 0em、 画端に 4画 の削痕あり。左の1則 辺は平 らである。

長さ 67 0cm、 直径 4 8cm、 両端に削痕あり。少 し反っている。腐儀が著 しい。酸化鉄が付着。

長さ 60 7Cm 幅 6 8Cm、 先端に削痕あり、細くなっている、地方は削痕が見られない。深い傷あ
I,。                                     _

■ 号 溢 北   岸 III期 長 さ 68 8cm、 直径 8 7cm 先端に肖1痕 あり、他方は欠譲。

27号井戸 IV期 昂墓琴|コ≧忌を排饂セ罫子暉霧纏鋤考〔雰宗掟躍鶉乱監析♂″発

1号 溝 鋤 板 目 需ほ島接I獄 )ヽ母忌え稼侯を令編と肖J晏泉
あ り角が丸 くなつている。                            _

4号井戸
7層 下

井粋材 II期
長さ 96 8em、 幅 24 2cm、 厚 さ 5 0Cm、 両端に切断面あり。斜めの貰通孔 1個 、盲孔 1個 あ り

傷が数 ヶ所あり。少 し反っている。       ^ _

1号 嵩 底 IV期 長さ 34 3cm、 幅 5 6cm、 先端に当J衰 あ り、他方は欠損。腐触が著 し

0号井戸 中端上埋土 縦割材 II期 長 さ 43 5cm、 幅 3 6cm、 先端に 2面 の削痕あ り。他方は失損。断面は方形 .

11号 湛
(北 溝 )

2  層 木槌 ? III期 長 さ 13 4cm、 直径 6 6cm、 両端 とも欠韻 ? 中央に柄穴あり。両側面に削痕 と物あ り

■ 号 濡 3  層 契 被 日
長さ 6 75cm、 最大幅 2 1em、 最小幅 1 65em、 厚さは最大厚1 5cmで 先端が講 く平 らである。

全体に粗い削痕あ り。

21号 溶
下か ら 2番
目の黒色土

/1ヽ 杭 III期
長 さ 16 4cm、 長径30X短径2 3cm、 先端に削痕あり、他方は端 より0 5cm位焼けている。

中央部に傷あ り。樹皮あり。

H号 落 II期
長さ ]0 1Cm 幅 2 4cm、 先端に 1面の削痕あり、扁平な先端部を作る。他方は面取り

傷あり.                                ____一 ―――

(有 孔 )

下 の競 乳の純 引 こ盲孔

翌里生上上ニニ型E

′∫ヽわt 長さ 21 6em、 幅 2 4em、 先端に 3面 の削疲あ り 他方は面取 り
'(粗

い肖J痕 あ り)

第 16表 木製品 (鋤、井枠材、杭、木槌 ?、 契 ?、 小杭)観察表

れるものは、薪や 自然木が大半であって、至極当然である。整理開始当初は、後述するごとく

幾度かの戦乱に這遇 したであろうと予想し、焼け跡の認められる木製品の出土率が高いと考え

ていたが、大きく裏切 られる結果 となった。

第 17表 木  製  品 (橋 脚 )

図 版 遺 tJ・ 位   置 tL類 木取 り 時  期 備 考
登録
番号

II区 11号鴻 北部東側 橋 凹 II～ III期

長さ 77ヽCは、直径 も

“

直、先端は削痕、他方はひび割れてtltん でいる。縦半分にIHj皮 あ り。

北部西側 長 さ 89cm、 直径 4 Cm、 先瑞は 2面 の肖J痕 、他方は欠狽。中央部に樹皮あ り。 クリ材。

商部東側 長さ 75 6cm、 直径 5 2cm、 先端は 1面の削TR、 他方は失猟。中央部に樹皮あ り。サ クラ材。

南都中央
長さ 67 4cm 直径 5 5cm、 先端は大きい削画 1つ と小さい削面あり。上音卜は発掘中に縮んだた

め 大きはあわない。クルミ材 ?

南部西側
縦 割 材

の キ
長さ41 5cm、 幅 6 Scm先 端は 1面の削痕、他方はひび割れている。一方  側の1則 面に大

もう一方
`こ

小さな削面あ り。ブナ材。



(9)金 属器

金属器は平安時代のもの (8′ミ)も 含めて、出土総数203点 である。この中には鉄滓等の製品
でないものも含まれる。種別に出土数の多いものをみると釘57′く、古銭45′く、鉄滓26フミ等であ
り、用途不明 (37′ミ)の製品も多い。また武器類は全体の約 8%である。材質は鉄が最 も多く、
銅・真鍮・鉛がある。

1.化粧具 (鏡 )

化粧具 としては鏡一点がある。直角式中縁で中線単圏の蓬爽鏡 (第 104図 13)である。全体の

%を 欠損 し、鉦は不明である。割れ方が不 自然で故意に割った可能性が考えられる。文様は松
竹が描かれ、下位には洲浜らしき文様が認められる。

蓬茶文の出現は平安時代後期以後 と考えられ、また蓬茉文の完成はおょそ鎌倉時代以後と考
えられ、室町時代には慶賀文様に発展す るといわれる (中野政樹編 :1969)。

したがつて、本例の製作年代は、鎌倉時代中期以後 (H期 )と みてよいでぁろう。
2.炊事用具 (鍋 )

炊事用具には鉄鍋が 2点ある。

第103図 5の 口縁破片と第108図 7の胴部破片である。7は 回径が約40cm前後になるものと予想
される。いずれ も詳細は不明である。前者はШ期に、後者は I期に属する。

3.嗜好品用具 (煙管 )

煙管はIII区の出土例 を合わせても、わずか 2点である。

第109図 7は 銅製の煙管の吸口である。吸口の内部には竹製羅宇の一部(3 5cm)が残存する。
B-6区 より出土したが、層位不明である。V期のものであろうか。吸口は段 をもつのが特徴
である。

4.囲炉裏用具 (暖房具 )

囲炉裏用具には火箸がある。本遺跡では第105図4がその典型であろう。現存長が24 5cmで、
火箸の長さは 8寸前後あったものと考えられる。両端は細 く尖ってお り、断面は円形 を呈する。

その他にも棒状鉄製品で火箸の可能性のあるものがある。第103図 3、 第105図 14、 第106図 2・

6、 第109図 2がそれに該当するものと考えられよう。断面形は円形と角形があり、所属年代は

火箸の可能性のあるものも含めて考えてみた場合、Ш～Ⅳ期の遺構に集中し、それ以前の遺構
に伴 うものがない。

ところで、火箸は火鉢の出土等か ら考えて、必ずしも囲炉裏用具に限定することはできない

が、便宜上ここで扱った。

5.照明具

照明具には第102図 5の燈明皿 (手燭 )がある。皿内部には仕切 り板があり、その中央部には



凹みがある。おそらく、ここに芯を換んだと考えられる。また、本例には短い把手がつ く。こ

れに類似する例に陸奥国分寺 中門跡出上の鉄皿がある (伊東信雄 :1971)。 本例はⅣ期に属す

る。

6.農具

農具には、第106図 1の鎌がある。本例は片側の錆が取れず十分にその特徴 を把握できない。

峰幅は約0 2cm、 平部 と刃部に折曲はな く、まだ刃は直線的であるがやや内弯する。込 (仲子 )

には目釘穴はない。刃 と込の角度は、約 132° である。刃先には角はないものと考 えられる。本

例は、Ш期でも後半 と考えられる。

7.諸職道具

諸職道具のうち、その主体 となるのは大工道具である。本道具類には釘・錐・錠がある。

釘

釘はいわゆる和釘 (57点 )であって、断面はいずれも角形である。破損品が多いが、およそ

4 cm代 、 6 cm代 、 7 cm代に集中する。完形品をみると4 8cm、 5 4cm、 6.5cm、 7.Ocm、 7 2cm、 81

cm、 9 35cmの長さのものがあり、1.6～ 1.8寸 、2.1～ 2.4寸 、3.12寸 と大きく3つの グループに

大別できる。また、欠損品であるが 1点だけ11.5cm(348寸 )と 大型のもの (第 109図 4)があ

り、用途が異なるものと考えられる。

釘は断面形が、ほぼ正方形を呈す るものが大半であるが、全体の約 5%は 第105図 3、 第107

図 4の ごとく、断面形が長方形を呈する偏平な釘がある。この種の釘 も用途が異るものであろ

う (こ の種の釘は船釘と類似する )。 また、特異な釘として、第107図 5に示 したような一部が

中空になるものがある。内部には炭粒子が若千入っていた (図版29、 Ⅵ )。     ・

本遺跡出上の釘は、頭が折れ曲がっているものが大半であるが、中には折れ曲っていないも

のもある。これは未使用の釘と考えられる。末使用の釘には、第102図 1、 2、 第107図 6等が

ある。

本遺跡では I期 の遺構に伴う釘が最 も古 く、しだいに増加するがIV期 は極めて出土率が高 く、

全体の約42%を 占める。前述の偏平なものや中空のもの、そして大型の釘は、いずれもⅣ期以

後であり、釘の用途の拡大を示すものであろう。

笠

錐はその可能性のあるものを含めてもわずか 2点 である。

第105図 13は錐の可能性をもつものである。基部は断面がほぼ正方形でしだいに細 くなる。先

端部付近は断面が円形に近 く、先細 りとなる。第106図 3は完成品と考えられ、先端部は螺線状

に作 り出されている。これらはいずれもШ期の遺構に伴って出上している。



錐

鑓は 4号掘立柱建物跡の南東ヨーナーの柱穴より1点 出土している(第 108図 1)。 この建物に

使用されていたものであろう。長さは6 8cm(2,27寸 )で、比較的小型に属するもの と考えられ

る。この建 物跡は、およそH～Ш期 と考えられることから、本例 もその時期のものであろう。

8.古銭

本遺跡出土の古銭は合計45枚 出上 し、その内訳は中国銭が唐銭 1枚 。北宋銭24枚 。南宋銭 1

枚・元銭 1枚・明銭 7枚である。 日本銭は 4枚出上 している (第 110図、第18表 )。 その他不明

7枚 である。出土状況 をみ る と堀 (11号 濤 。21号濤 )が最 も多い。この堀でも11号濤と21

号濤では傾向が異なる。すなわち、11号濤では初鋳年が10～ 11世紀代のもののみであ り、それ

に対 して21号濤は、12～ 15世紀初めのものが多い。また他の遺構につし】ては、濤や土壌から出

土するものが多く、意外に丼戸跡か ら出土するものは少ない。 日本銭 (寛永通宝)は 、いずれ

も 1号 。2号濤埋± 1層 より出土 している。

古銭の出土はH期の遺構に伴 うもの 5枚 (北宋銭 )、 以下Ⅲ期18枚 (北宋～明銭 )、 Ш ～Ⅳ期 4枚

(北宋～明銭 )、 Ⅳ期 4枚 (明銭 )、 Ⅳ～V期 5枚 (明銭 。日本銭 )で、Ш期の出土例が最 も多い。

H期以後、貨幣経済の発展によって年貢の代銭が行なわれ、その後、貫高制に移行したものであろう。

9.計量具

計量具には17号井戸跡 (Ⅳ期)出土の銅錘 (権 )がある。本例 (第 108図 5)はひょうたん形

で上部に穿孔のある小突起をもつ。また文様はな く、底面に盲孔がある。重量は 120.lgであ

る。中国の重量単位 (岩本義雄 :1981に 詳 しい)に 換算 した場合約77.48鎌 とな り、す っきりし

ない、これを日本重量単位に換算 した場合32,03匁 (約 32匁 )と なり、日本重量単位によって製

作された可能性が高い。

江戸時代には守随氏 (東国)。 神氏 (西国)が秤座の支配権を確立するが、特に守随氏はす

でに、慶長 19年 に関東地方の汗独占権 を得たことが知 られる (林英夫 :1973)。 秤座の成立 (衡

制の統一 )以前は各地方ごとに度量衡が定着 していたようで、本例 もそのような社会的背景の

もとに制作されたものであろう。林氏の指摘によればひょうたん形の錘に「越前」 「天下一」

の二つの銘のあるものがあり、江戸時代以前のものと推測され、また、同形のもので無名のも

のは、中国製の可能性があるという (林 :1973)。 本例は中国製の可能性 もあるが、前述 した理

由か ら国産品と理解 したい。

10.武器 (加工具 )

武器類には、刀類・刀装具・鉄鏃・鉄砲玉 。その他がある。

刀類

刀類は刀 2口 である。第105図 9は 刀類の茎である‐。目釘穴や茎鏑はなく、茎尻は張 りの弱い



栗尻である。茎は現存長18.6cmであるが、さらに続 くものと考えられる。中川高氏より、長巻

(薙刀)の茎ではないか との御教示をいただいた。本例は15号濤 (m期 )よ り出土 したもので

ある。第109図 8は短刀の刀身であろう。身幅は2 5cnであり、刃は平造 りか切刃造 りか判然と

しない。また、フクラもつ くのか どうか判然としない。棟は直線的であるが刀先の方は不 自然

である。21号濤 (lII期 )よ り出土 したものである。

第105図 6・ 12は 刀子の茎である。特に12は 大型のものと考えられる。第108図 2・ 4も 刀子

の茎である。4は 茎幅の差が大 きい。第109図 3は A-7区 H層 より出土したもので、最 も残 り

の良い刀子である。刀長は約10Cm前後になるものと考えられる。前述 した平安時代の ものも含

めて、刀子は時代が下がるにしたがって、大型化する傾向がありそうである。第109図 3等は小

柄の可能性 もある。

刀装具

刀装具には、帯執座金具・鮫皮・小柄櫃・輪尻 (あ るいは柄頭 )金具が、各一′ミずつある。

第103図 11は 縁辺に刻みのある帯執座金具である。第105図 8は銅製鮫皮で柄の装飾品である。

第106図 7は 小柄櫃 と考えられる銅製品である。本例は銅板を折 り曲げて軸状に製作されている。

同図 8は銅製の軸尻あるいは柄頭の金具である。本例は完形品であるが鍬形は変形 している。

全縁辺は大小の弧の組合せによって形成され、表裏は対称形になるが左右は長さが異なる。長

い方の一側縁には、先端部付近に目釘穴 lヶ 所がみられる。これらの刀装具はいずれ もⅢ期に

属すると考えられるが、第106図 7はⅣ期のものである。

鉄鏃

鉄ヂ族と考えられるものは 5点出土 している。これらの

'族

は大きく2種のタイプに分けられる。

すなわち、先細形 と平根形である。さらに前者には茎をもつ ものと、茎がな く基部約 %が中空

になるものとに細分される。第102図 6は 先細形で茎をもつ鉄今族である。全長11.6cmである。第

102図 7。 10、 第109図 1は 、先細形で基部が中空となる鉄鏃である。このうち、第102図 7は ほ

ぼ完形に近 く、全長10.85cmである。第109図 1は 平根形の鉄鏃である。このタイプは時代 とと

もに多少の変化はあるが普遍的な形態である。先細形のものはIV期以後の遺構か ら、平根形は

m期の遺構からそれぞれ出土したものである。

管状銅製品

管状銅製品は 2点 (第 103図 4、 第105図 11)出 上している。いずれもⅢ期に属す ると考えら

れる。この管状銅製品は、奈良春 日大社若宮御料古神宝類中の牡丹文蒔絵弓 (12世紀 )に類例

がある (東京国立博物館 :1976)。 この弓のlllに つ く胴輪が、本遺跡例 と極めて良 く類似 してお

り、本遺跡の 2例 も韓の胴輪 と考えてよいであろう。春 日大社例は、合成弓ではな く丸木弓で

ある。平安末期以後は合成弓が主流 となるようであるが、本遺跡例は胴輪の存在か ら丸木弓を
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長 さ (Cm) (す 幅 にm) 厚さ(em) (g)

B-4 n号梅 釘 鉄 (残) 71 14 73

“

5

2 (残) 685 ! 約 21 2独H②

A-5 (残) 635 約 10

B-5 VI(胴輪) 飼 (残 ) 49 288 殆んど鈴なし 988

鍋(口緑) 鉄 (残 ) 62 202 約 54 銘仕落 423

6 8-4 不 明 (残 ) 85 9 約 28 悴罠路おY」配と罷愚確罪亀Tみ 七イ伝乞 274H0

A-5 底付近 不 明 鋼 (残) 66 径 035 44 約 12 青色仕落、火箸に付属する金具 ?

B-5 鉄 塊 鉄 (残 ) 915 715 26

“

8( 青色仕落 (グライ化したためか?)

E-3・ 4 9J (残 ) 67 87 釘頭に鈴付着、釘先欠損

10 F― ■号溝(北簿) 確認面 釘 ? 62 205 約 12 青色鈴十傭

11 ■号溝テラス部 Sot6層 精 釜長 銅 125(041) 22 帝執座金具

12 E-4 H号溝 確認面 嫉 鉄 (残) 59 17 56 約 15 平IR型 1∞勢Э

13 通策銃 (残 )直径113 1905 銘 2

14 お、いこの羽口 (残,  IS 4 最胴径 98 約 2227 円筒状、側面はヘラ削り

第 104図  日号溝跡出上金属製品・上製品 (劉
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ユ B-7 4号掘立柱
(南東コーナー

)

埋  ユ: 鈍 欽 Ⅳ剣1 (残 ) 6 8 224 11 約 5
足最 大 高 21
Cm (率t6う))
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ピット2 底 ア」子 (茎 ) (残 )51 168 0 25 16 732
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ピット6
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flの ため り|:甘
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凡 3 4
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7 B-4 10号井 戸 埋土下部 411 I剣 ! (残 )100
稜縁径

132 (残 ) 1 I

7は %第 108図  I・ Ⅱ区掘立柱建物跡・井戸跡・出上金属製品
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第110図  I・ H区出土古銭

使用していた可能性がある。

鉄砲玉 (第 102図 4)

鉄砲玉は 1′ミ出上 している。 1号濤の東側 (A-7区 )2層 上面より出上 したものである。

鉛製である。本例は 1号濤との関連があるものと考えられ、Ⅳ期のものであろう。

日。その他の金属製品

性格や用途不明のものは37点出土している。このうち、特徴的なもの 4点 を図示 した。

‐Q
簸

鐙

餓

餓

⑩ 0

畿7

鏡

③ 畿

翁 8

畿 8

餓a鰻 3b

録

簸

鍮
6

戦4

鰻

@5



第 18表  I・ H区 出上古銭観察表

H  増

I掟  ざF  7亡  ヨt

号 井 /―・ 2  財

大 ど1:ブじ 生

21 サ れ

3 =ナ  チ|

11 号  料 ナ|!   J 1娑  "t 元  年

IH  lel 絆イ 聖  7じ  年

11 号  rtl

延 中端 Lj元 年

真

永  4‐  6  ■:

庶

][ 徳  8 年

15 士チ ,VI
'1!」

:Ji吉ト

16 号 測 川!土 ■諄
`

H  焙

第103図 6は鉄製品で、形状が刀子に類似するが、本来このような形であったのかは判断でき

ない。断面は片側が弧状になる部分があることから刀子ではないと考えられる。

同図 7は両端では口径が異なる管状銅製品である。本例は銅板を管状に貼 り合わせたもので、

12条 の沈線がある。この沈線は、回径の大きい方に向って間隔が狭 くなっていく。箸 (あ るい

は火箸 )の金具にこれと類似するものがあるが定かではない。 H期に属する。

第105図 7は有孔銅製金具である。孔の反対側には小さな突起が認められる。15号濤より出土

し、Ⅲ期～Ⅳ期に属する。

第109図 5は 銅製の飾 り鋲である。B-7区 H層 より出土した。時期や用途は不明である。

12.鉄塊 。鉄滓・銅滓

小鍛冶に関するものとして鉄塊 1点 、鉄滓 (鉱滓 )23点、銅滓 1点がある。

鉄塊

第103図 8は鍛造直前段階の鉄塊と考えられる。915× 7.15cmで、重量3380gである。



鉄津

鉄滓15点 とコークス状のミ量の軽い鉱津 (雖酸分)8´ がヽ出土している。特にH区からの出

土品が多い。 I期～Ⅳ期の各遺構から出土するが、特にⅢ・Ⅳ期の遺構出上のものが多い。

遺構別の数量の差はほとんどないが、11号濤がやや多い。

銅洋

15号濤 (III期 )B-2区 より1点 出土している (第 105図 10)。 重量42:9gで ある。

②

中

(10)骨 角器 (第 111図 1・ 2)

1は 21号濤 (F-6区 )濤底出上の鹿の角製

の加工品であるが、性格不明である。長さ16.7

cm、 径は最大 2 6cmである。先端部はカギ形に

加工されている。形状は弓の再に類似する。

2は 14号井戸 2層 出上のイノシンの月
'F骨

製の

第である。現在長7.3cm、 最大幅1 2cmで ある。

その他に鹿角の枝角を切断したもの (図版34

-11)がある。

(II)植物遺存体

植物遺存体は、すべての遺構か ら採集したの

ではなく、遺存体の保存の良好な遺構を選んで

採集 した。その際、各時期別の変化が理解でき

⇔

ｏ

／
⑦

第 lII図  21号溝跡・ 14号井戸跡出土骨角器

るように配慮したが、 I期の遺構からの採集は不十分であった。

サンプルは、水洗選別を行った後に、水洗を行なわないものと一緒に東北大学農学部作物学

研究室に同定 を依頼 した。後に、水洗選別 したものは、表皮が欠落するなど同定 しに くくする

結果 となってしまった。したがって、土壌付着のまま同定 を依頼する方が良いことがわかる。

植物遺存体の同定は、東北大学農学部教授星川清親氏、同大学文部技官庄司駒男氏にお願い

した。改めてお礼申し上げたい。

さて、植物遺存体の同定結果は、第19、 20表に示 したが、調査者 として気付いたタミを列記し

てみたい。

①どの時期 (I～ V期 )に も、およそ、モモ・クル ミ・稲 (椒 )。 麦が出土する。

O確実な大麦の出現はⅢ期からである (た だし、 I期の 3号土壌か らも大麦らしきものが出

上している)。 すでに、仙台周辺では山口遺跡の調査 (佐藤洋 :1981)な どによって、平安



第 19表  植物遺存体同定結果一覧表 (1)

遺構名 遺  構 層  位 時  期 種

1 B-5 7号井戸 埋   土 I 期 オナモ ミ、雑草 ?

2 F-6 23号井 戸 8 層 椒、粗殻塊、茶色概殻 、炭化椒 、稲 、麦繹・葉 、雑草種子、モモ その他

3 B-8 3号土輯 最 下 層 炭化米、大麦 ?

4 B-8 3号 濤 炭化米 、雑草種子 ?、 モモ(1個 ・ 炭化 )

5 B-3 13号井戸 歩ラ甲_ヒ琶 I期 ～■期 モ モ

6 A-1 17号土環 5 層 モ モ (2個 )

7 A-7 2号井戸 Ⅱ 期 概殻 、責色級殻 、稲 ワラ、その他 、炭化米、雑草種子 ?、 豆類種子 ?

B-6 3号井戸 8 層 タル ミ (1個 ・ 炭化 )

9 B-6 4号井 戸 7層 下 モモ (11日 )

B-4 9号井 戸 (4～ 8層 ?) 粗、責化概 、麦秤・葉類 、雑草種子 ?

4 層 モ モ l lPIl)

5 層 2 1Ea)

7 層 3個 )

A-2 15号井戸 埋   土 1個 )

一
ル

Ｂ
ベ

11号 濤 底 破片 )

E-4 最 下 層 クル ミ (1個 )

最 下 層 及び
そ  の  上 I期 ～Ш期 クル ミ (2個 )、 モ モ (1個 )

A-3 12号井戸 埋  土 期 ( l佃・ 炭化 )

(´ミル ト)
11号 濤 4 層 モモ (1個 )

B-4 ■～14層 茶色概殻 、小麦、炭化大麦 、炭化米 、雑軍種子か (食 用か ?)、 ハ ンノキ その他

クル ミ 2イ団 (う ち 1個 炭化 )、 本片、枯木 ?

F-4 北溝確認面 Ш期 (前半 ) ヒョウタン・殻・種子 (茶色 )、 炭化米 。その他 、ソバ ?、 雑草種子 、その他

E-4 期 ヒョウタン片・種子・殻 ?、 靱、炭化雑草種子、その他

クルミ (1+日 )

埋土上部 モモ (1個 )

E-4 グライ層 クルミ (10個うち1個炭化 )、 モモ (2 1El)、 その他 (1個 )

埋上下部 タル ミ (1個 )、 モモ (1個 )、 ヒョウタン種子・殻 、雑草種子、その他

B-4 12号 濤 炭化概殻 、炭化米、皮化大麦

ベルト3層 炭化米塊、その他

埋土下部 椒、炭化靱 、茶色概殻 、米、炭化 大麦、麦轟 ?、 稲葉・澤 ?、 雑草種子

F-6 21号 濤 埋土上部 モモ (1イ E・ )

10  層 雑草種子 (2～ 3種類 )

埋土下部
炭化麦 か稲 の伴 ?、 炭化 米 、炭 化 大表 、雑草 種子 (タ デ 、 イ ヌビエ 、 カナ
ム グラ、 オナ モ ミ )

モモ (24B4)

17 F-4 27号 濤 埋   土 クルミ (1+日 )

28号 濤 1 層 ブナ殻 斗 (11岡 )、 炭化米 、大麦・小麦 ?、 その他

19 B-2 16号 滞 最 下 層 炭化米 、大麦、小麦 ?、 稲梓・葉

B-2 31号 濤 上   層 期 クル ミ、と ョウタン種子殻 、雑革 (ソ バ状雑車 ?)

層 II～ IV期 大豆 、炭化大豆 、炭化麦津 、炭化米、大麦、雑草種子、その他

層 炭化米、その他多数 (=米、■大麦、孝小麦、大豆)、 クル

埋 土下 部 期 クフレミ ( 11回 )

20～ 23層
(グ ラ イ層 )

ク,レ ミ (11日 )

A-3 11号井戸 埋 上下 部 期 概殻 、責 色級殻 、稲藁葉 ?、 モモ (3個 )

E-7 20号井戸 概殻、麦秤 葉、雑革種子 ?



第20表 植物遺存体同定結果一覧表確)

遺構名 遺 構 層  位 時   期 種

E-2 26号井 戸 期
蓑化 梁 、業 と観蓑 、建 章

檄殻 、 ツバ 、炭 化 大豆 、炭化 小立 、炭化 大麦 、

F-2 27号井 戸 下  層 モモ (1個 )

A-3 9号土壌 埋   土 モモ (1個 )

B-2 14号 土壌 5  層 炭化米、大麦、小麦 、雑車種子 、その他

埋土 (中 位 ) 激、粗殻 、麦科・葉 (稲 の葉か )

32号土壌 埋± 1層 炭化米、大麦 、大豆 、雑草種子

埋±5層 炭化米塊 。その他、炭化概塊 、大豆 、大麦、イヽ麦 、雑革種子

1号 溝 モモ (1個 )

A-7 上  層 IV期 ～ V期 モモ (8個 うち 1個炭化 )、 クル ミ (1個 )

A-5、
7・ 8 3  層 期 モモ (1個 )、 クル ミ (2個 )、 その他

A-7 最 下 層 モ モ ( 1個 )

B-2 16号 濤 埋土上部 クル ミ (1個 )

F-5 26号 濤 1 層 炭化米、大麦 、大豆 、小豆 ?、 エ コ'マ ?

2  層 炭化米、大麦、大豆 、エ ゴマ ?、 雑草種子 ?

3  層 炭化米、小麦、大表

F-2 31号 濤 1 層 炭化米、大麦、小麦 ?

時代後半には大麦・小麦の存在が確認されている。

○ソバ・ヒョウタンもIII期から出現するようである。

O大豆力ЧII～Ⅳ期、稲藁・アズキ 。ェゴマ ?がIV期 に出現 している。このうち、大豆・アズ

キは前述した山口遺跡に出土例があり、平安時代後半にはすでに出現している。

○クリや ドングリ類はV期 の井戸跡 (III区 )か ら出土している。

○炭化したものは米が多く、他に大麦・大豆などがある。出土当初から炭化状態のものと、

取 り上げ後に色調が変化して、責色や茶褐色に変化したものがある。

○調査時には、 9号井戸から多量の草木類の出上があり、また、32号土墳の最下層からは、

多量の炭化物が出土している。

以上、気付いた点を示したが、このうち、モモ・クルミ・ヒョウタンなどは城館の内外に植

えられていたものであろう。ソバ・アズキ 。大麦・小麦が出土することは、城館の内外に畑が

存在していたことを証明するものであろう。

樹種同定結果について

樹種の同定については、尚綱女学院短期大学教授木村中外氏 。東北大学植物園内藤俊彦氏に



お願いした。また、両氏の同定種以外のものは、奈良国立文化財研究所 (埋文センター)光谷

拓実氏に肉眼観察 をお願いした。改めてお礼申し上げたい。

さて、漆器の樹種については、同定以前にブナ等の広葉樹 を予想していたが、ほぼ同様の結

果 となった。現在の会津 (福 島 )。

'II連

(秋 田)・ 鳴子 (宮城 )では、ブナ・ トチ等の広葉樹を

利用してお り、中世段階の樹種の選択 とほぼ同一 と言える。また、同定の結果、現在の東北北

部の能代春慶 (秋 田 )。 津軽 (青森)では、主にヒバを利用していることを考慮すれば、本遺跡

の漆器は、およそ東北中部以南において製作された可能性が考えられよう。

また、光谷氏の観察結果では、橋脚・下駄には樹種の選択性はないようで、前者はクリ・サ

クラ・ケヤキ、後者はケヤキ・ ヒノキ 。キハグ・マツが使用されているようである。曲物は、

スギが多いが、以外にヒノキ (底板)が使用さ・/Lて いる例がある。また、本簡 。物忌札はヒノ

キらしい。 ところで、木村 。内藤両氏の指摘では、ヒノキは福島以南か ら持ち込まれたと予想

されているが、これは非常に興味ある問題である。当時の活発な商業活動 を知 る手がか りとな

る。しかし、中世以前に当地方のヒノキの存在の有無を明確にしてお く必要があろう。

(12)動 物遺存体

動物遺存体は、「南孝L好(が平箱 3締i分 、魚貝類がビニール袋 (小 )で17袋分出上した。実際の

出土数はさらに増える。

これらは東北大学院生高橋理氏に同定をお願いした。改めてお礼申し上げたい。なお、同定

結果は高橋氏報文 を参照されたい。

遺存体は調査開始時の予想をはるかに上回る出土量であった。調査時の所見では、11号濤 (H

区)の橋脚付近か ら多く出上している (第 45図 )。 魚骨はⅢ期の16号濤 (B-2区 )の 出土のも

のに限られる。また、11号濤出上の貝類は、濤底の砂地より検出されたもので、食料にされた

ものでなく、堀に生滝、していた可能性が強い。

また、特に注目したいものは、33号土壌内のピットより出上 した馬歯である。33号土媛は皿

状で底面の硬い特徴 をもつ。また、この上壌は20号捌立柱建物跡とほぼ同時期 と考えられる。し

たがって、想像 をた くましくすれば、33号土媛は20号掘立柱建物跡の付属施設 と考えられ、馬歯

の出土から、この建物には馬屋が付属 していた可能性 も考えられる。



第Ⅳ章 Ⅲ区の調査

|. は じめ に

Ⅲ区の調査は、宅地開発に伴って試掘調査を行なった。すでに調査前に盛上がなされており、

試掘 トレンチは壁の崩壊が著しい。

さて、 トレンチはA～ Eト レンチの 5ヶ 所を設定した(第 112・ 113図 )。 各 トレンチは、Al.5

×3.5m、 Bl.5× 4.5m、 cl.5× 4m、 Dl.5× 6m、 E7× 13mである。すでに調査中に

一部造成が開始されてお り、変則的な トレンチ設定となってしまった。

調査は、昭和56年 5月 6日 から同年 6月 11日 の約 lヶ 月間行なった。この試掘調査ではA～

Dト レンチは遺構の確認調査とし、Eト レンチは精査を行なうことにした。基本層序はすでに

第H章 2基本層序で扱っている (第 4図 )。

2.ト レ ンチ の状 況 (第 112図 )

ここでは、A～ Dの各 トレンチの状況を扱い、Eト レンチについては後述する。

(Aト レンチ)こ の トレンチでは、ピット (あ るいは土墳)5個、南側では東西にのびる濤

1条 を確認した。

(Bト レンチ) この トレンチでは、ピット (あ るいは土媛)4個、井戸と考えられるもの 2

基、東西に伸びる細い濤 1条 を確認した。

(Cト レンチ) この トレンチでは、中央部に土塁状の高まりとこれに西側で接する南北に伸

びる濤 1条 を確認した。滞上部より無釉悟鉢が 1点 出上した。濤に重なるように現在でも小

さな堀がある。

(Dト レンチ) この トレンチでは、何ら遺構は検出されていない。

3,Eト レンチの検 出遺 構 (第 113図 )

この トレンチでは、井戸跡10基、濤 4条、柱穴 2個、ピット2個が検出された。東側の 2号

濤があるためか、層位は東側に傾斜していく。各遺構の特徴は第25表 に示した。

井戸跡

Eト レンチでは、 IoH区より湧水が激しく、井戸跡は底まで十分な調査を行なうことがで

きなかった。Eト レンチでは小型の井戸はほとんどなく、 1号井戸跡 (B類 )だけである。 2

～10号井戸跡はC類・ D類に属するものと考えられる。特に10号井戸跡は大型で直径はおそら

く2mを起すものと予想される。遺物の出土状況は以下のようになる。







1号……漆器 6号……唐津・肥前磁器・相馬・上野目 ?な ど

3号……手塩皿 (切込 ?)、 徳利など

4号……鉄釉鉢 (向付 )

5号……肥前磁器 (皿 )

8号―…木箱・漆器 (板物 )

9号……唐津・土師質土器・漆器

10号……遺物なし

これらの井戸跡の中で、出土遺物の内容から9号が最 も古いと考えられ、Ⅳ期に属するものと

考えられる。 V期に属すると考えられるものは、 2号 。3号・ 5号・ 6号がある。1号・ 4号・

7号 。8号・10号については、明確な時期決定はできないが、これらも、およそV期の井戸跡

と考えられる。 V期の井戸跡でも切込焼や上野目焼を出土するものは、後半 と考えてよいであ

ろう。

溝

濤は 4条確認された。これらの濤は井戸跡よりも古い。各濤の特徴は第25表に示 した。

1号濤

1号濤は円を描 くように続 く濤で、井戸跡の中で最も古いと考えられる 9号井戸跡に切 られ

る。溝中から唐津 と考えられる碗の破片が出土していることから、IV期後半の年代が考えられ

る。この濤は、 4条の濤のうち、切 り合い関係からも新 しいことが判明している。性格につい

ては不明である。

2号濤

この薄 |よ Ⅳ層上面で検出され、ごく一部だけの調査に留まったので、その内容については不

明な点が多い。深さは確認面から80cmを 測る。切 り合い関係から 1号濤 (Ⅳ 期)以前の濤であ

る。この濤は南北にのびる濤であるが、南端では西側に曲がることが確実である。 I・ H区 と

外堀のほぼ中間付近では南側が一段低 くなることから、少なくともその付近までイ申びているこ

とが予想される。中世のいずれかの時期の館を区画する堀であろう。遺物の出土はない。

3号濤

この濤も、ごく一部を確認したにすぎず、その内容は不明な点が夕い。この濤は 2号 との切

り合い関係があるが、ほぼ同時期か古いものと考えられる。遺物の出土はない。

4号濤

この濤は、サブ トレンチ内でⅦ層上面より検出された南北に伸びる濤である。しか し、調査

区南部では確認できない。したがって、 1号濤の手前で止まるか、西側に伸びるものと予想さ

れる。遺物の出土はないが、層位的には、 Eト レンチ内の遺構中最 も古い中世の濤と考えられ

る。この濤の西側では、畦畔状の高まりが確認されている。
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柱穴・ ビウ ト

Eト レンチでは、中央よりやや北側で柱材を伴 う柱穴が 2個確認されている (第114図 )。 柱

穴は約20× 20cmの掘 り方があり、いずれも直径約 5 Cmの柱材が出土した。 V期の柱穴である。

遺物の出土はない。ピットは南側で 2個確認されている。いずれも直径20～ 30cmで ある。遺物

の出上がなく時期 も明確ではない。

4.遺 物

Ⅲ区出土遺物には、陶磁器・土師質土器・瓦質土器・金属製品 。木製品などがある。大半は

Eト レンチの井戸跡よりの出土品である。

陶磁器

陶器

陶器は合計35′点出土 した。器種は碗・向付 (?)。 椿鉢・壺がある。

第115図 1は 9本単位の櫛 目をもつ括鉢で、口唇部が外へ折れ曲がる。本例は I・ II区出土の

第64図 5,7と 極めて類似する。およそ16世紀～17世紀のものであろう。同図 2は 6本単位の

櫛 目をもつ無釉悟鉢である。内面は燻焼 となり、胎土中に自針を含む。およそ16世紀～17世紀

初めのものであろう。同図 3は 4本単位 と考えられる櫛 目をもつ無釉繕鉢で、口縁部は縁帯を

もつ。焼成は甘い。およそ江戸中期以後のものであろう。同図 4は 口唇部が折れ曲がる無釉の

悟鉢 と考えられる。外面は燻焼である。胎土中には金雲母を含む。およそ16世紀～17世紀初め

の県内産のものであろう。同図 5は 口縁部内外側に、オリーブ黒色の鉄釉がかけられた播鉢で

ある。櫛 目の単位は不明である。 I・ H区の第65図 1・ 5と 同一の生産地 と考えられるが、産

地は不明である。 I・ H区ではⅣ期の遺構に伴って出上していることから、16世紀～17世紀初

めのものと考えられる。第116図 4は 内外面に鉄釉のかけられた小鉢あるいは向付 と考えられる。

底部は糸切 り痕 を留める。県内産のものであろうか。江戸時代のものであるが、詳細は不明で

ある。同図 5は灰オ リーブ色の透明度の高い釉がかけられ、胴部上半は白色化粧土に浸してい

る。畳付は露胎とな り、砂粒の付着がみられる。およそ17世紀初めの唐津碗である。同図 6は

明オ リーブ灰色の釉がかけられた小型の碗である。施釉部分 と露胎部の境は、褐色に変化 して

お り、上野目焼 (宮城県岩出山町)と 考えられる。およそ19世紀初めに前後する時期であろう。

同図 7も 前述の 6と 同様、上野 目焼の碗である。釉は明縁灰色を呈する。およそ19世紀初めの

ものと考えられる。その他に、唐津 。相馬 。上野 目ではないか と考えられる碗、唐津・上野 目

(左に傾 く飛飽)の壺、産地不明の鉄釉精鉢などがある。



磁器

磁器は合計 9点出上 し、肥前・切込 (?)等が出土 している。

第116図 1は 型作 りの手塩皿である。破損部分を半透明の接着剤 (膠 ?)で接合している。切

込に類似 し、およそ19世紀初めの製品であろう。同図 2は 見込みに鹿の絵を描いた皿である。

およそ17世紀後半の肥前の製品と考えられる。同図 3は 内面に菊花文を描 く皿である。生産地

は肥前かどうか判然としない。およそ19世紀以後のものであろう。同図 8は染付徳利 と考えら

れる。染付文様はどのようなものか不明である。随釉は外面だけで、内面は露胎 となる。胎土

は極めて特徴的で、自地に灰色の斑点が夕量にみられる。その他に肥前の碗・皿、切込 (?)

の碗等が出土している。

土師質土器

土師質土器は 9号井戸から出上 した 1点だけである。

第116図 9は 外傾 して立ち上がる皿で、日経に対 して底径が大きい。他の遺物から判断して、

江戸時代初め頃のものであろう。
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第 115図  Eド レンチ出土陶器・金属製品



り

う
ｒ
「

0                          10cm

図版 πり/1 遺 層 位 取上番号 種   類 器  形 部   位 地 時期 楠

1 Eト レ 3彊日早戸 14■ 17 磁器 手塩皿 口緑～底部 V朗 透明釉 審宮島だf盟 ?毎誓弼 含髪手か身Lttξちちロ
51jF戸 肥前 貫入あり 文様 内面 廃+草花文 外面 草花文

3 試掘 9 底部 透明釉(明青灰5B%) 内面に菊化の文様をけすりこむ

4 4 FJL4戸 21 陶器 皿or向皿 鉄 釉(暗赤楊75R%) 外面に工具跡(P)あ り 底部 回転糸切り

5 9号井戸 硫 胴部～底部 唐津 V期 透明釉(灰オリーア75Y%)

6t■F 掛 目 V期 (明オリー刀天2 5GY%) 貫入あり 胎とは磁器に供る。

(明翻又75Y%) 貴入あり

8 3号井戸 7 磁器 不明 透明釉 際岳に需骰多希ど謝築為寡搬含矛とる
9 9,井戸 土師質土器 口縁～底部 内面 ロクロナ, 外麗 ロタロナ, 底部回転糸切り

第 H6図  Eト レンチ出土陶磁器
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冗質土器

内外面を燻焼した破片が 1点出上している。器種は不明である。細片のため図示できない。

金属製品

Ⅲ区出土の金属器は、わずか 2点の出上で、 I・ H区 とは対照的である。

第115図 6は 「 E」 字型の鉄製品である。用途は不明である。およそ江戸時代あるいはそれ以

後のものと考えられる。同図 7は 2号井戸出上の煙管の雁首である。真鍮製と考えられ、火皿

音Ьはラ(き い。

木製品

木製品は合計33点 出土 した。このうち、 6号井戸 とともに最 も出土数 (12点 )が 多い。種類

は自然木が最 も夕く、次いで削片、切片など木片が多い。

第117図 1は 板 目材を使用 した木箱で、木釘で打ち止め している。用途は不明である。江戸時

察

―

出

表観製木

引

図 阪 グリント 赳 構 層 位 木取 り 時 期
鉢
ι

8号井戸 箱 板  目 V  期 折え採翌弁桝長Υ術歿是:i昔 i砲身たそ4れ、
オ
告寄rfよ橋研Ъ、それぞれに木卯がtkつ てる

一方の々
'い

佃J llkが 大路。一枚の微からとしネている。

4号井戸 曲 物(側 板 ) 柾  目 V期 直径約12-13cn、 厚 さ01-0 2cmの 板が2重 Iこ まいてあ り、幅05(mの とし皮て止めている。

表  採 tit 長さ89cm、 直径 3 emく

2号 P■ V  、期 長さ43cm、 幅 4 cm、 厚 さ250m、 先端 より1/d焼けている。肖1痕 あり。

6号井戸 切  居 柾  日 V期前半 長さ12cm、 幅 7 cm 厚 さ 3 em、 両側縁に削痕あり

4号井戸 tk状 木製品 Ik 目 V期 長さ9 8cm、 幅 2 cm、 厚 さ0 3cm、 側繰に肖1痕 、一方の面に傷あ り

6号井戸 栓 V期前半 長さ 6 cm、 大直径2 8cm、 小直径 1 4em、 細い方の先端著町よ丸味がある。全体に肖I痕 あり

6;井戸 量 青 IIx日
長さ4?tm、 中廊2 7tm Fyさ 12t口 切り込み力f″|めに入っており 深さ02～ 12(mである。

0号井戸 孔依状木製品 れに 日 ttさ 20(m 慌14【 m、 ryき ,8(m、 h ttiに 出I真 あり。VЧ Ihに 方形の例人があり lヶ l叶 に本

8号井戸 孔lk状木撰品 妹身号努b%兌
(と

鍋羅とぞ企Σ伊花券桝儲分世甘卜抱挨ら(乙翠と
こ木,∫が残存。■i^か 市ヽ

!二

I号井戸 漆 ,干 (DE) 嵐径5 5tm 内面未漆 (う るみ色 )、 外面、黒漆。漆が制離 している。アナ

第 118図  Eト レンチ出土木製品



代 (V期 )の遺物であろう。同図 2は 曲物の偵」板である。側板は 2重に巻いている。 1号濤 (Ⅳ

期 )を切 る濤から出土 していることからV期のもの と考えられる。同図 3・ 4は杭 と考えられ

る木製品で、杭の頭部には 3が削痕、 4が凸形の加工痕がそれぞれ認め られる。このうち、 4

はピットか ら出上 したが柱材 とは考え難い。先端部から%が焼けている。同図 5は 形が特異な

板材で切片と考えられる。同図 6は板状木製品で、頭部あるいは先端部 と考えられる部分は楕

円形を呈 し、削痕が認められる。片面には側縁に直交する傷痕が 7条認め られる。用途不明。

同図 7・ 8は それぞれ栓 と楔 (?)と 考えられる。第118図 9。 10は 有孔板状木製品で、孔には

両者 とも木釘の残片がある。 9は何かの部材 と考えられ、これ一つで完形品にはならないと考

えられる。10は 片面と木口面の一部に黒漆が塗られてお り、重箱や箱膳のような箱状のものの

破片と考えられる。同図■は横木取 りの漆器椀である。外面は黒漆、内面は赤漆 (う るみ色 )

が塗られている。高台は低 く、器厚は薄い。文様は認め られない。

4号井戸 ° 0

第 H9図 時期別遺構配置図



5。 まとめ

m区の調査は不十分ながらも、貴重な発見があった。すなわち、Ⅳ期あるいはそれ以前の濤

が検出され、特にCト レンチの土里状の高まりを伴う濤、そして、Eト レンチの 2号濤は注目

される。これらは I・ H区の 1号濤あるいは21号滞とほぼ平行関係を示すようである。Eト レ

ンチの調査では、およそⅣ期を境として大きく2時期 (第 ■9図 )の変遷を知ることができた。

また、その後 (V期 )に 展開された井戸跡群 も、当地の江戸時代の農村の実態を知る貴重な

手がか りとなろう。今回の調査では、農村部においても陶磁器が豊富に供給されていたことが

理解される。特に、後述するごとく、六郷周辺は藩制初期には、相馬の武士が帰農したといわ

れ、今回の相馬焼の出土、あるいは昭和54年度の調査においても相馬焼が出土していることは

両者の関係を知る上で注目されよう。

I・ H区溝一覧表

第22表 IoH区 掘立柱建物跡一覧表

第2,表

ほぼ 1号 rF」 と同 時 期 かや や 古 い。 4号・Iを uJる

9号 r■ に切 られ 6号 れ を VJる 。 常 滑製 、 lL!美 鉢

1号 fIIj、 3号 上 lHに 切 られ 8号 秘 を切 る24(口 )号 ff・

1号轟 、 4号 r4に 切 られ る。 たの青 磁

4号 れ 、 6号鵜 立 柱建 物 に切 られ る22(38)号 rt

6号掘立la:建 ″勿I二 切ら″せる

火山灰 あ り、 8号捌 立 柱赳 物 に ApJら れ る25(37)号 FJ

9号 llII立柱 建 物 、 1号 174に 切 られ る。 141声入 日茶 碗

■号 農  9号 瀧 を切 る」4(7)号湛

グラ イ層 は 2期 、 25;井戸 を切 る。 jl徳 銀 窯 系 の梅 Ik、 鋭n′′(Jヒ 識

11号 器 、 9号井 声 を切 る。 東 北 窯塑t

11号井 声 、 12号 井 戸 に切 られ る

15号 湛 、 11号 務 に ●Jら れ る。 法 美数 、東北 窯 象 、道安 窯 系 の碗

“

号 土 城に切 られ 14号溝 を切 る。 竜泉窯 系 の碗

15号溝 、 14号 ■ leに 切 られ る。 明の染 付 m、 魚 骨4(31)号議

14号 淋に切 られ る

19号 f4に VJら オt21号 れ を CIJる

21号 鳥  18号湖 を切 る

21号 fflに 切 らオとる

19号井戸に切 られて 3サ TIを 切る

22号 井 戸 、22号滸 に切 られ る

30号 土 壌 、 19号 jhイ 立 構:処 物 に切 られ る

21号 IPIを 切る。志野組部小皿1

20ttlllオ 立瘤:建 物に切 られ2:号 fIIを tJる

26号 fHIに VJら オせる

20号 熟1立 社疑 物 16号 IVIに 切 られ る。 束北 窯叡

2号住居に切 らオと49ケi擦を切る

22号 IIII立れ 建 物 、 27号 井 声 に切 られ る。常 ri水瓶 、縁剤 皿

16号器 に切 られ 2号群 人選 構 を 17Jる

42号 Ji嫉 、21号・4に 切られる

槻立柱建物名 問  数 棟方向 方   位
来 西 総 長

程  式 面積n 時期 倫 考

1号掘立構i建物 (3× ?) N―約 6° W V期 角4d!あ り、 2号 溝に切 られる

2 2X(1) 束西 ? N16・ E 398   13 2 側柱式 ? I― HI期

2× 2 束西 N14° E 370    12 3 総柱式 ? 1-nt期

4× 4 南北 N孫イjユ I° E 550    18 3 610   20 3 側 柱 式 Ⅳ期 ?



5;掘 立II建 ワ 東西 N―約 13° E 側柱式 II期 足窃脅1ゼ誓と:曜 |ザ蔀を葛輩
6 南北 N系,3■ E 600    6 6 25 2 Ⅲ 期 2号井戸、4号 TF、 3号 主張を切 る

3× 3 東西 N― 約 4° こ 430   14 3 ～Ⅲ 期 疑(ロデ倉4Jヨ費に切られ、4号

3× 3 東西 N―約 7・ E 470   15 6 28 2 Ⅲ 期

南 北 ほぼ磁北 Ⅲ 期 末 脅拷争」ザ洩:°il=燕 2場塚・
j

10 N-6° E 18 肛期末 を頓服身イ,営離=活蓉滋多身聟
× 2 東 西 N-7° E II期 暮絲争必与轟itL笥 讐ぇ曽■

2× 2 東 西 N-1°―E 側 4■ 式 I期 ? I号 _erk穴遺構 i3;灘 を切 る

2× 2 商北 N-3° E 6号土捩、14号鴻に切 られる

東 西 N 9° E

ユ5 )rFヴif3 ミこfi筈 〉提〈 234    7 8 15号澪、16号 澪に切 られる

N-6生 E 19 V― V期 易彗空挨:坐イすr増どぅ三澪

2× (4?) ぼ～Ⅲ期

3× 3 N-5° ―E 30 5 V期 角柱あり 21号 藩を切る

19 南北 23 3 582   19 4 H～Ⅲ期 』 三

‐ 猥 ヽ ZZ'番  3 4vI柱 盾

3X4 N-8・ ―�V 592   19 7 29 6 Ⅳ 期 a曽
あり 26号 轟 3号住居を

東西 髪ョE―
Lと

金 ; ご慧も子 主i乞 : 口～Ⅲ期

Mギ
~。

}発 ( 111期 St攣締ツ場姦住

NE是・|七 i茜 ; 113 V期 ョ藤歩馴督ば共Hし  16サ嗣

東西 ? N一約 4° E 250    8 3 H t4～ 8号溝、 5号井戸を切る

2× 2 N-6° E 57 総柱式 I期 ～ 角社あり 24号器をulる

( )は 推定

第23表  I・ H区井戸跡一覧表
井 戸 名 旧名称 位 置 直径em十繋 深さCm 備

1号井 戸 1号井 戸 E Ⅱ～Ⅲ期 1号瀧に切 られる

2号井 戸 B Ⅱ～ III期 6号掘立柱建物、 1号 縛に切 られる

1号井 戸 C とI～ Ⅲ期 4号井戸を切 る

2号 井 戸 C II～ 皿期 3号井戸、 5号井戸に切 られる

3号井 戸 D H～ 皿期 漆器出上、 8;掘立柱建物に切 られる

1号土 城
定
幸

雑
挫

必
， B I期 9号濤に切 られる

1号井 戸 E I期 9号溝、ユユ号溝に切 られる

2号井 戸 一
定

一
推 A Ⅲ 期 12号 薦、54号 上壌に切 られる

1号井 戸 Ⅱ～Ⅲ期 12号 濤に切 られる。竜泉窯の疏

2号井 戸 I期 12号溝、11号 r4に 切 られる。常滑壺、東北窯裂

2号井 戸 D 13号 滞を切る

1号井 戸 皿 期 材木、本製品出上、東北窯喪、漱戸灰釉

1号土 城 C I～ Ⅲ 期 7号土婚、14号井戸に切 られる

1号土 擦 II～ 皿 期 9号土壌に切 られ、 8号土策を切 る

1号井 戸 を
走

”
推 I～ ■期 15号薄に切 られる

1号井 戸 I～ ■期 16号溝に切 られる

1号井 戸 不 明

ユ号 井 戸 B I期 21号 溝、18号土垢を切 る

1号井 戸 C V期 22号 溝を切 る

2号 井 戸 C 22号 蒔を切 る。唐津 碗

1号井 戸 D Ⅳ期 22号 井戸、2ユ 号議を切 る。御深井対I平 鉢、志野向付

2号井声 D? 21号井戸に切 られ、23号高を切 る。常滑信鉢

2号 土 城 B I期 33号 土垢に切 られ、39号土瞭を切 る

2号 土 域 B 2号住居 を切 る

3号 土 城 B I期 前半 ■号溝に切 られる

1号井 戸 CorD 16号濤、29号 溝を切 る

1号井 戸 C 31号溝を切 る

1号土 颯 A 平安時代 53号 上壌を切 る

( )は推定

第24表  I・ H区土壌一覧表

土頻名 十日名称 位 置 長軸cm 短軸cm 深 さcm 時 期 七



平安 -1期

整定9靭 と
14号 井 戸 に切 られ 、 18号井 戸 を‐tyJる

13号 井 戸  14号 井 戸 を 17」 る

15号職 に A7.ら れ 、 14号 IIjを A7」 る

15号濤を‐t9Jる

石 口上下 出主 、 15号 溶 、ユ6号溝 を切 る                _

平 安 16号濤 に切 られ る

駐■  6号 議  21号 14に 切 られ る

平 安 糀■  6号 r4 21;藩 にIIJら れ る

■師辞多置出■に居の貯歳穴の可能性あ ゆ.52号■頻に切 られ 6サ 辞をコ る

23号 群 を切 る

21号 井 戸 に●Jら ヤし、27号 主 張 を切 る。志 野 雑 部 DII

22号 路 を切 る

22号湛 23号 湛 を IDる

21号溝をpる

24号 溝 、23号 井 戸 を切 る。志 勤 報部 皿

21号 rJjを 切る

88号 土 張に切 られ 、30号 ■ 環 を切 る

4号 38号 ■ jHに 切 られ る                        _
37号■殊、30号 ■Fを 切る

平安

平安 25号 溝 、38号 藩 に

干渉〕不 能 28号 r4に 17Jら イとる

28号濡 をt7Jる

務 の可能 性 あ り、 ■号 鴻 に 17Jら れ る

計 測不 能 平安 ～ I刹 29,14に りらヤとる

150以上 計 Hl不能 ユユ号 器  30号 湛 に切 られ る

平 安

第25表 III区遺構一覧表

井 戸 名 直   径 深  さ タイブ 時   期 位  置 考

定
定

控
推

熱
∝

‐０
６

上
下

110以上 不  明

上  141
下 112(推 定 )

130以 上 v期 前半 唐 津 、月し前 、鉄 釉 指 鉢 、相 馬 ?、 上 野 目

不  明 170以 上 鉄釉 増鉢 、徳 利 、●J込 ?(手塩 m)

上
下 94(推 定 )

115以 上 V期 鉄釉 皿 (卜,付 )

上

下 76(推 定 )

70以 上 V理,前半 肥前皿 (鹿 )17C後半

上

下
180以 Ji

πく  Iツ

'

不  明 V期 前半 相 馬 ?唐津 、上 野 日、切 込 ?、 伊 力 望 、唐津 、鉄刑熊 鉢 、無釉 陶器 (金雲 母 )

下  80(推 定 )

V剃 漆 器 木 紬

上
下

110以 上 Ⅳ期 土 ,市 質 、唐 津 、漆器

不  明 50以 _L 不  FJl 不  明

■f 124

蕪 刑I婚 鉢 、内 ll iと 外猟Iと の 中晴1



第V章 考   察

|.平安 時 代 の 上器 につ いて

(I)上器の分類

本遺跡の平安時代に属する遺物は種類が豊富である。すなわち、土師器 (甕・不・高台郭・

皿 。耳皿 ・台付鉢 )、 須恵器 (甕 ・壺・堺)、 灰釉陶器 (瓶・碗 )、 緑釉陶器 (碗 )、 常滑鉢・

渥美鉢がある。このうち土師器には、いわゆる「赤焼土器」を含めて分類している.こ れは「上

新田遺跡」における考察にしたがって分類し、土師器の類型分類で区別して扱っている。

土師器

簑  1類  ロクロ調整の認められないもの (極めて数は少ない)

a.器面調整に刷毛目が施されたもの。

b.器面調整は内外面ともにミガキが、内面はさらに黒色処理が施されたもの。

2類  ロクロ調整の認め られるもの

al.ロ クロ調整後、外面にヘラケパリが施された長胴形のもの。

a2.alと 同様であるが、体部が球形状を呈するもの。

口径・高さともに、約20cm前後に集中し、その上率はほぼ 1:1と なり、極

めて規格性に富んでいる。

b.ロ クロ調整後、外面はヘラケズリ、内面は ミガキ・黒色処理が施されたもの

(い わゆる内黒甕 )。

長胴形のものはないようで、日径・高さの比率がほぼ 1:1の ものであろう。

cl.い わゆる「赤焼土器」 と考えられるもので、日縁部付近の破片のみで、全体

の器形は定かではないが、おそらく長胴形になると考えられる。

C2.いわゆる「赤焼土器」 と考えられるもので、ロクロ調整が施 される小型のも

の。再調整は認められない。

郭 :今 回の調査では、すべて回転糸切 り。無調整の郭で構成されている。

1類  ロクロ調整後、内面に ミガキ・黒色処理が施 されたもの。

a.体部が内弯ぎみに立ち上がるもの。

口径は13～ 17cmと 比較的バラエティーに富む

b.体部が内弯ぎみに立ち上が り、口唇部付近がわずかに外反するもの (端反 り

口縁 )。



c,体苦るがほぼ外傾 しながら立ち上がるもの。

aと 同様、日径は13～ 16Cmと 比較的バラエティーに富む

本類にはロクロ調整後、休部外面に縦位のナデが認め られるものが 2点ある。

このナデは調整 として施 されたものか判断できない。

2類  ロクロ調整後、内面に ミガキが施されるが、黒色処理が認められないもの。

従来は、黒色処理が再加熱等で消失したと理解 される傾向があった。しかし、

それは個々の土器において証明される必要がある。本遺跡では、それを証明で

きるものがないため、独立 して分類 している。

器形のわかるものは、内弯ぎみに立ち上が り、口径 13～ 14cmの ものがある。

3類  ロクロ調整後、何ら調整の加えられないもの。

本類はいわゆる「赤焼土器」に属するものを主体 とするが、須恵器 と区別のつ

けに くいものも含めている。

底部破片が多く、全体 を知 り得るものは少ない。

口径は14cm前後、底径は 4～ 6 cmま であり、 5 Cm代 のものが多い。高さは 3～

4 cm代 のものがある。

4類 内外面 ともに ミガキ・黒色処理が施 されているもの。

本類はロクロ調整後に、 ミガキが施 されているもの と思われる。いずれも細片

で図示 し得るものはない。

ここでは、本類を黒色土器 と呼ぶことにする。

高台郭 1類 郭部は調整後、内面 ミガキ・黒色処理が施 され、その後に、粘土貼 り付けによ

る高台をもつ もの。

本類は高台の形態にバラエティーがあり、また、高台の高さにも高低の差があ

るが、検討するほどの量的保障がないため、細分 しなかった。

高台径 も、およそ 6～ 9 cmと 差が大きい。

2類 琢 4類 と同様のものであるが、これに高台がつ くもの (黒色土器 )。

本類は、細片で図示 し得るものはな く、量 も極めて少ない。

皿  高さが 3 cm以 下のもので、口径・高さの比率がおよそ 1:4の もの。

本類には、図示できない破片が多く、また中世の上師質土器皿 との区別がつけにくい。

確実に平安時代に属すると考えられるものは、極めて少ない。本類は、いわゆる「赤

焼土器に属するものが大半を占める。

図示 し得るものは、わずか 2点で、赤焼土器に属するもので口唇部付近が大きく外反



するもの と、ロクロを使用せず手捏ねによるものがある。

耳皿  「赤焼土器」に属すると考えられる耳皿が 1点 ある。

台付鉢 「赤焼土器」属すると考えられるが、破片のみで全体 を知 り得るものがない。

陶器 平安時代に属する陶器には、灰釉・緑釉・渥美・常滑がある。これらはいずれも破片

で量が少な く、全体 を知 り得るものはない。

渥美・常滑の製品は、ほぼ12世紀後半頃のものと考えられるが、中世の遺物の項で扱

か うことにする。

〔灰釉陶器〕

碗や瓶の破片が出上 しているが、その特徴を十分に理解できない。これらは平安時代

後半の美濃 。東海系の製品と考えられる。

〔緑釉陶器〕

碗の底部が 1点 のみである。

(2)平安時代の遺構 と上器群の様相

土器・陶器の特徴

本遺跡においては、おそらく中世以後の遺構群によって、著 しく攪乱を受けている。したが

って、細片が多く十分に土器を把握できないものが多い。このような状況下で、幸いにも21号

土壌と1号住居跡貯蔵穴の出土土器は、極めて一括性が強い資料である。今回の調査では極め

てバラエティーに富む遺物が出土 してお り、特に灰釉・緑釉 も出土 しているのだが、ほとんど

この時代の遺構に伴出しない憾みがある。

土師器

〔甕〕 la類 。lb類 とした甕は、いずれも一点ずつで、その特徴を十分に理解できないが、lb

類は2b類 との関連性をもつものと理解 したい。なお、la類 はこの時代の遺構出上のものはない。

2al類は口唇部の成形は手抜きのためか、かなり簡略化されている。この類型の土器は図化でき

たものは 1点だけである。不明な点が多い。2a2類はあまり類例のしられていない甕であろう。

この類型を仮 りに「今泉型」と理解すれば、およそ口径と高さの比率が等しく、ロクロ調整後



ヘラケズリを施す ものである。この甕は、休部の丸味が強 く、器厚が薄い特徴をもち、規格性

が強い。これに類似する例に、多賀城跡 S E 674井 戸跡出土例があ り、自鳥氏の分類によれゴ(白

鳥良一 :1980)、 F群土器 (11～ 12世紀)に 属する。また、仙台市安久東遺跡 (土岐山武 :1980)

第 2号住居跡出土例に、本遺跡のものよりやや長胴の傾向があるが類似 しているものがある。

この第 2号住居跡は、灰釉陶器の年代から11世紀と理解されている。十分な比較検討を行っ

ていないが、この「今泉型」甕の分布は、現在仙台平野周辺にみられる。ここでは11世紀頃を

想定 しておきたい。2b類は、名取市清水遺跡 (丹羽 。小野寺・他 :1981)第ⅧA群 に属する第

89号住居例や色麻町上新田遺跡 (小井川和夫 :1981)第 1・ 第 8号住居跡 などに類例が認めら

れる。いずれも回転糸切 り後に再調整が施 される土師器不と共伴 している。本遺跡では18号・

21号土装 をみると回転糸切 り無調整の土師器郷 と共伴 している。 したがって、先の 2遺跡より

はやや後出のものと考えられよう。清水遺肋例は平安時代前半と考えられている。 2cl類 は赤

褐色系の色調 を呈する甕で、口縁部が長 く長胴形 になるものである。「赤焼土器」の範 ちゅう

に属するものと理解 した。いずれも破片で出土数は少ない。南小泉追跡 (結城慎一 :1982)1

号濤、多賀城跡 (宮城県多賀城跡調査研究所 :1980)S D1221-B大濤第 4層 出土例などが、

これに属するものであろう。2c2類は「赤焼土器」の小型の甕である。本遺肋では、2cl類 を含

めて最も多 く出土 している。 しかし、図示できるものは極めて少ない。

〔郭〕 1類はその特徴から3種類に細分した。特にlb類 としたものは、時代が下がるにした

がって増加する傾向がある。本遺跡では十分にその傾向を指摘することができないが、先述の

安久東遺跡第 2号住居跡出土土器などは特に顕著である。口唇部の外反する郭は、不 3類 とし

たものにも存在する。この問題については、すでに小笠原好彦氏によってこの種の郭あるいは

皿は「灰釉陶器および緑釉陶器との関連によって生じたものとみるべきである」 (小笠原好彦

:1976)と 指摘されている。この指摘は傾聴すべきで、今後は灰釉陶器などの集落内における

所有形態や、土師器郭・皿類の比較が必要であると考える。 2類は従来出土例も少なく、あま

り問題にされなかった土師器郭である。この類型の郭は内面にミガキが地されるが、黒色処理

が施されない特徴に加えて、本遺跡ではおよそ赤褐色系の色調を呈している。この郭類の特徴

を十分に把握できないが、いわゆる内黒郭と赤焼郭の調整技法の混乱あるいは簡略化と理解し

ておきたい。 4類 も細片ばか りで、その特徴を十分に把握できない。 1/・ と高台付郭が出土して

いるが、皿は出上していないようである。

〔皿〕 皿は出土数が少ない。ロクロを使用するものと手捏ねがある。また、中世の上師質土

器皿と区別のつかないものが存在するが、およそ平安時代のものは砂粒を多く含む傾向がある。



これらは、いずれも平安時代後半か ら末期にかけてのものである。

須恵器

須恵器は出土量が少な く、細片がほとんどである。したがって、各器種別の特徴は不明な′ミ

が多い。ただし、甕は青黒色系の色調を呈 し、十分に環元焼成されたものである。これに対し、

郭は灰白色を呈するものばか りで、黒斑のつ くものも存在する。長頸壷は両色調を呈するもの

が存在する。こうした器種毎の色調の差をどう理解 したらよいか問題のあるところである。器

種毎に焼成窯が異なるのか、器種毎に異なった窯から供給されたものか、あるいは郭を赤焼土

器の範ちゅうに包括 した方がよいのか決めがたい。

陶器

陶器には、灰釉・緑釉 。渥美がある。灰釉陶器には、碗・瓶・水瓶がある。碗は10世紀後半

の美濃の製品で年代が理解できるものでは最 も古い。最 も新 しいもの としては、12世紀初めと

考えられる常滑の水瓶がある。その他に瓶類の胴部破片があるが、須恵器 と区別のつかな くな

いものや、鎌倉時代以後に属する可能性のあるものが存在し、明確ではない。これらは合計28

点出土しているが、胎上の特徴等から3個体以上あるものと考えられる。前述の美濃の碗の内

面には一部維位沈線が認められ、陰刻花文碗 (第37図 3)か と考えられる。

緑釉陶器は、わずか碗 1点である。明確な年代は不明であるが、およそ平安時代中期以後の

ものであろう。渥美の鉢は 2号住居跡より出上 したもので、12世紀のものである。このような

事例はまず初めてのことであろう。

以上、土器・陶器の特徴 と問題′ミを述べてきたが、高台付琢・台付鉢については特徴を肥め

ず、ここではふれなかった。

遺構の重複関係

平安時代の遺構重複関係は以下のようになる。

主な遺構は次頁の重複図式が成 り立つ。 したがって、灰自色上を伴 う遺構 を境 として、大きく

3時期に分けることができる。この灰自色土は、多賀城跡や仙台市内のこの時期の遺跡などで

確認されてお り、庄司貞雄・山田一郎両氏によって降下火山灰であることが明らかにされた(庄

司。山田 :1979)。 また、火山灰の降下年代は、およそ10世紀前半 と考えられている(白 ′烏 :1980)。

さて、本遺跡の灰白色土は、後述するごとく庄司・山田両氏の分析によって、県内に分布する

他の火山灰 と同一起源の火山灰であることが判明している。



第26表 主要遺構出土土器共伴関係
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本遺跡の土師器郭には、底部切 り離 し後に

再調整が施されるものがほとんどないことや、

他の上器の特徴、そして遺構の重複関係から、

およそ火山灰降下直前から平安時代末期 まで

展開された集落跡 と理解される。遺構の重複
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関係から3時期に、さらに遺物の特徴 を加えると、以下のように変遷 したと考えられる。

A期 火山灰降下以前で火山灰を伴わない時期 (2号竪穴、 6号・18号 。21号土媛 )

B期 火山灰降下以前で埋土に火山灰 を伴 う時期 (8号・30号 。33号濤、49号土堰 )

C期 火山灰降下以後で平安末期以前の時期 (1号 。3号住居跡、 4号濤 )

D期 (今泉城 I期前半) およそ平安末期 (2号住居跡、25号井戸跡 )

土師器類は以下のように変遷 したものと考えられる。

A期 萎 lb類 。2al類 ・2b類、郭 la類 。lc類 。2類

B期 甕 2al類 (?)・ 2b類・2c2類、郭 la類 。lc類 (?)・ 2類

C期 甕 2a2類、郭 la類・lb類 。lc類 。2類 (?)。 3類 、灰釉碗

D期 皿、渥美鉢、 灰釉水瓶

この他の類型や高台付琢・台付鉢、そして須恵器については、出土数が少なく十分に検討で

きない。 lTx 4類 については、本遺跡では B期以後に出現するようである。

A期はおよそ叫野己末～lo世紀初頭、B期はおよそ10世紀前半、C期は10世紀後半～11世紀、D期

はほぼ12世紀に相当するもの と考えられる。この年代観はなお十分な検討が必要であり、今後

の課題 としておきたい。いずれにしても、ほぼ平安時代を通 じて展開された集落の様相を知る

ことができた。また、引き続いて展開されていく中世の基盤をなす ものであろう。集落の構造



については他の機会を待ちたい。

2。 今泉城跡出上の陶磁器について

本遺跡から出土した陶磁器類は、平安時代のものも含めると768点 である。 I・ II区では、平

安時代の灰釉陶器30点 (美濃 1点 )、 緑釉 1点 、 I期以後は渥美26点 、常滑134点 、瀬戸52点、

県内産無釉陶器258点 (東北窯及び類似品210点 、自針を含むもの45点 、金雲母を含むもの 3点 )、

産地不明無釉陶器55点 、Ⅳ期以後は美濃33点 (志野10点 、鼠志野 2点、志野織部 9点、黄瀬戸

11フミ、御深井釉 1´ミ)、 常滑 2夕く、瀬戸 (灰釉)1点、戸長里 ?1点、備前 ?5,点 、唐津12点 、

不明施釉陶器36点 、肥前 (磁器)35点 、切込 (磁器)2点である。中国製品は41点 で、その内

訳は青磁30点、自磁 4点、天 目 1点 、染付 6点である。Ⅲ区では、およそⅣ期以後のもので、

陶器35,(、 磁器 9点である。その内訳は唐津 5,ミ、相馬20´点、上野 目 3フ点、肥前磁器 6′点、切

込 2点 、不明 8点 (1点 は磁器)である。このうち相馬と上野 目の区別のつきに くいものがあ

るが、可能性の強い方に入れて集計 した。

ここでは、 IoH区 の I～ V期の出土品について概観 してみたい。

IoH区の日本製品と中国製品の出土比率は、 I期以前のものとⅢ区の出土品を除いた場合、

それぞれ、94.1%と 5,9%と なる。この比率は東北地方の 日本海側 と大 きく異なる。日本海側で

は中国製品が 日本製品の 2倍近い値を示 している (佐々木達夫 :1981)。  I・ H区の出土品693

点で、日本製品の内訳 (I～ v期 )は 、渥美約3.8%、 常滑約19,6%、 瀬戸約76%、 県内産無

釉陶器37.2%、 美濃約48%、 唐津約17%、 備前 (?)0,7%、 肥前磁器約51%、 切込約 03

%、 中国製品約59%、 不明無釉陶器約 8%、 不明施釉陶器約52%である(第 120図 )。

次に陶磁器類の変遷についてみることにする (第 121図 )。

平安時代に東海地方を中心 とした灰釉陶器が搬入され、 平安時代末期以後は渥美 。常滑・

瀬戸の製品に変わるようになるが量的には少ない。鎌倉時代中期以後 (H期 )に は、館の成立

に伴って多量の陶磁器が出土 している。特に常滑や県内産の無釉陶器が多いと言えよう。これ

らは、武士の移住に伴 う現象 と考えられ、また、県内産陶器は武士 (在地領主 )な どの儒要に

答えるべ く地元に成立 したものと考えられる。また、中国製品もおよそこの時期から搬入され

初めたものであろう。この時期には、瀬戸の製品がほとんど出上 しな くなる。Ⅲ期には、常滑や

県内産陶器が減少し、この時期の後半には再び瀬戸製品が増加 して くる。また、前時期に引き

続き中国製品が少量存在する。 III期からⅣ期の転換期には、ほとんど遺物は出上 しなくなる。

Ⅳ期には美濃製品を主体 として再び陶磁器の出土数が増加する。備前 (?)はⅣ期の遺構に

伴う伝世品であろう。備前の製品という見方が正 しいとすれば、備前焼の編年のⅣ期(間 壁忠彦

:1977)と 考えられ、最 も流通が拡大 した時期 と一致する。また、この時期には、中国の染付



が出現し、青磁は著しく減少する。山形県米沢市の戸長里窯の類似品と考えられる悟鉢 1点が

ある。戸長里窯製との見方が正 しいとすれば、この時期の伊達氏の動向と無関係ではないと考

えられる。しかし、産地についての即断はさけて

お きたい。Ⅳ期終末か らV期にかけては、

肥前磁器が搬 入される。 V期には肥前 と

ともに、相 馬・切込・上野 目が搬入され、

お よそ幕末 まで続 く。仙台では藩窯 とな

った堤焼があるが、本遺跡か らは出土 し

ていない。 また、明治以後の出土品 も現

在ない。

3.県内産無釉陶器について

まず、中世の無釉陶器については、そ

の特徴から県内産の製品が多いであろう

との予測を立て、直接生産地において標

本を採集し、あるいは東北歴史資料館の

第 120図  陶磁器類産地別組成
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所蔵品の観察を行った。また、同資料館の藤沼邦彦氏の御好意で、直接資料を特 用することが

できた。改めてお礼申し上げたい。観察 し得たものは、東北窯、品ノ浦窯、夕高田窯、熊狩窯、

水沼窯であり、これらの資料の うち、特に胎土に着 目し観察を行った。その結果、県内産陶器

の特徴は、おおむね下記のとお りである。

1.東北窯

1.胎上の色調は、鉄分 (?)が 分いためか、他の県内産の製品に比較 した場合、青黒

いものが多い。

2.胎土中に自色砂礫 (長石 ?)が 日立つ。この特徴は、現在までに確認 されている他

の県内窯製品にないものであ り、東北窯製品の判定に最 も有効であると考えられる。

ただし、東北窯製品のすべてにある特徴ではない。

3.器面調整は大半がナデであるが、屑J毛 目のものもが少量ある。

4.あめ状に溶けた自色 (半透明)の吹き出し、褐色の吹き出しが認め られるものが存

在するが、後者は少ない。

5.耐火度が強いためか、灰被 りで自然釉化 しているものが少ない。 (高 温焼成の場合

は、胎上の長石、鉄などが表面に吹き出て溶けている。 4と 共通する )

6.明責褐色の焼成の甘い製品は、胎土がサン ドウィッチ状に、色調の差 を生 じるもの

がある。

2.伊豆沼窯跡群 (品 ノ浦・熊狩 )

1.耐火度が低いため、胎上の表面に光沢をもちやす く灰被 りやすい。

2.胎土は東北窯 と比較 した場合、砂っぱ く、石英等が溶けず残るものが 目立つ。

3.品 ノ浦の製品には、割れ 口が労開面を見せ るものがある。

3.多高日窯

1.焼成のよいものは、胎土が東北窯・伊豆沼窯址群に比べ 自っぽ く、自然釉 も多いも

のもある。

2.胎上が自っぽいものは、おそらく鉄分が少ないためであろう。

3.断面を観察すると、黒色粒 (鉄分 ?)が霜降 り状を呈するものがある。

4.伊豆沼窯址群のもの と同様、砂っぽい。

また、水沼窯の製品は、県北の熊狩窯や多高日窯等よりも、県南の東北窯の胎土に類似 して

いるとの印象を受けたが、なお不明である。なお、福島県の毘沙門窯の製品等 も実見する機会

を得たが、十分に理解するに至 らなかった。以上、現在確認されている県内を中心 とする中世

の窯址群の製品の特徴を観察 してきたが、なお不十分であることは否めない。



ところで、これらの窯址群 と本遺跡の出土品を比較 した結果、東北窯の製品、あるいは類似

品が最 も多いことが判明した。また観察・比較の結果、新に従来知 られていなかった、胎上の

特徴をもつ 2つ のグループの存在を確認することができた。

4.〔胎上に自針を含むグループ〕

表題のごとく、胎土中に自色針状物質を含むことが、特徴といえる。また、表面に光沢をも

つものがあり、渥美の製品のごとく細砂質で、鉄分 (?)・石英などを含む。この第 4グループ

は、出土量が少なく、器形や年代についてはなお不明な点が多い。

現在までに、簑 。橘鉢の器種が判明している。年代については、H期 あるいはⅢ期の遺構に

伴って出土する比較的硬質の甕、Ⅲ～Ⅵ期の遺構に伴って出土する軟質の構鉢 (燻焼のものも

存在する)。 甕 (?)があり、ほぼ遺構の年代と一致するものであろう。

生産地は不明であるが、胎土中に白色針状物質を含む特徴が手書卜か りとなろう。従来、筆者

が指摘してきた白色針状物質 (佐藤洋 :1981)は 、主に名取川中流域から下流域の遺跡におい

て、縄文～平安の上器胎土にみられる特徴である。 したがって、この第4グループの生産地よ、

名取川流域、あるいは仙台周辺のどこかに存在するのではないかと予想される。

5.金雲母を多量に胎上に含むグループ

全体的に砂質で、白色粒子 (長石 ?)を含み、特に金雲母を多量に含むことを特徴 とする、

第62図 10に 示すごとく、口縁部形態が極めて特徴的であり、出上数が少ないが、Vヽ ずれもⅣ期

の遺構より出土している。したがって、中世末～近世初め頃のものであろうか。生産地は全 く

不明である。

こうした分類を元に、生産地を各実測図中の注記表に示したが、なお東北窯の製品と思われ

るが判定できなかったものや、従来県内産の特徴とは異なる新な特徴をもつもので、その特徴

をグルーピングできないものも存在する。また、東北大学の芹沢長介氏に、山形県米沢市に所

在する戸長里窯の製品に類似すると御教示いただいた出土品もあるが、断定するに至っていな

い 。

ところで、従来知 られている分高田窯や、伊豆沼窯址群の製品と判定できるものはないよう

である。逆に、東北窯の製品と考えられるものや、それに類似するもの が圧倒的優位を占めている。

したがって、速断はできないが、仙台周辺は、おそらく東北窯等を中心 とする製品の流通圏内

にあったのではなかろうか。この問題は、他の遺跡の調査を待って、さらに検討 されなければ

ならない。

年代については、県内産の無釉陶器に関する藤沼氏の指摘があり、およそ鎌倉中期から後期



といわれている。本遺跡では、これらの陶器 とともに、年代の判明する遺物に常滑の裟が存在

する。この常滑の製品は、赤羽一郎氏の編年で、第 3段階とされるものばか りである。したが

って、先の藤沼氏の年代 を追認する形 となった。

今回は新に、従来矢日られていた窯の製品とは異なった 2つのグループを抽出することができ

た。県内には、まだ未発見の窯があるものと考えられる。

また、これらの窯跡がどのような社会的背景のもとに消長 したのか不明な点が多い。この点

については、生産地である分高田窯は志田郡に、伊豆沼古窯は栗原郡に、そして東北窯はかつ

ての刈田郡に属 し、これらの諸郡はいずれ も、鎌倉後半には北条氏の所領だった可台を性のあると

ころである (小林・大石編 :1978)◎ また、消費地である今泉城は名取郡に属 し、この名取郡 も

北条氏の所領である。このような共通点は、おそらく偶然ではな く、中世窯業の成立に、北条

氏あるいは、北条氏 と関連する地元の領主層が関与 していたことを推測させ る。

生産地の問題、消費地の問題、そして流通・社会的背景など、まだまだ残された課題は多い。

4.今泉城をめ ぐって

今泉城 を含む仙台市六郷地区は、古代の陸奥国内においては、比較的早い時期に設置された

名取郡内の地域である。

続 日本紀 天平神護二 (766)年十二月二十 日の条に

陸奥国人正六上名取公龍麻呂賜姓名取朝臣

とあり、少な くとも766年以前には名取郡が設置されていたことが理解 される。しか も、最近の

郡山遺跡の調査によって、この遺跡が官衛跡 と推定されるに至 り (郭に「名取」の刻線文字の

あるものと、畿内系・関東系の郭類が出土 している)、 またその創建年代が 7世紀後半 まで遡 り

うるものと考えられる。 しか し、今泉城跡の 2度の調査においては 7・ 8世紀の遺構や遺物は

皆無に近い。

また、和名類乗抄に名取郡の地名 として「井上」の名がみえ、これは現在の仙台市井土 (井

土浜)ではないかとの指摘 もある。旧藩時代に見える今泉村の東側に隣接する二木村には、

□□□□□土地名有是則□□□上国ノロロロ線丸□□□□正則 卜名家 り□□□天長ニ

年空海法師二帰依シ灰練仏像 フ給 り守本尊 卜崇敬シ今二伝来所持セ リ (二木家系譜 )

とあり、二木家初代二木正則以来の系譜が示されている。「二木家系譜」がどれほ どの信憑性

があるかは定かではないが、少な くとも名取川北岸の六郷地区では平安時代以後には継続的な

集落が形成されたものと考えられる。本遺跡の調査結果では、それ以前にも集落が営 まれた形



跡があるが極めて断続的である。

2

12世紀の末期には、源頼朝 と平泉藤原氏による奥州合戦が起こり、その最初の戦いが阿津賀

山の戦いである。阿津賀山は現在の福島県伊達郡にあり、ちょうど福島・宮城の県境付近で戦

いが行なわれている。『吾妻鏡』文治五 (1189)年八月七 日の条には、

加之終苅田郡、又構城郭、名取広瀬両河引大縄柵、泰衡者陣千国分原鞭楯

とあ り、藤原泰衡は名取川・広瀬川にtBIを つ くり、HIR楯 (仙 台市襴岡といわれる。)に 陣取って

いたといわれる。また、同八月十二 日には、頼朝は夕賀国府に入ったとある。この時の戦いで

今泉付近がどのような状況にあったかは知 るすべがないが、この戦いにまきこまれていたこと

は想像されるところで、また、『吾妻鏡』文治五年五月二 日の条に

戊子、囚人佐藤庄司、名取郡司、熊野別当は厚免を蒙 りて名本所に帰ると云々

とあり、名取郡司 。熊野別当が平泉狽1に ついて参戦 したことがある。この合戦の論功行賞で陸

奥国内では、葛西・伊沢・千葉・北条・三浦・和田などの御家人が支配者 となって登場する。

入間田宣夫氏によれば、奥羽の住人がそのまま地頭 として留まったものはほとんどな く、また、

例外的な場合でも、領主層はなんらかの新旧交代があったという瑠 現在の仙台市は、かつての

名取郡・富城郡に属 してお り、郡地頭職は転々と交替 している。このうち仙台周辺には、国分

胤通 (千葉常胤の五男)が宮城郡国分庄 (三十二郷 )お よび名取郡に四千余貫の地(国分系図)、

また結城朝光が名取郡内に所領 を給与されている (白 河古事考 )。 そして伊沢家景 (の ちの留守

氏)が大河兼任の乱 (文治六年 )後、陸奥国留守職 とな り、宮城郡高用名地頭職が与えられた。

今泉城を含む名取郡は、「最初、和田義盛に与えられたが、建保元 (1213)年和田合戦の後、

三浦義村に替えられ、宝治合戦によって三浦氏が減亡すると北条時頼の所領 となった」
5ぁ

でぁ

る。鎌倉時代の中期以後には、村・郷内にも地頭職が成立 していたようで、本遺跡の館の成立

もこのころであろうと考えられる。 とすれば、鎌倉時代の住人は村あるいは郷の地頭 クラスの

人間であり、本遺跡は地頭 クラスの館であろうとの推論が成 り立つ。

鎌倉後期には、北条氏の所領が全国にひろが り、比較的早い時期に所領 となったところでは、

政所 (郡 )→地頭代 (村・郷 )と いった支配方式が採用された。陸奥国では、遠田・名取など

でこの方式が採用されたという紀 現在の名取市上余田字大徳に「政所」 という地名が残ってお

り、これはその間の事情を物語るものであろうか。ここには、元徳三 (1331)年の板碑があり、

また屋敷跡があったと伝えている℃ また、鎌倉末期には、津軽の曽我氏が名取郡土師塚郷・四

郎丸郷 (若四郎名・おたかせ村)の地頭 を兼ねていた。

『石巻斎藤文書』には、

下 平光広 t花第;



司令早為陸奥国名取土師塚郷地頭代職事

右人、依勲功之賞可為彼職状如件 以下

宝治元年七月十八 日

とあ り、また

曽我大郎光高毒
名
ぇ謹言上

欲早任重代相伝知行被成下安堵国宣備亀鏡

津軽平賀郡内岩楯大平賀沼楯村々井奥州名取郡四郎丸郷

内若四郎名等全所領輛抽合戦忠勤事 (中 略 )

右岩楯大平賀村々者重代相伝所領知行千今無相違 (中 略 )

次四郎丸郷内若四郎名者、今荒―廃田地、雖為数々年

畠地、光高曽租父宝治合戦勲功所領随一也、而首

知行千今無相違 (後略 )

とある。このうち、土師塚郷は現在の仙台市藤塚 と考えられ、名取川北岸の河口付近に位置 し

ている。また、四郎丸郷は仙台市四郎丸付近 と考えられている。いずれにしろ、名取郡内にお

ける曽我氏の所領は、名取川両岸の河口およびその周辺にあったと考えられ、隣接する今泉城

と何 らかの関係があったのであろう。

3

鎌倉幕府が倒れ、建武新政が始まると、新たな奥州支配が始まる。すでに後醍醐天皇は、元

弘三 (1333)年 に北畠顕家を陸奥守に任 じている。このころには、北条氏余党である北奥羽の

の領主層が抵抗を続け、仙台周辺の武士 (留守氏 。国分氏など)も 顕家の軍に従って参戦 して

いる。国分氏 (第六世盛胤)は この戦いの勲功の賞ことして、建武三 (1336)年名取郡の内、飯

田 。日辺 。今泉を賜ったという。

建武三年二月源顕家ノ軍二従 ヒテ各所二転載シテ武功フ櫂デ

同年二月七 日奥州国分荘名取郡ノ内飯田 。日辺 。今泉ノ邑フ

賜ハル (国分氏系図 )

とある。したがって、逆に鎌倉時代の飯田 。日辺 。今泉は北条氏の所領だった可能性が考えら

れる。

しか し、留守氏 。国分氏 とも足利氏 (北朝 )に転 じて戦 うようになる。また、正平五 (1350)

年には、足利尊氏・直義の間に内紛があ り、奥州探題の吉良貞定・畠山高国らも二派に分れて

戦 うことになる (岩切城合戦 )。 この時、国分氏は吉良方に、留守氏は畠山方についたが、吉良

方が勝利を納め、国分氏は勢力を増大させ、留守氏は没落 したとされる (餘 目記録 )。

また栗野氏は、もと越中国粟野庄の住人で、鎌倉時代には、伊達郡・信夫郡に所領をもって
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いたが、粟野重直藤二郎の時に北朝について奥州名取荘 (名取郡 )に二千余貫を賜わり、康永

二 (1343)年 に名取郡根岸城に移住 した。のちの寛正年中 (1460～ 66)に は同郡北目城に移っ

ている。

さて、北朝方の内紛後、南朝方が勢力をもり返 し、国府周辺では再び南朝・北朝の戦いが活

発に行なわれている。これらの戦いの一つに広瀬川の戦いがある。『白河文書』観応三 (1351)

年十月二十九 日吉良貞家状に

結城参河守朝常甲恩賞事、申状一通謹令進覧候、去年宇津峯宮

伊達飛弾前司、田村庄司一族及宮城郡山村宮以下凶徒、寄―来名取

郡之時、差―進代官結城又七兵衛尉芥軍勢、同十一月に 日、

於同郡広瀬川、致軍忠之剋、郎徒被疵候 (後略 )

とある。

ところで、この頃の国分氏の動静をみると、前述 したように北朝方につ き、また、北朝方の

内紛時には、勝大将である吉良方に属 していた。 しか し、その後理由は不明であるが、国分寺

郷の所領が没収され、相馬氏の所領になったという。『相馬文書』には、

陸奥国宮城郡国分寺半分旦7攣〒蕎地頭職事、為八幡介景朝跡之替所宛行也、

早守先例可致沙汰之状如件

貞治二年七月十一 日

相馬讃岐守殿

正平十 (1355)年 以降、奥州は足利方の支配下 となり元中九 (1392)年には南北朝は統一さ

れる。

今泉城跡より検出された15号濤や31号濤は、およそこの時期ころのもので、14世紀終末～15

世紀前半 (Ⅲ期後半)の所産 と考えられる。つまり、m号・21号濤がほぼその機能を果たさな

くなった段階で、新に構築された濤であ り、館を区画する掘 と考えられる。この15号 。31号滞

は、Ⅳ期には埋没が完了している。

4

仙台周辺では、南北朝時代に一時没落 した留守氏が本領を安堵 され、また、国分氏も一部所

領を没収されたが、両者 とも再び勢力を拡大 していった。室町時代には、伊達氏の勢力圏がし

だいに北上 し、戦国期には仙台周辺も伊達氏の勢力下に入っている。国分氏は応仁・文明頃伊

達氏 と戦い、文明四 (1472)年 に和睦 している。また、留守氏は、すでに永和三 (1377)年 に

伊達氏と一揆契約 (伊達家文書)を 結び、文明のころには伊達氏から入嗣 して臣従化している。

そして、粟野氏も文明年中には、伊達成宗 と戦い服属 している。 しかし、これらの諸領主は、

伊達氏の家臣になったのではな く、独立領主 として地位を保ってお り、しだいに大名化 してい



くのである。戦国末期には、先の粟野氏は国分氏の家臣となっている (国分文書 )。

ところで、今泉村にはい くつかの寺社が存在 しているが、このうち宝泉寺は大永三 (1523)

年に、円乗寺は元亀二 (1571)年 に開山したという。宝泉寺は『封内風上記』によれば、

今泉邑  (中略)如意山費泉寺 曹洞宗 本郡宮沢宗禅寺末寺伝云、後柏原帝大永三

年宗禅寺第四世海印舜巨和尚開山 (後略 )

とある。この中の宗禅寺は、名取郡根岸村宮沢 (現仙台市根岸町)に あ り、文安 (1444)年 に

開山といわれ、ちょうど粟野氏が初めて名取郡に所領を賜った翌年になる。すなわち、前述 し

たごとく、康永二 (1443)年に名取郡に所領をもらい、根岸城 (現茂ヶ崎城 )に移住し、寛正

年中に同郡北 目城に移っている。のちの元和二 (1616)年 に宗禅寺は、北 目城主栗野大膳大夫

国重の菩提寺 となっている。 したがって、戦国期以来、宗禅寺は粟野氏 との関連が極めて強い

と考えられよう。この宗禅寺の末寺である宝泉寺 も、粟野氏 と何 らかの関連があったという推

測が可能であろう。

国分氏の領地は、二十二 ヶ村あったといわれるが、今泉村などの名取川下流域北岸の六郷地

区の村は含まれていない。 したがって、国分氏が六郷周辺の領地を家臣である栗野氏に与えた

もの、とは考えられないであろうか。『封内風上記』によれば、

(前略)茂 ヶ崎 在根岸邑 古墨也 名跡志 日 後小松帝 応永中

粟野大膳霧
不
者 領名取君Б北方二十二郷 居此城

とあ り、また、『仙台領古城書立之覚』茂ヶ崎城の項には、

右城主栗野大膳但名取郡北方二十二郷巖 頭之由申伝候

とある。名取郡北方二十二郷には、今泉村など六郷の村々が含まれている。また、今泉城の南

東には小在家 という地名があ り、中世における今泉城の在家の名残 りであろう。この小在家に

は、現在でも栗野姓を名のる人が多い。

一方、『仙台領古城書立之覚』にある今泉城主須日玄蕃は、上述のことなどを考慮すれば、

粟野氏あるいは国分氏の家臣であると考えられよう。特に前者の可能性が強い。この点につい

ては、すでに飯沼氏も、須田玄春は「国分氏或は其の一門の家中ではなかったか」 と指摘 して

いる紀 今泉城は、先の『仙台領古城書立之覚』『仙台領古城書上』のいずれにも栗野氏関係の

城の中に記載されていることか ら、粟野氏との関連が強いと考えられ、このことは前述の指摘

の傍証 となろう。

『仙台領古城書立之覚』には、

今泉村

株泉城 吾罷岳‡至圏
右城主須田玄春 卜申者百年前迄居住仕候 西二掘形有 り



四重之土手有 リ

とある。『仙台領古城書立之覚』は享保十二(1728)年 の写本であ り、その原本は、延宝工(1677)

年に幕府に提出した『仙台領古城書上』 と考えられる。したがって、「百年前迄」の記述は1577

年 となり、須田玄蕃はおよそ天正年間以前に住んでいたことになろう。また、先の宝泉寺 (あ

るいは円乗寺 )は須田氏の氏寺的性格 をもつ ものと考えられないだろうか。

天正年間の国分氏の動向をみると、伊達晴宗の五男彦九郎政重 (国分第十七世盛重)が家督

をついでいる。こののち、国分氏には政重をめ ぐって、家中騒動が起きている (伊達家治家記

録・伊達文書 )。 また、国分系図には、

慶長元年二月、故ア リテ国分城 ヲ没落ス

とあり、このころには国分氏は減亡 し、その一部は伊達政宗の家臣になっている。

一方、栗野氏の動向をみると、大崎合戦 (天正十六年、伊達政宗 と宮城県北の大崎地方を領

地 としていた大崎氏との戦い)に参戦 し、大任を果 している。 したがって、領地 も安堵 された

ものと考えられる。

天正十七～十八 (1589～ 90)年 には、伊達政宗の所領は宮城県の南半に及んでいる招 豊臣秀

吉の小日原征伐後に安堵 された所領の中に、名取・富城の名がみえる。今回の調査では、 1号

濤 (館に伴 う掘 と考えられる)な ど今泉城Ⅳ期の遺構群が、およそこの時期に相当する。この

1号濤からは、数多くの桃山～江戸初期の陶磁器が出土 している。須田玄蕃が天正年間ころま

で住んでいたとすれば、 1号濤が江戸初期ころまで機能 していたと考えられることから、須田

玄蕃以後もこの館に武士が住んでいたことが推浪1さ れる。しか し、須田氏なのか、粟野氏ある

いは伊達氏の家臣なのか、にわかに決めがたい。

5

伊達政宗は、慶長六 (1601)年に仙台城を普請し、北目城から移っている。その後、仙台藩

では六郷地区などで盛んに新田開発が行なわれている。飯沼氏によれ tゴ !慶長年間頃に郷六 (現

在の宮城町郷六 )の 住人である佐藤出雲家友が二木村三本塚に帰農 し、開発を行ったという (佐

藤家系譜 )。 また、『政宗君治家録引證記』慶長十六 (1611)年 十月二十八 日の条には、

一、十月廿八 日己刻、大地震、津波入候二御分領中二而人千七百

八十二人、牛馬八十五疋死 卜也

とあ り、この時、名取川の河口付近の村は相当な被害にあっている。元和 (1615～ )頃には、

福島県の相馬地方の相沢 。大友・柴崎等の武士が荒所開発に当ったという。現在の今泉城跡及

びその周辺には、大友・遠藤姓の人が多く、六郷地区内では現在でも相沢 。大友姓が多くみら

れるのも、先の理由によるためであろう。一方、今泉城跡の北東に位置する下飯日は、寛永二

(1625)年 に留守家水沢城主宗利が小野新右衛門常勝に開墾を命 じ、また、その後水沢に居住



する家臣42名 を飯田村 。今泉村等に帰農させている。災害の復旧や仙台藩の財政の建直 しのた

めに、荒所や新田開発が盛んに行われ、おそ くとも17世紀前半ころ (元和～寛永 )ま でには、

純農村に変貌 したものと考えられる (一応17世紀前半以後をV期 として扱っている)。 ところで、

前述 した下飯田にある薬王寺か ら板碑が発見され、この碑は正安元 (1299)年の「胎蔵界大 日

如来」をあらわしたものであるという。飯沼氏によれば、下飯田は藩政期の新田部落であり、

この板砕は元来今泉村にあったと考えられると指摘 しているイ そうであるならば、この板碑は

今泉城 H期に成立した館跡 と関連するものであろう。

さて、江戸時代になると、名取川や木曳堀を利用 した水運交通が盛んに利用されるようにな

り、名取川の水量の豊富さと相 まって、馬渡船・平駄船・高瀬船が航行 した。現在の仙台市四

郎丸落合、日辺駄賃場は船着場だといわれている。このことは、中世にも水運が利用されてい

たことを推測させる。今泉城跡出上の多数の陶磁器類等は、こうした水運を利用 してもたらさ

れたものであろうか。

なお文末ではあるが、県立図書館吉岡一男氏に協力いただき、また文献では特に、大石直正

他『中世奥羽の世界』、仙台市史 3・ 8、 飯沼勇義『六郷部落の歴史的考察ll・ ll』 に負うとこ

ろが大である。改めて感謝申し上げたい。

,EI三

(1)江戸時代以前は、日辺村 。飯田村 。今泉村 。二木村・藤塚村等に分かれていたが、明治に

入って統合され六郷村となった。現在では仙台市の一部となっている。

(2)飯沼勇義 1900 「六郷部落の歴史的考察ll」 『宮城県の歴史と地理』 国書刊行

(0 同  上

但)入間田宣夫 1978 「鎌倉幕府と奥羽両国」『中世奥羽の世界』 P78 東京大学出版会

(0 同  上

(0 同  上

(7)名 取市      『名取市史』

(8)飯沼勇義 1900 「六郷部落の歴史的考察側」『宮城県の歴史と地理』

(9)小林清治 1959 『伊達政宗』人物叢書28 吉川弘文館

(llll(2)に 同じ

(1lX8)に 同じ

5.遺 跡の構成 一 まとめ にか えて一

今泉城跡は、純文時代後期から江戸時代という極めて長期にわたる複合遺跡である。したが



って「今泉城」 という遺跡名は適当ではない。しか し、この注跡を最 も特徴づけるものに中世

の城館跡の存在があり、すでに古 く仙台市の遺跡台帳にも「今泉城跡」 として登録されている。

ここではそれにしたがった。

縄文時代 さて、本遺跡の成立は縄文時代に遡 る。この遺跡は、仙台市内における紀文時代の

遺跡では、現在最 も標高の低い遺跡であ り、当該期の集落の領域に組み込まれた ものと判断さ

れる。この傾向は続 く晩期においても同様である。

弥生時代 その後、弥生時代中期 (桝形囲式期)に は、再び本遺跡にも生活の営みが開始され

た。しか し、遺構は前回の調査において、土渡・ピット各1基 が確認されている程度で、なお不

明な点が多い。おそらく、生活の中心は他に存在するのであろう。

古墳時代 古墳時代前半には遠見塚古墳を頂点として、仙台平野にも1つ の地域社会が形成さ

れ、顕在化するとみてよいであろう。本遺跡では、塩釜式期～南小泉式期の遺物が出土 し、前

回の調査では、竪穴遺構や土城が検出されている。この時期の居住者たちは、前述の地域社会

の構成員 として位置付けられよう。 しか し、集落の構造については不明である。

平安時代 (第 123図 ) その後、平安時代の初め頃までは、空白期間が続 くようである。律令社

会 となって、新田の開発も活発になったと考えられる。本遺跡の北方には仙台東効条里跡があ

り、最近の調査では山口遺跡・地下鉄関係の各遺跡 (現在整理中)では、水田跡の存在が確認

されている。本遺跡の北西側にも、地形図等を観察すると条里跡の痕跡らしきものを見ること

ができる。集落の構造が しだいに明確になるのはこの時代からである。西側 (昭和54年度調査 )

で、 2× 4間の建物跡が、東側では竪穴住居跡が分布 し、その中間には数条の濤がある。継続

的に集落が営まれるのは、しだいに律令体制に矛盾が生 じ、崩壊 しつつあった中期以後であろ

う。陸奥国では、10世紀後半か ら11世紀後半にかけて、武士たちが下向し、郡司や国衛の在庁

官人などとなって土着 したといわれ、伊具十郎平永衡や亘理権太夫藤原経清などが該当すると

いう (大石直正 :1978)。 こうした武士たちが しだいに私領を拡大 して くる。この時期には、灰釉

陶器 (陰刻花文碗 ?)や緑釉陶器が所有されてお り、前述の武士や在地領主層の居住地の性格

をもつ集落の可能性が考えられる。また、 3号住居跡 としたものは、小鍛冶工房の可能性 もあ

り、工房だとすれば、この時期の農民が鍛冶工房を所有できたのかどうか も問題 となるところ

であろう。遺跡の性格については今後の類例を待ちたい。

I期 (123図 )平 安時代末期 (D期 )か ら、館の成立以前 (鎌倉時代中期 )ま でをI期 とした。

すなわち、12世紀から13世紀中頃となろう。この時期には 2号住居跡や25号井戸跡が含まれる

前半 (12世紀)と 8号 。9号濤、 6号 。7号・10号井戸跡などや、また、 I区の南恨1に 分布す

る建物跡群 (12～ 15号 )な どで構成される後半 (13世紀中頃以前)に 大別できよう。

遺物 としては、渥美の鉢・甕、常滑の水瓶・鉢・三筋壺、瀬戸灰釉瓶子等がある。これらの



遺物は、この時期の一般的な所有形態を示す ものなのか、比較資料がな く判断できない。今後

の調査事例を待つほかはないが、前時期 と同様の性格をもつ集落が、継続的に営 まれたものと

理解 したい。また、その後の城館 を成立させ る条件、あるいは基盤が しだいに整ったと考えて

よいであろう。

Ⅱ期 (第 124図 )11号 。21号濤 (堀 )で区画される館の成立をもって H期の開始 とした。この

堀の底や最下層から常滑編年のⅢ期に属する甕や、県内産の陶器が出土すること、また、 I期

後半の遺構の中に、常滑や県内産の陶器が出土するものがあり、遅 くとも鎌倉時代中期以後に

は成立 したと考えられる。

H区では29号濤から11号濤へ改築 していることから、さらに、少な くとも 2時期の変遷が考

えられよう。29号濤を埋め立てた後に、H区の11号濤には橋が架けられる。 I区では堀の外(南 )

にいくつかの井戸跡が存在 し、周囲の畑や水田に利用されたものであろうか。また、堀の内側

(北 )に は、 5号 (A4型 )。 11号等の建物跡、 3号～ 5号井戸跡、22号 。24号 。26号 (CrD型 )

等で構成される。

ところで、この時期には外堀が存在するのかどうか、確認されておらず不明である。前回調

査 した調査区の北恨1か ら堀が 2条検出され、年代 も今回の堀 とほぼ一致するものと思われる。

2条のうちのどちらに対応するものか不明であるが、南北の規模はおよそ22～ 27間 と考えられ

④
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各期の遺構変遷 (I・ II区 )



る。現段階では、前述の規模程度の単郭の方形館 と理解 しておきたい。

Ⅲ期 (第 124図 ) H期 に引き続き11号 ,21号濤によって区画される城館が存続する。出土遺物

や国分氏の所領 となったという文献記録から、およそ南北朝時代の初頭頃に開始年代を求めた。

この時期には、C2型やD3型 の建物が出現する。遺物 としては木製品の出土が最 も多く、物忌札

や木簡、漆器椀などが注目されよう。陶器では県内産の陶器等か ら、後半には瀬戸の製品へ と

転換するようである。また、 I区の堀 (11号濤)か ら夕量の礫が発見され、この時期の埋土に

包含されていた。この礫が飛礫 (つぶて)であるとすれば、南北朝の動乱期 を象徴するかのご

とくである。

さて、この時期の後半には、前述の堀がほぼ埋没を完了し、代って15号 。31号溝が構築され

る。おそらく、新な館が成立 したのであろう。31号濤の構底より15世紀の青磁が出土している。

この時期の後半の遺ヽ構は、まだ、判然 としないが、9号 (D3型 )。 10号 (D2型 )の建物跡がある。

前述の濤はⅣ期に埋没が完了する。

Ⅳ期 (第 124図 )Ⅳ 期は 1号濤の成立をもってその開始 とした。この濤は前回昭和54年度の調

査では、さらに西側に伸びてお り、館 を区画する堀 と理解される。

遺構には、18号 (A3型 )。 20号 (DlOrD4型 )建物跡や17号 。18号・21号井戸跡、14号 。32号

土媛等がある。遺物では、美濃 (責瀬戸・志野・志野織部 )、 唐津、中国製染付・青磁、備前 と

考えられる壺 (当 時の伝世品か)があ り、また、土師質土器皿も多い。石臼が この時期に多い

ことも注目される。大豆・小豆等の出土 と関連するものであろうか。Ⅳ期の縄張 りがどのよう

なものか不明であるが、従来、外堀 とされたものは、この時期のものか もしれない。江戸時代

の記録によれば、東西三十六間、南北四十五間で、四重の上塁があったと記されているが、そ

の内容は明らかではない。須田玄春なる人物が居住 していたのはこの時期であろう。

V期 (第 ユ24図 ) Ⅳ期の城館が消滅 し、しだいに農村に変貌する時期 をV期の開始 とした。Ⅳ

期からV期への画期は、一国一城令の施行あるいは仙台藩の荒地開発が盛んに行なわれ、大規

模な検地が行なわれた元和～寛永年間 と考えられる。したがって、 V期の開始年代はおよそ17

世紀前半 と理解 したい。さて、この時期の遺構は I・ H区では19号井戸跡に限 られる。16号建

物跡も考えられるが、明らかではない。 IoH区 とは対称的にⅢ区 Eト レンチでは多くの井戸

跡や柱穴が検出されている。また、前回の調査区の16号溝や10号井戸跡がある。
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まとめ

今回の調査で明らかになったのは以下のとお りである。

○すでに縄文時代から江戸時代の複合遺跡であることが知 られていたが、中 。近世の実体がよ

り明確 となった。

○中・近世の陶磁器や木製品、金属製品等の内容がより明確 となり、遺構の変遷がかなり理解

できるようになった。特に陶磁器では、東北地方の 日本海側の事例 との比較が可能 となり、

大きな成果 となった。

○仙台市では始めての発見 となった木簡、また東 日本では例をみない中世の物忌札等貴重な遺

物が検出できた。

○東北地方の古代から中世への展開を知 る貴重な遺構や遺物の検出は、特に注目される事例 と

なろう。

第Ⅵ章 付 土早

|。 今泉城跡の木簡について

国立歴史民俗博物館 平 川  南

第1号

〔是ヵ〕

。□勇のEl×

〔是ヵ〕〔十力〕

。□舅の□×

長さ (11.OCm)× 幅 (2.2cm)× 厚 さ (0 3cm)

11号濤埋土下部出土。下端は欠損 している。柾 目材

第 2号

〔アカ〕〔ピカ〕ラ ウン ケン

。□□て点表急々女日律令

長さ (19.6Cm)× 幅 (2 7cm)厚 さ (0 2cm)

11号濤埋上下部出土。形状は、上端 を山形に削 り、下端 も尖らせている。片面は崇J離 され



木簡の面を失っている。柾 目材

第 3号

(天ヵ)

・ □□□□☆

・[三 コ 急々如律令

長さ (20.4cm)×幅 (2.7Cm)× 厚 さ (0 3Cm)

H号濤埋土下部出土。形状は第 2号木簡 とほぼ同じ。柾 目材

第4号

・匡 コ ☆

(梵字大日如来ヵ)

・
章

天匠正三コ急々如律令

長さ (19.4cm)×幅 (2.5cm)× 厚さ

11号濤埋上下部出土。形状は第 2号

(0.3cm)

第 3号木簡 とほぼ同 じ。柾 目材

考察

「急々如律令」は、もともと中国で公文書の末に付された法律用語で、「急速に律令の如 く」

施行するように命 じた言葉であったが、魏晋時代に道教が呪符として取 りいれたとされている。

我が国へは古代に呪句の 1つ として、入ってきた。当初は陰陽道と深 く結びつき、中央や地方

官衛およびその周辺で専 ら用いられていたが、中世に入ると、広範に普及し、民間信仰の中に

根づいたのである。

頭部を山形に削 り、下端 を尖 らせた形状 と慣用の呪句「急々如律令」の存在か ら、第 2・ 3。

4号木簡の 3点はいずれも呪符木簡 と判断できる。

第 2号木簡の「急々如律令」の上文の 5字は□・□・ラ・ウン・ケンとされ、広 く用いられ

る胎蔵 5字の真言であり、諸尊に普通する真言である。一般に七難即減、七福即生 を希 う胎大

日真言 として各方面で用いられるという。

第 3・ 4号木簡は五行押点と「急々如律令」の呪句がみえる。おそらく、この 2点の呪符は

天刑星の信仰に関係するものであろうか。天刑星は諸々の疫鬼を食らい、控邪の主 として信仰

を得た星で、その効験が意識されて呪符によく見られるものである。

近年、全国各地における中世の遺跡の発掘調査で、数 多くの呪符木簡が出上 して、注目され

ている。これらは古代には じまった呪符木簡が中世に盛行 したことをものがたっている。今泉



城跡の呪符木簡 もこうした傾向に合致するもので、当地方における中世の信仰生活を解明する

上で貴重な資料 といえるのであろう。

〔註〕 水野工好「入萬四千六百二十四神王呪符の語り」(「古代研究」18 1979)

2。 今泉城跡か ら出上 した木製品の素材

尚細女学院短期大学保育科 木村 中外

東北大学理学部附属植物園 内藤 俊彦

埋蔵文化財の発掘によって、数 多くの木製品が出土されている。これらの木製品の素材に、

どんな植物が利用されているかが、解明されることによって、その遺跡の周辺の植生や植物相

あるいは、物資の移動経路など、その当時の生活環境について、何らかの情報提供ができ″引ゴ、

今後の調査研究に役立つものと思われる。そこで、仙台市南東部の今泉城遺跡から出上 した、

木製品のいくつかについて、素材に利用された植物が、何んであるかを調べてみた。

調査方法

調査は、遺跡出土品の中から、第27表 に示 したものを選んだ。貴重な出土品の価値 を損わない

ように、顕微鏡観察の材料 として耐えうる、 l cm角 くらいの出土品の細片を選んで、資料 とし

た。資料は埋没していたために、もろくなってお り、スライデング・ ミクロトームで、切片を

作成できなかったので、実体顕微鏡下で、カミソリ刃を用いて、手で切片を作成 した。切片は

木材の横断面、放射断面および接線断面の 3方向を作成 し、顕微鏡下で観察をして、植物名の

判定を4子 なった。

調査結果および考察

第27表 木製品の素材名

出土品名 道構名 出土 区 台帳番号 年 代 素本ガ名 考備

柄の杓

杓 の 本 体

漆 器 (板 物 )

漆  器  椀

漆  器  椀

漆  器  椀

漆  器  椀

漆  器  椀

漆  器  椀

漆  器  椀

有孔板状木製品

漆  器  椀

田  下  駄

11号 i・L

ll号 溝

21号 溝

11号 溝

1号井戸

11号 溝

29号 濤

27号井戸

■ 号 溝

11号 濤

11号 溝

23号井戸

2号井戸

E-4
E-4
F-7
E-4
Ⅲ区

E-4
E-3
F-2
B-5
F-4
A-5
F-6
A-7

259

260

413

409

405

410

404

411

403

416

87

407

396

南北朝～室町初

声

半後倉鎌

江

南北朝～室町初

鎌 倉 後 半

'[山

～江戸初

南北朝～室町初

半

半

半

前

一削

後

町

倉

倉

室

鎌

鎌

ヒノキ

ヒノキ

ケヤキ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ブ ナ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ク  リ

↑ガの性質および現猶:の 利用面から考えて、

イヌブナではなくブナとした。



調査対象とした出土品は、第27表 のよう|こ 杓、漆器椀、漆品板物、有孔板状木製品および田下

駄の 5種類である。これらの 5つ の製品のうち、杓はヒノキで製作されてお り、現在利用され

ている材料 と同じである。漆器に用いられた材料は、ブナおよびケヤキであった。この材料も

現在漆器類の木地 として、用いられているものである。ブナ材については、材の性質や現在の

利用状況から、ブナ との判定を下 した。田下駄の材料はクリであった。クリは現在、土台、杭

や家具材 として利用されている。特に、乾湿の変化に対 して、耐性があるので、土台や杭に多

く利用されてお り、湿気の多い水田の日下駄として、利用されていることは、興味あることで

ある。

材料 として利用されているヒノキ、ブナ、ケヤキおよびクリの 4種のうち、ブナ、ケヤキお

よびクリの自然分布は、宮城県内にもあるので、材料の収集については、県内からの産出は可

能である。しか し、ヒノキについては、自然分布は福島県南部のいわき市以南であり、その分

布 も関東地方以北では、きわめて少ない (第 125図 )。 また、ヒノキは林業上の主要樹種であり、現

在宮城県内にも植栽されているが、ヒノキの植栽が宮城県内で、行なわれるようになったのは、

明治以後であるという。このような状況から、杓に用いられたヒノキは、材料を中部地方以西

から運搬 して、宮城県内で製作 したか、製品としての杓 として、今泉城に持ち込んだかのいず

れかであろう。

これら出土製品の材料

が、明らかになって くる

ことによって、人々の動

きやその周辺の植生状況

などについても、論究で

きるようになるものと思

っている。

文献

倉田 悟 :1971、 原色日本

林業樹木図鑑 第1巻 、44、

232

第 125図  ヒノキの自然分布 (倉田 :1971)



3。 今泉城跡出上の動物遺存体

東北大学文学部院生 高橋  理

今泉城跡においてはかな りの量の動物遺存体が、濤・井戸 。土城から出上 している。それら

は哺乳類 3種・魚類 4種 。貝類 5種に及んでお り、保存状態は具類を除いては比較的良好であ

る。最 も多いのはニホンジカであり、ウマがそれに次 ぐ。表28に 遺構毎の時期別の出土状況を

示 した。殆どがΠ期及びⅢ期に属 し、この時期に盛んに捕獲されたことが推測される。

1.出土状況

(1)ニ ホンジカ

角・四肢骨が殆どで、脊椎骨は全 く出土せず頭骨も前頭骨の一部が 2点 、下顎骨の一部が

1点 出上 しているにすぎない。角・四肢骨には人為的な加工痕 を残 している例が多い。

121 ウマ

歯 (自歯)の 出上が最 も多い。その他にほぼ完全な上顎骨・肩甲骨・上腕骨 。前腕骨 。中

手骨の一部が出上 している。上顎骨についてその計測値を次に示 してお く。(単位mm)

上顎骨―口蓋部長340.0 歯列長 (P2_M2)1600

また中手骨に人為的な加工痕が残存していることが注目される。

(3)イ ノシシ

シカやウマに比較 して非常に少ない。1,滑 を力口工 したと推測される芥が 1点 出土している。

保存されることの少い寛骨 (腸・坐骨)が出土 しているのが注目される。

(4)魚類・貝類

魚類遺存体について同定できたものはメバル・ウナギ・スズキ・サケ科魚類である。すべ

て16号濤から出土 している。出土量は多くない。

貝類はイシガィ・マシジミなど淡水産貝類が大部分で、これらは滞内に生息、していた可能

性 もある。ヒメエゾボラは歯成水産貝類である。

2.性・死亡年齢推定

性・死亡年齢推定を行 うことができるのはシカ・イノシシであるが、推定に必要な部位は

少ない。以下にその結果を示す。なおシカの性・死亡年齢推定法は大泰司他 (1980)に よる。

11号溝 (H区 )

H期 ニホンジカ 下顎骨:下顎高a23.1、 前臼列長PL37.9、 下顎高指数a/PL60,95よ リメス。

第 1前臼歯臼歯率0,38よ り6～ 6.5歳  (単位はmm)

Ⅲ期 ニホンジカ 中手骨 :骨端部が癒着せず消失 しているため幼獣

29号濤

H期 ニホンジカ 中手骨 :骨端部が癒着せず消失 しているため幼獣



31号濤

Ⅲ期 イノシシ 下顎骨:伴出した大歯の大きさよリオス。臼歯の咬耗状態より成獣。

13号濤

Ⅲ期 ニホンジカ 下顎第二大臼歯 :磨減指数 7あ るいは未萌芽で、 1歳 8ヶ 月前後。

3. 力日三E痕

シカの骨に加工が施された例が多い。21号濤出上の角は 1点 は切 りとった角の枝 を加工 し

ているか未成品であろうか。他の 1点は落角で上半分が切 りとられている。完成 した角器及

びその使用目的については不明である。14号井戸出上の前頭骨のように明らかに角 を切 り取

った痕跡を残している例 もある。雁骨、中手 。中足骨などは骨端部に鋭い刃物でそぎ落 した

ような痕があり、骨自体 を利用 したというより解体、肉・皮の採取などの際の痕 とみること

ができる。.た だし11号濤 (II区 )出土の雁
鳥鮮

全体に敲打が加えられ、さらに両端に狭 りが入

り明らかに骨自体に加工 を施 している。イノシシの1非骨製の井は研磨 して整形 したと推測さ

れる。また21号濤出上のウマの中手骨の遠位端に 3ヶ 所の切 り込みがあるが加工 目的は不明

である。

4.ま とめ

第28表 に示 したように動物遺存体は H～Ⅲ期に集中してお り、この時期に盛んに捕獲され

たことがわかる。この場合、狩猟の選択性 ということが考えられるが 2で調べたようにシカに

関しては幼・成獣の別な く捕獲 されたとも考えられるが資料が少ないために、これが当時の

狩猟そのものを反映していると断定することは危険である。性については不明である。また

シカについて、脊椎骨は全 く出土せず角 。四肢骨に限られ、四肢骨に残る加工痕は解体ある

いは肉・皮を採取 した痕 と推測されることから捕獲された後他の場所で解体され、必要な部

分だけが遺跡内に持ち込まれたとも考えられる。角 も盛んに利用されていることか ら、いず

れにしてもシカは当時の重要な動物資源であったろう。動物資源 としてはシカに匹適すると

思われるイノシシの出土は非常に少なかった。イノシシは現在東北地方には殆ど生慮、してお

らず、13世紀頃にはすでに相当少な くなっていたことも考えられる。ウマは、上顎骨の計測

値からい く分小型 と思われる。当時、相当価値があったと考えられるウマの中手骨に残って

いた加工痕の意味については今後の類例の増加を待ちたい。

第2d表 動物遺存体出土表

時期
I 期 期 期 Ⅳ 期

11号 溝
(■ 区 )

シカ基節骨(1)用と骨(20)

下顎骨(10)肩 甲骨(0

イノシシIE骨 (10)睡骨(1

⇒
　
一　
ω

シカ前頭骨(1)肩 甲骨(40)

歴骨(11)踵 骨(10)

―→中足骨(1)基 節骨(1)

イノシシ下顎骨(10)



11号 濤
(■ 区 )

ウマ臼歯(1)

ヒメエゾボラ(1)

イシガイ(2)カ ラスガイ(1)

ウマ上顎骨(1)肩 甲骨(01)

ウマ前腕骨(10)

シカ角12)上腕骨(01)歴

歴骨(01)

ウマ中手骨(1)

ウマ臼歯(1)ウ マ中手骨(1)

シカ肩甲骨(01)中 手骨(1)

ノシシ下顎骨(10)

腸・坐骨(10)

シカ第二大臼歯(10)

メバル前上顎骨(01)椎骨

サケ科歯骨(1)椎骨

ウナギ椎骨スズキ椎骨

(aoぅでF媚
蜘。

カラスガイ(21

15号井戸
(A-2) シカ大腿骨(10)

14号井戸
(A-3) シカ前頭骨一部(1)

H号井戸
(A-3) ウマ臼歯(1)

13号井戸
(A-3) イノシシ勝骨(1)(井 )

1号井戸
(A-7) シカ歴骨(01)

シカ上腕骨(1.0)

1号土城
(B-8)

ウマ上腕骨(01)

ウマ臼歯(1)
33号土渡
(F-6)

註 :表 中()内 の数字は左右の出土数 を示す。ただし数字が 1つ の場合は左右の区別がつかな

いことを表わす。

矢印はそれがのびている時期にまで属す可能性のあることを示す。

参考文献 :遺跡出土ニホンジカの下顎骨による性別 。年齢 。死亡季節推定法 大泰司紀之

考古学と自然科学 第13号  P.P.51～ 73  1980



4。 今泉城遺跡の灰 白色火山灰

東北大学農学部 庄子 貞雄

山田 ―郎

今泉城遺跡の灰自色火山灰の分析結果 を表 29と 表30に 示 した。なお、比較のため多賀城跡の

泥炭の灰白色火山灰の結果を示 した。実験方法 と火山ガラスの形態については山田・庄子(1980)

を参照されたい。

重鉱物含量は 6%と 低 く、その組成はシソ輝石が大半で、次いで磁鉄鉱が22%、 普通輝石が

8%、 角閃石が 7%である。

軽鉱物組成は無色火山ガラスが63%と 大部分で、長石が27%である。

火山ガラスの形態はスポンジ状が最 も多く次いで顆粒状が多い。その他少量の繊維状 と扁平

状のガラスが認められる。

以上の結果は、多賀城跡の泥炭中の灰 白色火山灰 とほぼ同様の結果であり、宮城県一帯に認

められる灰白色火山灰 と同一のものとみてさしつかえない。

山田一郎・庄子貞雄 :宮城県内に分布する灰白色火山灰について、宮城県多賀城跡調査研究所

年報1979,97～ 102(1980)

表29.重 鉱物組成(0.I～ 0.2mm、 比重2,9以上、粒数%)

表30.軽鉱物組成(0.I～ 0.2mm、 比重2.9以下、粒数%)

シソ輝石 普通輝石 角 閃 石 磁 鉄 鉱
重鉱物含量
(重量%)

今泉城
つ
じ 8 7 6

多賀城 70

無 色 火 山 ガ ラ ス

長   石 風 化 粒
スポンジ状 繊 維 状 扁 平 状 顆 粒 状

今泉城 1

多賀城 17 11 1
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図版 1 今泉城跡・検出遺構
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1 ■号濤橋脚 (北側 )

2   〃  (南側 )

3,■号濤 (A-5区 )物忌札出土状況

4 ■号濤 (E-4区 )柄杓出土状況

I号溝全景 (北 より)

図版 7 検 出 遺 構
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図版 II 縄文・ 弥生時代出土遺物

1 縄文後期、2・ 3 純文晩期、4 弥生中期壺(15号濤出土)5 弥生中期壺(B-3区出土)6・ 7



1 1号濤出土

2.B-6区 Ⅲ層出土

3 B-8区 Ⅲ層出土

4 A-7区 Ⅲ層出土

5.5号土壊出土

6 ■号溝出土

7 1号濤出土

8 各地区出土

図版 12 古墳時代出土遺物
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1～ 7 1号住居跡出± 10 1と 号溝出土

8 49号土装出±  11 2層 出土(F-2区 )

9 34号滞

図版 13 平 安時代 出土遺 物 (上師器 )



盛～5 21号 土 城 出土

6 18号 土 颯

7 30号 濤 出土

8 11号 濤 出」i

9 25サ井戸跡出上

10 2号住居跡 出土
11 19号 溝出土(緑釉 )

12 B-5N(〉 4ピ ント出土 (ナ天対1)

図版 14 平安時代出土遺物 (土師器・陶器 )
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井
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1.21M、 2.28M(最 下層 )、 3■ M(最下層)、 4H・ ■I層 (E-2)、 5■井、6■ M(底 )、 7 1lM

I(129M、 2,■ M、 3上層(B-3)、 422井、56M}
H(1 lM、 218井、32M、 41M〉
ⅡI.(116M、 233M、 32竪・32M、 4Ⅲ層、5 1lM、 6■ M(最下層)}

Ⅳ.112竪、2,329M、 428井 (底 )|

図版 15 上師器、瓦、土錘
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図版 16 陶磁 器 (1)

1 1 lhl(底 )2 2住  3 ■層(B-1)4 22井
2住 2 ■M 3・ 4 14M 5 ■M(底 )、 13M、 9M

Ｍ

Ｄ

6 3M
7・ 8 1lM



図版 17 陶磁器 (2)

1・ 2 21M 3 1lM・ 21M 4 表採 5 12M・ 14M 6 32D 7 21M 8 8井
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図版 19 陶磁 器 伽)

25M、 2 21井、3～ 7、 lM
(1 ■層(A-3)、 2 1M・ 15M・ 16M、 3 H層 (B-6)、 4 H層 (E-8)、 5 21井、6 11井、7 33D}
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図版 20 上師質土器、
1 lM、 ■ lM、 Ⅲ.(126D 2
4 21井 5 H層 (F-4)6 26D 7

陶磁器 (5)

20井 311層 (E-3)
H層下(B-8)11～ 6 1M



図版21 右製品(I)

石包丁(1～ 5)、 大型蛤刃石斧16)、 礫石器(7～ 12)刻線のあるスレート(13a、 b)
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図版 22 石製 品 (2)

■号濤出土礫の一部(使用痕無 )(り、粉挽き臼・下臼(2・ 3)

大形礫石器 I類 (9・ 10)、 H類 (11・ 12)、 ■1類 (5・ 6)、 Ⅳ類⑦、

236

V類 (4)、 使用痕有る珪化木①
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図版 23 石 製品 (3)

礫石器の使用痕(1・ 2)、 砥石の使用 加工(?)痕 (35 M,4、  6 No l、 7 No25)
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図版24 石製品14)

I類 (り、H類に)、 Ⅲ類(2、 5～ 3)、 Ⅳ類(9。 10)、 V ttaゆ 、V類 (3・ 12,13)
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1 21M(F-7)
2 9D
3 21M(F-8)
4_lM(A-7)鋤
5 2井 (井粋材 )

6 1lM(E-4)下 駄

図版25 本製品(IX履物 。その他

7 9井、下駄

8 ■M(F-4)草 履

9.1lM(B-5)下 駄

10 2井、田下駄

■ 16井 、附木 (薪 )
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図版26 木製品(2)
1 19井 、2 16井、3 23井、4 2井 、5a.b llM、 6 HM、 7 9井 、8 10井 、9 1lM



| :(4井 )体部有孔

2 21M(F-7)最下層

3～ 7 1lM

図版 27 木製 品伯k漆 器
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托 HM仰卦簡)

2～ 6 1lM(物 忌札)

[魔 ‖
7 29M(溝底 )

8 2井
9 21M(F-8最 下層 )

10  3井 r絵馬)

図版28 木製品
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6の 断面 (α l)

1-3(16M)、 4・ 5(14M)、 6～ 9(12M)

HM(I区 )

1～ 6(lM)、 7.8(2M)

1～ 6(15M)

1(18D)、 2(45D)、 3(20井 )、 4～ 6(32D)

V-6の 断雨

1(4建物)、 2(32D)、 3(9D)、 4(1l D)、

1～ 4(26M)、 5～ 7(18建物)、 8～ ■(1lM)

7・ 8(34D)

5(10井 )

12■ 3(21M)

図版29 金属製品(1)
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l Mlfu台 )

2 21M(鎌 )

3 21M(刀 )

4 17井 (銅錘 )

5 31M(刀装具 )

6 ■M(銅鏡 )

7.各遺構出土古銭

図版30 金属製品(2)



Eト レンチ

l Eト レンチ全景

2 中央サブ トレンチ全景 (2号 。3号濤 )

3 1号 井戸跡

4 5号 井戸跡

図版31 11区 検 出遺 構



図版32 Ⅲ区出土遺物
1 3井 (Eト レ)2 3井 (Eト レ)3 9井 (Eト レ)4 8井 (Eト レ)5 6井 (Eト レ)6 6井 (Eト レ)

111 9井 (Eト レ)2 西組J滞 (Cト レ)3 6井 (Eト レ)4 2井 (Eト レ)5 西側濤(Cト レ)6 9井 (Eト レ)|

■・Ⅲ、11 6井 (Eト レ)2 6井 (Eト レ)3 5井 (Eト レ)4 試掘(Eト レ)|



中

10.イ ノシン

移,骨 製第×%

1,2・ 5。 6・ 11,11号

済出土

3,33号土壊出土

4,21号溝出土

7・ 8,9,31号溝出土

10,14号 井戸出土

図版33 1・ II区 出上骨角器 ()



2. シヵ

前頭骨―吉Б

(加ェ痕)

×%

11・  シカ角

(加工康)

×%

シカ上腕骨
X%

7.

シカ

中足骨

×%

8,

シカ

匹骨

×%

10. シカ角

(加工痕 )

×/

11.ネ ズミ×%

12.魚骨×%

カラスガイ×%

土出
　
　
土

溝

土

出

口万

出ヽ

一戸

２‐

溝

井

。　
　
口，
　
口，

‐１

‐６

‐６

1・ 3・ 7・ 8・ 9・ 13。 15,¬ 号溝出土
2,,12号井戸出土

4, 1号土嫉出土

5,10号井戸出土

6,15号井戸出土

15.ヒ メエゾボラ×χ

H区出土骨角器



一　
一

昌

春

野

坂
本ヽ
早

長

幹

課

主

夫

宏

一

隆

　

洋

沢

口

辺

大

山

渡

長

事

係

主

職   員   録

社 会 教 育 課

文化財管理係

文化財調査係

係長 (兼 )

教  諭

主  事

第 1集

第 2集

第 3集

第 4集

第 5集

第 6集
第 7集

第 8集

第 9集

第10集

第■集

第 12集

第13集

第 14集

第15集

第16集

第 17集

第18集

第 19集

第20集

第21集

第22集

第23集

第24集

第25集

第26集

第27集

第28集

第29集

第30集

第31集

第32集

第33集

第34集

第35集

第36集

第37集

第38集

第39集

第40集

第41集

第42集

第43集

第44集

第45集

第46集

第47集

第48集

第49集

第50集

第51集

第52集

第53集

第54集

第55集

第56集

第57集

第58集

仙台文化財調査報告書刊行日録

天然記念物霊屋下 セ コイヤ化石林調査報告書 (昭和 39年 4月 )

イ山台切宅 (日召ホロ42年 3月 )

仙台市燕 沢善 応寺横 穴古墳群調査報告書 (昭和 43年 3月 )

史跡陸奥 国分寺跡環境 整備並 びに調査報告書 (昭 和44年 3月 )

仙台市南小泉法領塚 古墳調査報告書 (昭和 47年 8月 )

仙 台市荒巻五本松窯跡発掘調査 報告書 (昭和48年 10月 )

仙 台市富沢裏町古墳 発掘調査報告 書 (昭和49年 3月 )

仙 台市 向山愛宕 山横 穴群 発掘調査報告書 (昭和 49年 5月 )

仙 台市根岸町宗禅寺横 穴群 発掘調査報告 書 (昭和 51年 3月 )

仙台市 中田町安 久東遺跡発掘課査概報 (昭和 51年 3月 )

史跡遠 見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和 51年 3月 )

史跡迄 見塚古墳環境 整備 第二次予備調査概報 (昭和 52年 3月 )

南小泉遺跡一 範 囲確 認調査報告書― (昭和 53年 3月 )

栗遺跡 発掘調査報告書 (昭和 54年 3月 )

史跡遠見塚古墳昭和 53年度環境 整備予備調査概報 (昭和 54年 3月 )

六反 田遺跡 発掘調査 (第 2・ 3次 )のあ らま し (昭和 54年 3月 )

北屋敷遺跡 (昭和 54年 3月 )

枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和 55年 3月 )

仙 台市地下鉄 関係分布調査報告 書 (昭和 55年 3月 )

史跡遠 見塚 古墳昭和 54年度環境 整備予備調査概報 (昭和 55年 3月 )

仙 台市 開発関係遺跡調査報告 1(昭 和 55年 3月 )

鮭 ヶ峯 (昭和 55年 3月 )

年幸Rl(H召ボロ55と手 3月 )

今泉城跡 発掘調査報告 書 (昭和 55年 8月 )

三神峯遺跡発掘調査報告 書 (昭和 55年 12月 )

史跡遠 見塚古墳昭和 55年 度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )

史跡陸奥 国分寺跡昭和 55年度 発掘調査 IIl報 (昭和56年 3月 )

年報 2(昭 和56年 3月 )

郡 山遺跡 I―昭和 55年度 発掘調査慨報― (昭和 56年 3月 )

山田上 ノ台遺跡 発掘調査慨報 (昭和 56年 3月 )

仙 台市開発関係遺跡調査報告 H(昭 和 56年 3月 )

鴻 ノ巣遺跡 発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

山 口遺跡発掘調査報告書 (昭和 56年 3月 )

六反 田遺跡 発掘調査報告 書 (昭和56年 12月 )

南小 泉遺跡 ―都市計画街路建 設工事 関係 第 1次調査報告 (昭和57年 3月 )

北前遺跡発掘調査報告書 (昭和 57年 3月 )

イ山台平 野の遺跡群 I一日召本日56年 ,支 発掘調査報告 書―  (日召不日57寄i3月
)

剖
`山

遺跡 Ⅱ一 昭和 56年度 発IFH調 査概報― (昭和 57年 3月 )

燕 沢遺跡 発掘調査報告 書 (昭和 57年 3月 )

仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 I(昭 和 57年 3月 )

年報 3(昭 和 57年 3月 )

郡 山遺跡一 宅地造成 に伴 う緊急発掘調査― (昭和 57年 3月 )

栗遺跡 (Hg和 57年 8月 )

鴻 ノ巣遺跡 発掘調査報告書 (昭和 57年 12月 )

茂庭― 茂庭住宅 団地造成工事地 内遺跡発掘調査報告 書 (昭和58年 3月 )

郡 山遺跡Ⅲ― 昭和 57年度発掘調査概報― (昭和 58年 3月 )

仙台平野 の道跡群 H一昭和57年 度発掘調査報告 書― (昭和 58年 3月 )

史跡遠 見塚古墳 HE和 57年度環境 整備予備調査概報 (昭和 58年 3月 )

仙 台市文化財分布 調査報告 I(昭 和 58年 3月 )

岩切 畑 中遺跡 発掘 調査報告書 (昭和 58年 3月 )

仙台市文化財 分布地 図 (昭和 58年 3月 )

南小 泉遺跡 一都市計画街路建 設工事関係 第 2次調査報告 (昭和 58年 3月 )

中国・畑 中遺跡 発掘調査報告書 (昭和 58年 3月 )

神明社窯跡 発掘調査報告 書 (昭 和58年 3月 )

南月ヽ 泉遺跡― 青菜女子学園移転新首工事地内調査報告― (昭和58年 3月 )

仙台 市高速鉄道関係遺跡調査慨 報 H(昭 和 58年 3月 )

年幸R4 (口召和58年 3月 )

今 泉城跡 発掘調査報 告書 (昭和 58年 3月 )
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